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国立大学法人 長崎大学　第15代学長　河野 茂 氏

Top Interview

澤田正太郎：1916～1996年。新国劇創設者澤田正二郎の長男として東京に生まれる。川端画学校、東京美術学校（現東京藝術大学）油画科
卒業。兵役後に濱田庄司の紹介で日本民藝館に勤務。第一回一陽展より一陽会で発表を続け、1957年に第一回安井賞候補新人展に出品。
全国各地の風景画を多数描き、企業カレンダーや池波正太郎の随筆「日曜日の万年筆」挿絵を担当。個展歴多数。一陽会会員。

十八親和
アートギャラリー

鑑賞無料開館時間：10：00～16：00（入館は15：30まで）
休 館 日：日・月・祝日、年末年始（12/31～1/3）
　　　　　　※土曜日が祝日の場合は開館
長崎県佐世保市島瀬町4-24 十八親和銀行島瀬ビル１F

西肥バス島瀬バス停から徒歩3分
ＪＲ佐世保駅から徒歩約20分

TEL0956-23-4856

　銀行が合併し、弊館も「親和アートギャラリー」から「十八親和アートギャラリー」に名称が変わりました。これを
記念して、現在、長崎をテーマにした絵画展を開催しています。
　古くから日本の玄関口として中国やヨーロッパの文化を受け入れてきた長崎は、独自の文化や風俗を育み、
異国情緒溢れる港街として栄えてきました。港を望む丘の上の教会堂、威風堂々とした唐寺の佇まい、斜面地に
建つ家々と迷路のような坂道など、その街並や文化は多くの画家たちを魅了し作品の題材となってきました。
　本展では、山本森之助、鈴木信太郎、田川憲、清水崑、澤田正太郎等による、長崎を主題とした油彩画など20点
をご紹介しています。
　このほか、近代洋画、日本画、陶磁器、ロシアイコンなど約140点の常設展示も行っております。

澤田正太郎「長崎聚落図（ながさきしゅうらくず）」 　1970年／油彩画 M120号

長崎逍遥
～昭和の街を歩く

2020年10月1日（木）～11月28日（土）

秋季企画展

十八親和アートギャラリーJu hach i - Sh i nwa Ar t  G a l ler y



懐
か
し
い

情
景
を

探
し
て

Looking for a nostalgic scene

　
港
町
長
崎
は
坂
が
多
い
。道
は
狭
く
毛
細
血
管
の
よ
う

に
張
り
巡
ら
さ
れ
、突
然
階
段
が
現
れ
た
り
行
き
止
ま
り

だ
っ
た
り
す
る
。「 

き 

ね
ん

祈
念
坂
」「
ド
ン
ド
ン
坂
」「
ヘ
イ
フ
リ

坂
」な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
が
つ
い
た
坂
は
博
覧
会
並
み
の

多
さ
で
、坂
道
マ
ニ
ア
垂
涎
の
地
だ
。

　
活
水
学
院
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
湊
会
所
跡
の
石
碑

あ
り
）か
ら
東
山
手
地
区
を
ぬ
け
て
孔
子
廟
へ
至
る
オ
ラ
ン

ダ
坂
は
、静
か
な
佇
ま
い
の
歩
き
や
す
い
道
で
あ
る
。こ
の

あ
た
り
は
長
崎
港
の
見
晴
ら
し
が
良
い
。外
国
人
が
競
っ
て

洋
館
を
建
て
、坂
道
を
石
畳
に
し
た
こ
と
が
オ
ラ
ン
ダ
坂
と

呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
真
新
し
い
こ
の
坂
を
ト
ー
マ
ス・グ
ラ
バ
ー
や
坂
本
龍
馬
、

岩
崎
弥
太
郎
が
何
度
も
通
っ
た
に
違
い
な
い
。彼
ら
は
こ
の

坂
を
歩
き
な
が
ら
何
か
が
ひ
ら
め閃
き
、困
難
な
時
代
を
切
り
開

く
情
熱
が
宿
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
文・阿
井
川 

圭
）

▲オランダ坂

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
！

オ
ラ
ン
ダ
坂

◉活水学院国際交流センター

住所：長崎市東山手町1-50

▲長崎孔子廟

C O N T E N T S

28

2 12 23

「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。

今月の表紙

　表紙の写真は、オランダ坂通りにあるレンガ壁です。
　開港当時、長崎では東洋人以外を「オランダさん」と呼んでいた為、外国人居留地
の石畳の坂をすべて「オランダ坂」と呼んでいました。現在は、主に開国に伴い造成
された東山手にある活水学院下の坂、活水坂、

じょうこういん
誠孝院前の坂がオランダ坂と呼ば

れています。
　異国情緒あふれる洋風住宅群や石畳は長崎を代表する景観のひとつです。

オランダ坂通り（長崎市）

22

3836 44

©澤田正太郎「長崎聚落図」

バックナンバー
の お 知 ら せ

国立大学法人 長崎大学　第15代学長
河野 茂 氏

To p  I n t e r v i e w

2

24 九州まち歩き
長崎県  壱岐市

23 母校の逸品
長崎県立島原農業高等学校
あごだし手延べそうめん梅茶漬け

NEW!NEW!

長崎県西海市  西海クリエイティブカンパニー
12

16

22 われら社会貢献企業
株式会社 出雲総業

地域とつながるFFG連携プロジェクト
長崎県壱岐市のワーケーション事業について

30 FFG BMS
株式会社 高橋商店
株式会社 喜代屋
社会福祉法人 やまなみ会 阿蘇くんわの里

44 九州の星　長崎電気軌道株式会社 整備士
池田 ことみ

36 START UP Company
株式会社 レボーン

32 働き方改革インフォメーション
寄稿 働きがいにつながるテレワーク !
株式会社 エフアンドエム

NEW!NEW!

懐かしい情景を探して
グッドラック ! オランダ坂
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「長崎大学」正門前（左から河野学長、森頭取）「長崎大学」正門前（左から河野学長、森頭取）

国
立
大
学
法
人 

長
崎
大
学

世
界
中
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、

進
化
を
続
け
る「
知
の
拠
点
」。

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

本
店
営
業
部

河
野
　茂 

氏

第
15
代
学
長

な
が
　さ
き
　だ
い
　が
く

■大学概要
設立：1949年／所在地：長崎市／学生数：9,057
名、教員数：1,257名、職員数：1,982名（大学病院
含む）（2020年5月1日現在）

大学ホームページは
こちらからどうぞ！

こ 

う
　
　の
　
　
　
　
　  し
げ
る

2FFG MONTHLY SURVEY Vol.131
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こ 

う
　
　の
　
　
　
　
　  し
げ
る
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多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

多
様
化
し
、相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、既
存
の
一
つ
の
知
の
専
門

領
域
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
導
く
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。大
学
は
今
、課

題
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、知
の
枠
組
み
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。複
数
の
専
門
領
域
の
融
合
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
皆
さ
ま
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、複
眼

的
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は
、地
球
規
模

の
課
題
へ
の
解
決
を
見
出
し
、地
球
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、有
機
的
な
知
の
連
鎖
を
誘
発
、活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。既
存
の
知
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、時
代
の
変
化
に
し
っ
か
り
並
走
す
る
た
め
の

長
崎
大
学
の
新
た
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
は
、こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現

を
基
軸
に
、学
生
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
変
革
へ

の
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
皆
さ
ま
、学
生
、教
職
員
の

学
び
の
場
の
創
造
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
通

し
て
長
崎
の
更
な
る
発
展
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
学
は
今
、新
た
な
挑
戦
と
し
て
、人
類
の
健
康
を

地
球
規
模
で
考
え
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」か
ら
地

球
の
健
康
を
考
え
る「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実

現
へ
と
そ
の
活
動
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
今
、気
候
変
動
、環
境
汚
染
、未
知
の
感

染
症
や
疾
患
と
の
闘
い
に
加
え
、人
口
問
題
、食
糧

問
題
、格
差
、宗
教
や
文
化
の
対
立
、紛
争
と
い
っ
た

主
導
治
験
で
、

世
界
で
初
め
て

ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル

の
効
果
を
臨
床

的
に
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、本
年

4
月
に
三
菱
重

工
業
長
崎
造
船

所
に
停
泊
中
の

ク
ル
ー
ズ
船「
コ

ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
号
」で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
際
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
は
6
0
0

名
以
上
の
乗
組
員
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
わ
ず
か
4

日
間
で
行
う
と
と
も
に
、本
学
が
企
業
共
同
開
発
し

た
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、船
外
か
ら
乗
組
員

の
健
康
管
理
を
行
い
迅
速
な
収
束
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

　
戦
後
ま
も
な
い
1
9
4
9
年
に
は
、新
制
長
崎
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。以
降
、工
学
部
、歯
学
部
、環

境
科
学
部
、多
文
化
社
会
学
部
な
ど
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
革
新
的
学
部
を
新
設
し
な
が
ら

進
化
を
続
け
、本
年
4
月
に
は
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「Society5.0

」の
到
来
に
向
け
て
、情
報
技
術
革

新
に
適
応
し
、迅
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

附
属
病
院
勤
務
を
経
て
、医
学
部
助
手
、講
師
、教

授
、医
学
部
長
、理
事
・
病
院
長
、理
事
・
副
学
長
を

務
め
、2
0
1
7
年
10
月
に
長
崎
大
学
第
15
代
学

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
以
来
、本
学
と
長
崎
の
輝
か
し
い
将
来

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
原
点
は
1
8
5
7
年
、オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ

ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
幕
府
医
官

に
対
し
て
医
学
講
義
を
開
始
し
た
、わ
が
国
初
の
西

洋
式
医
学
校
で
あ
る
医
学
伝
習
所
で
す
。そ
こ
か

ら
、教
育
学
部
の
起
源
と
な
る
官
立
長
崎
師
範
学
校

を
は
じ
め
、薬
学
部
の
起
源
と
な
る
第
五
高
等
中
学

校
医
学
部
薬
学
科
、経
済
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎

高
等
商
業
学
校
、水
産
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎
県

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
水
産
科
が
そ
れ
ぞ
れ

戦
前
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
1
9
4
5
年
8
月
9
日
に
は
、長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
は
学
生
、教
職
員
ら
8
9
8
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
世
界
で
唯
一
被
爆
し
た

医
科
大
学
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
本
学
の
歴
史
が

始
ま
り
、現
在
で
は
、被
爆
医
療
分
野
で
世
界
有
数

の
研
究
成
果
と
人
材
育
成
の
実
績
を
生
む
に
至
っ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
を
有
し
た
人
材
育
成
の

た
め
に
、情
報
デ
ー
タ
科
学
部
を
10
番
目
の
学
部
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　
私
が
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
の
は
、新
制
長
崎
大
学

発
足
の
翌
年
、1
9
5
0
年
で
す
。長
崎
大
学
医
学

部
、同
大
学
院
医
学
研
究
科
に
学
び
、そ
の
後
、長
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
同
大
学
院
に
籍
を
置
き
、

　
大
学
が
担
っ
て
い
る
の
は「
教
育
」と「
研
究
」で

す
が
、そ
の
先
に
は「
未
来
の
創
造
」が
待
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
」に
お
い
て
は
、大
学
に
学
ぶ
学
生
は
、今

後
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
や
社
会
を
支
え
る
財

産
で
あ
り
、社
会
を
変
え
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大
学
は
、学
生
が
社
会
に
踏
み
出
す
一
歩
目

か
ら
全
力
で
走
り
出
せ
る
よ
う
に
育
成
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
大
学
教
育
に
お
い
て
私
が
力
点
を
置
く
の
は
、

学
生
自
ら
が
考
え
、自
身
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

柄
に
向
き
合
い
、基
礎
か
ら
積
み
上
げ
て
結
果
を
出
し

て
い
く
意
思
決
定
の
力
、言
い
換
え
れ
ば「
自
立
」で

あ
り
、特
定
の
分
野
に
固
執
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
分
野
を
統
合
で
き
る「
柔
軟
性
」の
創
出
、そ
し
て

他
者
と
の「
合
意
形
成
能
力
」の
育
成
な
ど
、未
確
定

の
未
来
に
対
応
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
、人
口
減
少
や
、

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
ひ
と
つ
が
、新
し
い
価
値

創
造
に
挑
戦
し
、課
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
も
っ

た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
育
成
で
す
。昨
年
10
月

に
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
様
の
寄
附
講

座
と
し
て
開
設
し
た「
F
F
G
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー（
N
F
E
C
）」は
、本
学
す
べて
の
学
部
生・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、先
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

教
育
を
提
供
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
講
師
陣
は
多
彩
で
あ
り
、学
内
ば
か
り
で
な
く
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
県
外
企
業・他
大
学

か
ら
も
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
技
術
・
知
財
シ
ー
ズ
の
事

業
化
を
促
進
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
目
指
す
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま

す
。必
ず
し
も「
起
業
家
に
な
れ
」と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。受
講
す
る
学
生
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
予
期
せ
ぬ
変
化
、不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

も
、失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
向
け

て
行
動
で
き
、長
崎
と
日
本
を
支
え
る
人
材
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
停
滞
、税
収
の
減
少
な
ど
は
、想
定
さ
れ
て
い

る
未
来
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
よ
う
に

不
確
定
の
因
子
は
常
に
起
こ
り
う
る
未
来
で
す
。た

と
え
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
未
来
は

必
ず
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
に
長
崎
大
学
の
教
育
が
育
成

し
た
、意
思
決
定
力
、自
立
心
、多
様
な
意
見
を
調

整
し
て
折
り
合
い
を
付
け
る
柔
軟
性
、そ
し
て
そ
の

判
断
を
き
ち
ん
と
説
明・説
得
で
き
る
合
意
形
成
能

力
が
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

構
成
員
と
す
る「
感
染
症
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

主
宰
し
、「
長
崎
大
学
感
染
症
共
同
研
究
拠
点
」を

設
置
。さ
ら
に
は
、有
効
な
治
療・予
防
法
が
定
ま
ら

な
い
、新
興
ウ
イ
ル
ス
制
御
に
向
け
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
感
染
症
研
究・人
材
育
成
の
国
際
拠
点
と
な
る

感
染
症
研
究
施
設
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）4
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
ば
く
医
療
科
学
分
野
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、本

学
が
積
み
重
ね
て
き
た
知
見
や
経
験
を
役
立
て
る
活

動
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、被
爆
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
の
使
命

か
ら
、2
0
1
2
年
に
世
界
で
唯
一
、「
核
兵
器
廃

絶
」に
特
化
し
た
研
究
機
関「
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
」（
R
E
C
N
A
＝
レ
ク
ナ
）を
設
立
。核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、政
策
提
言
、平
和

軍
縮
に
関
す
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、長
崎
県
産
業
労
働
部
、公
益
財
団

法
人
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
通
じ
、

「
A
I・I
o
T・ロ
ボ
ッ
ト
」「
航
空
機
産
業
」「
医
工

連
携
」を
始
め
と
す
る
多
分
野
の
強
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、長
崎
県
、長
崎
総
合
科
学
大
学
、

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会
と

の
連
携
で
は
、海
洋
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
目

的
に
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て
、「
教
育
」と
と
も
に
重
要
な
も
う

一
つ
の
使
命
が「
研
究
」で
す
。科
学
研
究
は
、ヒ
ト
に

幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
経
験
を
も
つ
本
学
は
、こ
れ
を
最
も
理
解
し
て

い
る
大
学
で
す
。世
界
が
不
安
定
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、本
学
は
、人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
研
究
を
追

求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、長
年
に
わ
た
る
現
場
主
義
の
実
学
教

育
・
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
て
、い
く
つ
か
の
分
野
に
お

い
て
、日
本
を
リ
ー
ド
し
、世
界
に
貢
献
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、熱
帯
医
学・感
染
症
分
野
で
は
、人
類

が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
健
康
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」の
研
究
拠
点
と

し
て
、国
内
9
大
学（
北
海
道
大
学
、東
北
大
学
、東

京
大
学
、東
京
医
科
歯
科
大
学
、大
阪
大
学
、神
戸

大
学
、九
州
大
学
、長
崎
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
）を

森頭取 河野学長

　
わ
が
国
を
含
む
全
世
界
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
も
、本
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
感
染
症
研
究
の
実
績
を
も
と
に
、全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。検
査
時
間
短

縮
や
検
査
機
器
の
小
型
化
を
実
現
す
る

L
A
M
P
法
に
よ
る
検
査
方
法
の
共
同
開

発
や
、検
体
採
取
と
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

P
C
R
検
査
の
拡
充
も
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
の
緊
急
研
究
事
業
に
参
画
し
、ア

ジ
ア
各
地
に
拠
点
を
置
く
東
京
大
学
、国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
6
大
学
・
研
究
機
関

と
、情
報
収
集
や
解
析
、抗
体
検
出
技
術
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、本
年
7
月
、本
学
を
主
幹
施

設
と
し
て
、抗
H
I
V
薬「
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ

ル
」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
す
る
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
を
探
索
す
る

た
め
の
治
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
験
は
医
師

日
本
初
の
西
洋
式
医
学
校
が

長
崎
大
学
の
創
基

1
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多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

多
様
化
し
、相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、既
存
の
一
つ
の
知
の
専
門

領
域
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
導
く
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。大
学
は
今
、課

題
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、知
の
枠
組
み
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。複
数
の
専
門
領
域
の
融
合
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
皆
さ
ま
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、複
眼

的
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は
、地
球
規
模

の
課
題
へ
の
解
決
を
見
出
し
、地
球
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、有
機
的
な
知
の
連
鎖
を
誘
発
、活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。既
存
の
知
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、時
代
の
変
化
に
し
っ
か
り
並
走
す
る
た
め
の

長
崎
大
学
の
新
た
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
は
、こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現

を
基
軸
に
、学
生
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
変
革
へ

の
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
皆
さ
ま
、学
生
、教
職
員
の

学
び
の
場
の
創
造
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
通

し
て
長
崎
の
更
な
る
発
展
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
学
は
今
、新
た
な
挑
戦
と
し
て
、人
類
の
健
康
を

地
球
規
模
で
考
え
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」か
ら
地

球
の
健
康
を
考
え
る「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実

現
へ
と
そ
の
活
動
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
今
、気
候
変
動
、環
境
汚
染
、未
知
の
感

染
症
や
疾
患
と
の
闘
い
に
加
え
、人
口
問
題
、食
糧

問
題
、格
差
、宗
教
や
文
化
の
対
立
、紛
争
と
い
っ
た

主
導
治
験
で
、

世
界
で
初
め
て

ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル

の
効
果
を
臨
床

的
に
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、本
年

4
月
に
三
菱
重

工
業
長
崎
造
船

所
に
停
泊
中
の

ク
ル
ー
ズ
船「
コ

ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
号
」で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
際
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
は
6
0
0

名
以
上
の
乗
組
員
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
わ
ず
か
4

日
間
で
行
う
と
と
も
に
、本
学
が
企
業
共
同
開
発
し

た
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、船
外
か
ら
乗
組
員

の
健
康
管
理
を
行
い
迅
速
な
収
束
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

　
戦
後
ま
も
な
い
1
9
4
9
年
に
は
、新
制
長
崎
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。以
降
、工
学
部
、歯
学
部
、環

境
科
学
部
、多
文
化
社
会
学
部
な
ど
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
革
新
的
学
部
を
新
設
し
な
が
ら

進
化
を
続
け
、本
年
4
月
に
は
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「Society5.0

」の
到
来
に
向
け
て
、情
報
技
術
革

新
に
適
応
し
、迅
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

附
属
病
院
勤
務
を
経
て
、医
学
部
助
手
、講
師
、教

授
、医
学
部
長
、理
事
・
病
院
長
、理
事
・
副
学
長
を

務
め
、2
0
1
7
年
10
月
に
長
崎
大
学
第
15
代
学

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
以
来
、本
学
と
長
崎
の
輝
か
し
い
将
来

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
原
点
は
1
8
5
7
年
、オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ

ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
幕
府
医
官

に
対
し
て
医
学
講
義
を
開
始
し
た
、わ
が
国
初
の
西

洋
式
医
学
校
で
あ
る
医
学
伝
習
所
で
す
。そ
こ
か

ら
、教
育
学
部
の
起
源
と
な
る
官
立
長
崎
師
範
学
校

を
は
じ
め
、薬
学
部
の
起
源
と
な
る
第
五
高
等
中
学

校
医
学
部
薬
学
科
、経
済
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎

高
等
商
業
学
校
、水
産
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎
県

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
水
産
科
が
そ
れ
ぞ
れ

戦
前
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
1
9
4
5
年
8
月
9
日
に
は
、長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
は
学
生
、教
職
員
ら
8
9
8
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
世
界
で
唯
一
被
爆
し
た

医
科
大
学
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
本
学
の
歴
史
が

始
ま
り
、現
在
で
は
、被
爆
医
療
分
野
で
世
界
有
数

の
研
究
成
果
と
人
材
育
成
の
実
績
を
生
む
に
至
っ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
を
有
し
た
人
材
育
成
の

た
め
に
、情
報
デ
ー
タ
科
学
部
を
10
番
目
の
学
部
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　
私
が
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
の
は
、新
制
長
崎
大
学

発
足
の
翌
年
、1
9
5
0
年
で
す
。長
崎
大
学
医
学

部
、同
大
学
院
医
学
研
究
科
に
学
び
、そ
の
後
、長
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
同
大
学
院
に
籍
を
置
き
、

　
大
学
が
担
っ
て
い
る
の
は「
教
育
」と「
研
究
」で

す
が
、そ
の
先
に
は「
未
来
の
創
造
」が
待
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
」に
お
い
て
は
、大
学
に
学
ぶ
学
生
は
、今

後
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
や
社
会
を
支
え
る
財

産
で
あ
り
、社
会
を
変
え
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大
学
は
、学
生
が
社
会
に
踏
み
出
す
一
歩
目

か
ら
全
力
で
走
り
出
せ
る
よ
う
に
育
成
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
大
学
教
育
に
お
い
て
私
が
力
点
を
置
く
の
は
、

学
生
自
ら
が
考
え
、自
身
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

柄
に
向
き
合
い
、基
礎
か
ら
積
み
上
げ
て
結
果
を
出
し

て
い
く
意
思
決
定
の
力
、言
い
換
え
れ
ば「
自
立
」で

あ
り
、特
定
の
分
野
に
固
執
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
分
野
を
統
合
で
き
る「
柔
軟
性
」の
創
出
、そ
し
て

他
者
と
の「
合
意
形
成
能
力
」の
育
成
な
ど
、未
確
定

の
未
来
に
対
応
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
、人
口
減
少
や
、

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
ひ
と
つ
が
、新
し
い
価
値

創
造
に
挑
戦
し
、課
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
も
っ

た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
育
成
で
す
。昨
年
10
月

に
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
様
の
寄
附
講

座
と
し
て
開
設
し
た「
F
F
G
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー（
N
F
E
C
）」は
、本
学
す
べて
の
学
部
生・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、先
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

教
育
を
提
供
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
講
師
陣
は
多
彩
で
あ
り
、学
内
ば
か
り
で
な
く
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
県
外
企
業・他
大
学

か
ら
も
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
技
術
・
知
財
シ
ー
ズ
の
事

業
化
を
促
進
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
目
指
す
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま

す
。必
ず
し
も「
起
業
家
に
な
れ
」と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。受
講
す
る
学
生
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
予
期
せ
ぬ
変
化
、不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

も
、失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
向
け

て
行
動
で
き
、長
崎
と
日
本
を
支
え
る
人
材
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
停
滞
、税
収
の
減
少
な
ど
は
、想
定
さ
れ
て
い

る
未
来
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
よ
う
に

不
確
定
の
因
子
は
常
に
起
こ
り
う
る
未
来
で
す
。た

と
え
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
未
来
は

必
ず
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
に
長
崎
大
学
の
教
育
が
育
成

し
た
、意
思
決
定
力
、自
立
心
、多
様
な
意
見
を
調

整
し
て
折
り
合
い
を
付
け
る
柔
軟
性
、そ
し
て
そ
の

判
断
を
き
ち
ん
と
説
明・説
得
で
き
る
合
意
形
成
能

力
が
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

構
成
員
と
す
る「
感
染
症
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

主
宰
し
、「
長
崎
大
学
感
染
症
共
同
研
究
拠
点
」を

設
置
。さ
ら
に
は
、有
効
な
治
療・予
防
法
が
定
ま
ら

な
い
、新
興
ウ
イ
ル
ス
制
御
に
向
け
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
感
染
症
研
究・人
材
育
成
の
国
際
拠
点
と
な
る

感
染
症
研
究
施
設
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）4
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
ば
く
医
療
科
学
分
野
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、本

学
が
積
み
重
ね
て
き
た
知
見
や
経
験
を
役
立
て
る
活

動
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、被
爆
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
の
使
命

か
ら
、2
0
1
2
年
に
世
界
で
唯
一
、「
核
兵
器
廃

絶
」に
特
化
し
た
研
究
機
関「
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
」（
R
E
C
N
A
＝
レ
ク
ナ
）を
設
立
。核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、政
策
提
言
、平
和

軍
縮
に
関
す
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、長
崎
県
産
業
労
働
部
、公
益
財
団

法
人
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
通
じ
、

「
A
I・I
o
T・ロ
ボ
ッ
ト
」「
航
空
機
産
業
」「
医
工

連
携
」を
始
め
と
す
る
多
分
野
の
強
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、長
崎
県
、長
崎
総
合
科
学
大
学
、

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会
と

の
連
携
で
は
、海
洋
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
目

的
に
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て
、「
教
育
」と
と
も
に
重
要
な
も
う

一
つ
の
使
命
が「
研
究
」で
す
。科
学
研
究
は
、ヒ
ト
に

幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
経
験
を
も
つ
本
学
は
、こ
れ
を
最
も
理
解
し
て

い
る
大
学
で
す
。世
界
が
不
安
定
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、本
学
は
、人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
研
究
を
追

求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、長
年
に
わ
た
る
現
場
主
義
の
実
学
教

育
・
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
て
、い
く
つ
か
の
分
野
に
お

い
て
、日
本
を
リ
ー
ド
し
、世
界
に
貢
献
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、熱
帯
医
学・感
染
症
分
野
で
は
、人
類

が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
健
康
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」の
研
究
拠
点
と

し
て
、国
内
9
大
学（
北
海
道
大
学
、東
北
大
学
、東

京
大
学
、東
京
医
科
歯
科
大
学
、大
阪
大
学
、神
戸

大
学
、九
州
大
学
、長
崎
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
）を

森頭取 河野学長

　
わ
が
国
を
含
む
全
世
界
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
も
、本
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
感
染
症
研
究
の
実
績
を
も
と
に
、全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。検
査
時
間
短

縮
や
検
査
機
器
の
小
型
化
を
実
現
す
る

L
A
M
P
法
に
よ
る
検
査
方
法
の
共
同
開

発
や
、検
体
採
取
と
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

P
C
R
検
査
の
拡
充
も
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
の
緊
急
研
究
事
業
に
参
画
し
、ア

ジ
ア
各
地
に
拠
点
を
置
く
東
京
大
学
、国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
6
大
学
・
研
究
機
関

と
、情
報
収
集
や
解
析
、抗
体
検
出
技
術
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、本
年
7
月
、本
学
を
主
幹
施

設
と
し
て
、抗
H
I
V
薬「
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ

ル
」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
す
る
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
を
探
索
す
る

た
め
の
治
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
験
は
医
師

日
本
初
の
西
洋
式
医
学
校
が

長
崎
大
学
の
創
基

1
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多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

多
様
化
し
、相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、既
存
の
一
つ
の
知
の
専
門

領
域
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
導
く
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。大
学
は
今
、課

題
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、知
の
枠
組
み
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。複
数
の
専
門
領
域
の
融
合
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
皆
さ
ま
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、複
眼

的
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は
、地
球
規
模

の
課
題
へ
の
解
決
を
見
出
し
、地
球
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、有
機
的
な
知
の
連
鎖
を
誘
発
、活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。既
存
の
知
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、時
代
の
変
化
に
し
っ
か
り
並
走
す
る
た
め
の

長
崎
大
学
の
新
た
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
は
、こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現

を
基
軸
に
、学
生
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
変
革
へ

の
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
皆
さ
ま
、学
生
、教
職
員
の

学
び
の
場
の
創
造
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
通

し
て
長
崎
の
更
な
る
発
展
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
学
は
今
、新
た
な
挑
戦
と
し
て
、人
類
の
健
康
を

地
球
規
模
で
考
え
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」か
ら
地

球
の
健
康
を
考
え
る「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実

現
へ
と
そ
の
活
動
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
今
、気
候
変
動
、環
境
汚
染
、未
知
の
感

染
症
や
疾
患
と
の
闘
い
に
加
え
、人
口
問
題
、食
糧

問
題
、格
差
、宗
教
や
文
化
の
対
立
、紛
争
と
い
っ
た

主
導
治
験
で
、

世
界
で
初
め
て

ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル

の
効
果
を
臨
床

的
に
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、本
年

4
月
に
三
菱
重

工
業
長
崎
造
船

所
に
停
泊
中
の

ク
ル
ー
ズ
船「
コ

ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
号
」で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
際
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
は
6
0
0

名
以
上
の
乗
組
員
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
わ
ず
か
4

日
間
で
行
う
と
と
も
に
、本
学
が
企
業
共
同
開
発
し

た
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、船
外
か
ら
乗
組
員

の
健
康
管
理
を
行
い
迅
速
な
収
束
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

　
戦
後
ま
も
な
い
1
9
4
9
年
に
は
、新
制
長
崎
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。以
降
、工
学
部
、歯
学
部
、環

境
科
学
部
、多
文
化
社
会
学
部
な
ど
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
革
新
的
学
部
を
新
設
し
な
が
ら

進
化
を
続
け
、本
年
4
月
に
は
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「Society5.0

」の
到
来
に
向
け
て
、情
報
技
術
革

新
に
適
応
し
、迅
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

附
属
病
院
勤
務
を
経
て
、医
学
部
助
手
、講
師
、教

授
、医
学
部
長
、理
事
・
病
院
長
、理
事
・
副
学
長
を

務
め
、2
0
1
7
年
10
月
に
長
崎
大
学
第
15
代
学

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
以
来
、本
学
と
長
崎
の
輝
か
し
い
将
来

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
原
点
は
1
8
5
7
年
、オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ

ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
幕
府
医
官

に
対
し
て
医
学
講
義
を
開
始
し
た
、わ
が
国
初
の
西

洋
式
医
学
校
で
あ
る
医
学
伝
習
所
で
す
。そ
こ
か

ら
、教
育
学
部
の
起
源
と
な
る
官
立
長
崎
師
範
学
校

を
は
じ
め
、薬
学
部
の
起
源
と
な
る
第
五
高
等
中
学

校
医
学
部
薬
学
科
、経
済
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎

高
等
商
業
学
校
、水
産
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎
県

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
水
産
科
が
そ
れ
ぞ
れ

戦
前
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
1
9
4
5
年
8
月
9
日
に
は
、長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
は
学
生
、教
職
員
ら
8
9
8
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
世
界
で
唯
一
被
爆
し
た

医
科
大
学
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
本
学
の
歴
史
が

始
ま
り
、現
在
で
は
、被
爆
医
療
分
野
で
世
界
有
数

の
研
究
成
果
と
人
材
育
成
の
実
績
を
生
む
に
至
っ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
を
有
し
た
人
材
育
成
の

た
め
に
、情
報
デ
ー
タ
科
学
部
を
10
番
目
の
学
部
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　
私
が
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
の
は
、新
制
長
崎
大
学

発
足
の
翌
年
、1
9
5
0
年
で
す
。長
崎
大
学
医
学

部
、同
大
学
院
医
学
研
究
科
に
学
び
、そ
の
後
、長
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
同
大
学
院
に
籍
を
置
き
、

7.FFG アントレプレナーシップセンター開設発表／8.FFG アントレプレナーシップセンターキックオフシンポジウム／9.「FFG アントレプレナーシップセンター」
前にて。左から河野学長、山下センター長･教授、森頭取／10.学内を散策／11.12.附属図書館「貴重資料展示室」を見学

　
大
学
が
担
っ
て
い
る
の
は「
教
育
」と「
研
究
」で

す
が
、そ
の
先
に
は「
未
来
の
創
造
」が
待
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
」に
お
い
て
は
、大
学
に
学
ぶ
学
生
は
、今

後
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
や
社
会
を
支
え
る
財

産
で
あ
り
、社
会
を
変
え
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大
学
は
、学
生
が
社
会
に
踏
み
出
す
一
歩
目

か
ら
全
力
で
走
り
出
せ
る
よ
う
に
育
成
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
大
学
教
育
に
お
い
て
私
が
力
点
を
置
く
の
は
、

学
生
自
ら
が
考
え
、自
身
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

柄
に
向
き
合
い
、基
礎
か
ら
積
み
上
げ
て
結
果
を
出
し

て
い
く
意
思
決
定
の
力
、言
い
換
え
れ
ば「
自
立
」で

あ
り
、特
定
の
分
野
に
固
執
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
分
野
を
統
合
で
き
る「
柔
軟
性
」の
創
出
、そ
し
て

他
者
と
の「
合
意
形
成
能
力
」の
育
成
な
ど
、未
確
定

の
未
来
に
対
応
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
、人
口
減
少
や
、

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
ひ
と
つ
が
、新
し
い
価
値

創
造
に
挑
戦
し
、課
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
も
っ

た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
育
成
で
す
。昨
年
10
月

に
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
様
の
寄
附
講

座
と
し
て
開
設
し
た「
F
F
G
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー（
N
F
E
C
）」は
、本
学
す
べて
の
学
部
生・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、先
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

教
育
を
提
供
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
講
師
陣
は
多
彩
で
あ
り
、学
内
ば
か
り
で
な
く
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
県
外
企
業・他
大
学

か
ら
も
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
技
術
・
知
財
シ
ー
ズ
の
事

業
化
を
促
進
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
目
指
す
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま

す
。必
ず
し
も「
起
業
家
に
な
れ
」と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。受
講
す
る
学
生
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
予
期
せ
ぬ
変
化
、不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

も
、失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
向
け

て
行
動
で
き
、長
崎
と
日
本
を
支
え
る
人
材
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
停
滞
、税
収
の
減
少
な
ど
は
、想
定
さ
れ
て
い

る
未
来
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
よ
う
に

不
確
定
の
因
子
は
常
に
起
こ
り
う
る
未
来
で
す
。た

と
え
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
未
来
は

必
ず
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
に
長
崎
大
学
の
教
育
が
育
成

し
た
、意
思
決
定
力
、自
立
心
、多
様
な
意
見
を
調

整
し
て
折
り
合
い
を
付
け
る
柔
軟
性
、そ
し
て
そ
の

判
断
を
き
ち
ん
と
説
明・説
得
で
き
る
合
意
形
成
能

力
が
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

国立大学法人 長崎大学Top Interview

構
成
員
と
す
る「
感
染
症
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

主
宰
し
、「
長
崎
大
学
感
染
症
共
同
研
究
拠
点
」を

設
置
。さ
ら
に
は
、有
効
な
治
療・予
防
法
が
定
ま
ら

な
い
、新
興
ウ
イ
ル
ス
制
御
に
向
け
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
感
染
症
研
究・人
材
育
成
の
国
際
拠
点
と
な
る

感
染
症
研
究
施
設
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）4
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
ば
く
医
療
科
学
分
野
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、本

学
が
積
み
重
ね
て
き
た
知
見
や
経
験
を
役
立
て
る
活

動
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、被
爆
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
の
使
命

か
ら
、2
0
1
2
年
に
世
界
で
唯
一
、「
核
兵
器
廃

絶
」に
特
化
し
た
研
究
機
関「
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
」（
R
E
C
N
A
＝
レ
ク
ナ
）を
設
立
。核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、政
策
提
言
、平
和

軍
縮
に
関
す
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、長
崎
県
産
業
労
働
部
、公
益
財
団

法
人
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
通
じ
、

「
A
I・I
o
T・ロ
ボ
ッ
ト
」「
航
空
機
産
業
」「
医
工

連
携
」を
始
め
と
す
る
多
分
野
の
強
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、長
崎
県
、長
崎
総
合
科
学
大
学
、

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会
と

の
連
携
で
は
、海
洋
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
目

的
に
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て
、「
教
育
」と
と
も
に
重
要
な
も
う

一
つ
の
使
命
が「
研
究
」で
す
。科
学
研
究
は
、ヒ
ト
に

幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
経
験
を
も
つ
本
学
は
、こ
れ
を
最
も
理
解
し
て

い
る
大
学
で
す
。世
界
が
不
安
定
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、本
学
は
、人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
研
究
を
追

求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、長
年
に
わ
た
る
現
場
主
義
の
実
学
教

育
・
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
て
、い
く
つ
か
の
分
野
に
お

い
て
、日
本
を
リ
ー
ド
し
、世
界
に
貢
献
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、熱
帯
医
学・感
染
症
分
野
で
は
、人
類

が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
健
康
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」の
研
究
拠
点
と

し
て
、国
内
9
大
学（
北
海
道
大
学
、東
北
大
学
、東

京
大
学
、東
京
医
科
歯
科
大
学
、大
阪
大
学
、神
戸

大
学
、九
州
大
学
、長
崎
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
）を

　
わ
が
国
を
含
む
全
世
界
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
も
、本
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
感
染
症
研
究
の
実
績
を
も
と
に
、全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。検
査
時
間
短

縮
や
検
査
機
器
の
小
型
化
を
実
現
す
る

L
A
M
P
法
に
よ
る
検
査
方
法
の
共
同
開

発
や
、検
体
採
取
と
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

P
C
R
検
査
の
拡
充
も
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
の
緊
急
研
究
事
業
に
参
画
し
、ア

ジ
ア
各
地
に
拠
点
を
置
く
東
京
大
学
、国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
6
大
学
・
研
究
機
関

と
、情
報
収
集
や
解
析
、抗
体
検
出
技
術
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、本
年
7
月
、本
学
を
主
幹
施

設
と
し
て
、抗
H
I
V
薬「
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ

ル
」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
す
る
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
を
探
索
す
る

た
め
の
治
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
験
は
医
師

社
会
に
貢
献
す
る
、

志
の
高
い
学
生
を
育
む

1.故 下村脩名誉博士／2.3.4.「下村
脩名誉博士顕彰記念館」見学風景／
5.対談風景／6.構内の池を掃除して
いる学生達と語らう河野学長（取材中
の一コマ）
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多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

多
様
化
し
、相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、既
存
の
一
つ
の
知
の
専
門

領
域
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
導
く
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。大
学
は
今
、課

題
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、知
の
枠
組
み
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。複
数
の
専
門
領
域
の
融
合
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
皆
さ
ま
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、複
眼

的
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は
、地
球
規
模

の
課
題
へ
の
解
決
を
見
出
し
、地
球
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、有
機
的
な
知
の
連
鎖
を
誘
発
、活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。既
存
の
知
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、時
代
の
変
化
に
し
っ
か
り
並
走
す
る
た
め
の

長
崎
大
学
の
新
た
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
は
、こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現

を
基
軸
に
、学
生
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
変
革
へ

の
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
皆
さ
ま
、学
生
、教
職
員
の

学
び
の
場
の
創
造
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
通

し
て
長
崎
の
更
な
る
発
展
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
学
は
今
、新
た
な
挑
戦
と
し
て
、人
類
の
健
康
を

地
球
規
模
で
考
え
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」か
ら
地

球
の
健
康
を
考
え
る「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実

現
へ
と
そ
の
活
動
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
今
、気
候
変
動
、環
境
汚
染
、未
知
の
感

染
症
や
疾
患
と
の
闘
い
に
加
え
、人
口
問
題
、食
糧

問
題
、格
差
、宗
教
や
文
化
の
対
立
、紛
争
と
い
っ
た

主
導
治
験
で
、

世
界
で
初
め
て

ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル

の
効
果
を
臨
床

的
に
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、本
年

4
月
に
三
菱
重

工
業
長
崎
造
船

所
に
停
泊
中
の

ク
ル
ー
ズ
船「
コ

ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
号
」で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
際
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
は
6
0
0

名
以
上
の
乗
組
員
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
わ
ず
か
4

日
間
で
行
う
と
と
も
に
、本
学
が
企
業
共
同
開
発
し

た
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、船
外
か
ら
乗
組
員

の
健
康
管
理
を
行
い
迅
速
な
収
束
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

　
戦
後
ま
も
な
い
1
9
4
9
年
に
は
、新
制
長
崎
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。以
降
、工
学
部
、歯
学
部
、環

境
科
学
部
、多
文
化
社
会
学
部
な
ど
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
革
新
的
学
部
を
新
設
し
な
が
ら

進
化
を
続
け
、本
年
4
月
に
は
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「Society5.0

」の
到
来
に
向
け
て
、情
報
技
術
革

新
に
適
応
し
、迅
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

附
属
病
院
勤
務
を
経
て
、医
学
部
助
手
、講
師
、教

授
、医
学
部
長
、理
事
・
病
院
長
、理
事
・
副
学
長
を

務
め
、2
0
1
7
年
10
月
に
長
崎
大
学
第
15
代
学

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
以
来
、本
学
と
長
崎
の
輝
か
し
い
将
来

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
原
点
は
1
8
5
7
年
、オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ

ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
幕
府
医
官

に
対
し
て
医
学
講
義
を
開
始
し
た
、わ
が
国
初
の
西

洋
式
医
学
校
で
あ
る
医
学
伝
習
所
で
す
。そ
こ
か

ら
、教
育
学
部
の
起
源
と
な
る
官
立
長
崎
師
範
学
校

を
は
じ
め
、薬
学
部
の
起
源
と
な
る
第
五
高
等
中
学

校
医
学
部
薬
学
科
、経
済
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎

高
等
商
業
学
校
、水
産
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎
県

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
水
産
科
が
そ
れ
ぞ
れ

戦
前
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
1
9
4
5
年
8
月
9
日
に
は
、長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
は
学
生
、教
職
員
ら
8
9
8
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
世
界
で
唯
一
被
爆
し
た

医
科
大
学
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
本
学
の
歴
史
が

始
ま
り
、現
在
で
は
、被
爆
医
療
分
野
で
世
界
有
数

の
研
究
成
果
と
人
材
育
成
の
実
績
を
生
む
に
至
っ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
を
有
し
た
人
材
育
成
の

た
め
に
、情
報
デ
ー
タ
科
学
部
を
10
番
目
の
学
部
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　
私
が
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
の
は
、新
制
長
崎
大
学

発
足
の
翌
年
、1
9
5
0
年
で
す
。長
崎
大
学
医
学

部
、同
大
学
院
医
学
研
究
科
に
学
び
、そ
の
後
、長
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
同
大
学
院
に
籍
を
置
き
、

7.FFG アントレプレナーシップセンター開設発表／8.FFG アントレプレナーシップセンターキックオフシンポジウム／9.「FFG アントレプレナーシップセンター」
前にて。左から河野学長、山下センター長･教授、森頭取／10.学内を散策／11.12.附属図書館「貴重資料展示室」を見学

　
大
学
が
担
っ
て
い
る
の
は「
教
育
」と「
研
究
」で

す
が
、そ
の
先
に
は「
未
来
の
創
造
」が
待
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
」に
お
い
て
は
、大
学
に
学
ぶ
学
生
は
、今

後
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
や
社
会
を
支
え
る
財

産
で
あ
り
、社
会
を
変
え
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大
学
は
、学
生
が
社
会
に
踏
み
出
す
一
歩
目

か
ら
全
力
で
走
り
出
せ
る
よ
う
に
育
成
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
大
学
教
育
に
お
い
て
私
が
力
点
を
置
く
の
は
、

学
生
自
ら
が
考
え
、自
身
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

柄
に
向
き
合
い
、基
礎
か
ら
積
み
上
げ
て
結
果
を
出
し

て
い
く
意
思
決
定
の
力
、言
い
換
え
れ
ば「
自
立
」で

あ
り
、特
定
の
分
野
に
固
執
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
分
野
を
統
合
で
き
る「
柔
軟
性
」の
創
出
、そ
し
て

他
者
と
の「
合
意
形
成
能
力
」の
育
成
な
ど
、未
確
定

の
未
来
に
対
応
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
、人
口
減
少
や
、

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
ひ
と
つ
が
、新
し
い
価
値

創
造
に
挑
戦
し
、課
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
も
っ

た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
育
成
で
す
。昨
年
10
月

に
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
様
の
寄
附
講

座
と
し
て
開
設
し
た「
F
F
G
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー（
N
F
E
C
）」は
、本
学
す
べて
の
学
部
生・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、先
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

教
育
を
提
供
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
講
師
陣
は
多
彩
で
あ
り
、学
内
ば
か
り
で
な
く
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
県
外
企
業・他
大
学

か
ら
も
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
技
術
・
知
財
シ
ー
ズ
の
事

業
化
を
促
進
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
目
指
す
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま

す
。必
ず
し
も「
起
業
家
に
な
れ
」と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。受
講
す
る
学
生
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
予
期
せ
ぬ
変
化
、不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

も
、失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
向
け

て
行
動
で
き
、長
崎
と
日
本
を
支
え
る
人
材
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
停
滞
、税
収
の
減
少
な
ど
は
、想
定
さ
れ
て
い

る
未
来
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
よ
う
に

不
確
定
の
因
子
は
常
に
起
こ
り
う
る
未
来
で
す
。た

と
え
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
未
来
は

必
ず
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
に
長
崎
大
学
の
教
育
が
育
成

し
た
、意
思
決
定
力
、自
立
心
、多
様
な
意
見
を
調

整
し
て
折
り
合
い
を
付
け
る
柔
軟
性
、そ
し
て
そ
の

判
断
を
き
ち
ん
と
説
明・説
得
で
き
る
合
意
形
成
能

力
が
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

国立大学法人 長崎大学Top Interview

構
成
員
と
す
る「
感
染
症
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

主
宰
し
、「
長
崎
大
学
感
染
症
共
同
研
究
拠
点
」を

設
置
。さ
ら
に
は
、有
効
な
治
療・予
防
法
が
定
ま
ら

な
い
、新
興
ウ
イ
ル
ス
制
御
に
向
け
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
感
染
症
研
究・人
材
育
成
の
国
際
拠
点
と
な
る

感
染
症
研
究
施
設
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）4
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
ば
く
医
療
科
学
分
野
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、本

学
が
積
み
重
ね
て
き
た
知
見
や
経
験
を
役
立
て
る
活

動
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、被
爆
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
の
使
命

か
ら
、2
0
1
2
年
に
世
界
で
唯
一
、「
核
兵
器
廃

絶
」に
特
化
し
た
研
究
機
関「
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
」（
R
E
C
N
A
＝
レ
ク
ナ
）を
設
立
。核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、政
策
提
言
、平
和

軍
縮
に
関
す
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、長
崎
県
産
業
労
働
部
、公
益
財
団

法
人
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
通
じ
、

「
A
I・I
o
T・ロ
ボ
ッ
ト
」「
航
空
機
産
業
」「
医
工

連
携
」を
始
め
と
す
る
多
分
野
の
強
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、長
崎
県
、長
崎
総
合
科
学
大
学
、

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会
と

の
連
携
で
は
、海
洋
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
目

的
に
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て
、「
教
育
」と
と
も
に
重
要
な
も
う

一
つ
の
使
命
が「
研
究
」で
す
。科
学
研
究
は
、ヒ
ト
に

幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
経
験
を
も
つ
本
学
は
、こ
れ
を
最
も
理
解
し
て

い
る
大
学
で
す
。世
界
が
不
安
定
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、本
学
は
、人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
研
究
を
追

求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、長
年
に
わ
た
る
現
場
主
義
の
実
学
教

育
・
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
て
、い
く
つ
か
の
分
野
に
お

い
て
、日
本
を
リ
ー
ド
し
、世
界
に
貢
献
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、熱
帯
医
学・感
染
症
分
野
で
は
、人
類

が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
健
康
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」の
研
究
拠
点
と

し
て
、国
内
9
大
学（
北
海
道
大
学
、東
北
大
学
、東

京
大
学
、東
京
医
科
歯
科
大
学
、大
阪
大
学
、神
戸

大
学
、九
州
大
学
、長
崎
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
）を

　
わ
が
国
を
含
む
全
世
界
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
も
、本
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
感
染
症
研
究
の
実
績
を
も
と
に
、全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。検
査
時
間
短

縮
や
検
査
機
器
の
小
型
化
を
実
現
す
る

L
A
M
P
法
に
よ
る
検
査
方
法
の
共
同
開

発
や
、検
体
採
取
と
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

P
C
R
検
査
の
拡
充
も
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
の
緊
急
研
究
事
業
に
参
画
し
、ア

ジ
ア
各
地
に
拠
点
を
置
く
東
京
大
学
、国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
6
大
学
・
研
究
機
関

と
、情
報
収
集
や
解
析
、抗
体
検
出
技
術
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、本
年
7
月
、本
学
を
主
幹
施

設
と
し
て
、抗
H
I
V
薬「
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ

ル
」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
す
る
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
を
探
索
す
る

た
め
の
治
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
験
は
医
師

社
会
に
貢
献
す
る
、

志
の
高
い
学
生
を
育
む

1.故 下村脩名誉博士／2.3.4.「下村
脩名誉博士顕彰記念館」見学風景／
5.対談風景／6.構内の池を掃除して
いる学生達と語らう河野学長（取材中
の一コマ）
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多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

多
様
化
し
、相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、既
存
の
一
つ
の
知
の
専
門

領
域
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
導
く
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。大
学
は
今
、課

題
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、知
の
枠
組
み
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。複
数
の
専
門
領
域
の
融
合
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
皆
さ
ま
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、複
眼

的
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は
、地
球
規
模

の
課
題
へ
の
解
決
を
見
出
し
、地
球
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、有
機
的
な
知
の
連
鎖
を
誘
発
、活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。既
存
の
知
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、時
代
の
変
化
に
し
っ
か
り
並
走
す
る
た
め
の

長
崎
大
学
の
新
た
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
は
、こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現

を
基
軸
に
、学
生
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
変
革
へ

の
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
皆
さ
ま
、学
生
、教
職
員
の

学
び
の
場
の
創
造
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
通

し
て
長
崎
の
更
な
る
発
展
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
学
は
今
、新
た
な
挑
戦
と
し
て
、人
類
の
健
康
を

地
球
規
模
で
考
え
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」か
ら
地

球
の
健
康
を
考
え
る「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実

現
へ
と
そ
の
活
動
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
今
、気
候
変
動
、環
境
汚
染
、未
知
の
感

染
症
や
疾
患
と
の
闘
い
に
加
え
、人
口
問
題
、食
糧

問
題
、格
差
、宗
教
や
文
化
の
対
立
、紛
争
と
い
っ
た

主
導
治
験
で
、

世
界
で
初
め
て

ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル

の
効
果
を
臨
床

的
に
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、本
年

4
月
に
三
菱
重

工
業
長
崎
造
船

所
に
停
泊
中
の

ク
ル
ー
ズ
船「
コ

ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
号
」で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
際
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
は
6
0
0

名
以
上
の
乗
組
員
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
わ
ず
か
4

日
間
で
行
う
と
と
も
に
、本
学
が
企
業
共
同
開
発
し

た
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、船
外
か
ら
乗
組
員

の
健
康
管
理
を
行
い
迅
速
な
収
束
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

　
戦
後
ま
も
な
い
1
9
4
9
年
に
は
、新
制
長
崎
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。以
降
、工
学
部
、歯
学
部
、環

境
科
学
部
、多
文
化
社
会
学
部
な
ど
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
革
新
的
学
部
を
新
設
し
な
が
ら

進
化
を
続
け
、本
年
4
月
に
は
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「Society5.0

」の
到
来
に
向
け
て
、情
報
技
術
革

新
に
適
応
し
、迅
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

附
属
病
院
勤
務
を
経
て
、医
学
部
助
手
、講
師
、教

授
、医
学
部
長
、理
事
・
病
院
長
、理
事
・
副
学
長
を

務
め
、2
0
1
7
年
10
月
に
長
崎
大
学
第
15
代
学

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
以
来
、本
学
と
長
崎
の
輝
か
し
い
将
来

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
原
点
は
1
8
5
7
年
、オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ

ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
幕
府
医
官

に
対
し
て
医
学
講
義
を
開
始
し
た
、わ
が
国
初
の
西

洋
式
医
学
校
で
あ
る
医
学
伝
習
所
で
す
。そ
こ
か

ら
、教
育
学
部
の
起
源
と
な
る
官
立
長
崎
師
範
学
校

を
は
じ
め
、薬
学
部
の
起
源
と
な
る
第
五
高
等
中
学

校
医
学
部
薬
学
科
、経
済
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎

高
等
商
業
学
校
、水
産
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎
県

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
水
産
科
が
そ
れ
ぞ
れ

戦
前
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
1
9
4
5
年
8
月
9
日
に
は
、長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
は
学
生
、教
職
員
ら
8
9
8
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
世
界
で
唯
一
被
爆
し
た

医
科
大
学
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
本
学
の
歴
史
が

始
ま
り
、現
在
で
は
、被
爆
医
療
分
野
で
世
界
有
数

の
研
究
成
果
と
人
材
育
成
の
実
績
を
生
む
に
至
っ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
を
有
し
た
人
材
育
成
の

た
め
に
、情
報
デ
ー
タ
科
学
部
を
10
番
目
の
学
部
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　
私
が
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
の
は
、新
制
長
崎
大
学

発
足
の
翌
年
、1
9
5
0
年
で
す
。長
崎
大
学
医
学

部
、同
大
学
院
医
学
研
究
科
に
学
び
、そ
の
後
、長
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
同
大
学
院
に
籍
を
置
き
、

　
大
学
が
担
っ
て
い
る
の
は「
教
育
」と「
研
究
」で

す
が
、そ
の
先
に
は「
未
来
の
創
造
」が
待
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
」に
お
い
て
は
、大
学
に
学
ぶ
学
生
は
、今

後
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
や
社
会
を
支
え
る
財

産
で
あ
り
、社
会
を
変
え
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大
学
は
、学
生
が
社
会
に
踏
み
出
す
一
歩
目

か
ら
全
力
で
走
り
出
せ
る
よ
う
に
育
成
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
大
学
教
育
に
お
い
て
私
が
力
点
を
置
く
の
は
、

学
生
自
ら
が
考
え
、自
身
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

柄
に
向
き
合
い
、基
礎
か
ら
積
み
上
げ
て
結
果
を
出
し

て
い
く
意
思
決
定
の
力
、言
い
換
え
れ
ば「
自
立
」で

あ
り
、特
定
の
分
野
に
固
執
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
分
野
を
統
合
で
き
る「
柔
軟
性
」の
創
出
、そ
し
て

他
者
と
の「
合
意
形
成
能
力
」の
育
成
な
ど
、未
確
定

の
未
来
に
対
応
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
、人
口
減
少
や
、

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
ひ
と
つ
が
、新
し
い
価
値

創
造
に
挑
戦
し
、課
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
も
っ

た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
育
成
で
す
。昨
年
10
月

に
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
様
の
寄
附
講

座
と
し
て
開
設
し
た「
F
F
G
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー（
N
F
E
C
）」は
、本
学
す
べて
の
学
部
生・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、先
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

教
育
を
提
供
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
講
師
陣
は
多
彩
で
あ
り
、学
内
ば
か
り
で
な
く
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
県
外
企
業・他
大
学

か
ら
も
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
技
術
・
知
財
シ
ー
ズ
の
事

業
化
を
促
進
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
目
指
す
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま

す
。必
ず
し
も「
起
業
家
に
な
れ
」と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。受
講
す
る
学
生
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
予
期
せ
ぬ
変
化
、不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

も
、失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
向
け

て
行
動
で
き
、長
崎
と
日
本
を
支
え
る
人
材
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
停
滞
、税
収
の
減
少
な
ど
は
、想
定
さ
れ
て
い

る
未
来
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
よ
う
に

不
確
定
の
因
子
は
常
に
起
こ
り
う
る
未
来
で
す
。た

と
え
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
未
来
は

必
ず
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
に
長
崎
大
学
の
教
育
が
育
成

し
た
、意
思
決
定
力
、自
立
心
、多
様
な
意
見
を
調

整
し
て
折
り
合
い
を
付
け
る
柔
軟
性
、そ
し
て
そ
の

判
断
を
き
ち
ん
と
説
明・説
得
で
き
る
合
意
形
成
能

力
が
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

1.ロンドン大学衛生・熱帯医学大
学院との調印式／2.長崎大学
卓越大学院プログラムキックオ
フ シンポジウム／3.ロンドン大学
衛生・熱帯医学大学院 研究の
様子／4.ウィーンで開催された
核軍縮・不拡散問題の国際会
議に参加（ナガサキ・ユース代表
団第5期生）／5.2020年度版
『世界の核弾頭データ』ポスター

構
成
員
と
す
る「
感
染
症
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

主
宰
し
、「
長
崎
大
学
感
染
症
共
同
研
究
拠
点
」を

設
置
。さ
ら
に
は
、有
効
な
治
療・予
防
法
が
定
ま
ら

な
い
、新
興
ウ
イ
ル
ス
制
御
に
向
け
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
感
染
症
研
究・人
材
育
成
の
国
際
拠
点
と
な
る

感
染
症
研
究
施
設
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）4
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
ば
く
医
療
科
学
分
野
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、本

学
が
積
み
重
ね
て
き
た
知
見
や
経
験
を
役
立
て
る
活

動
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、被
爆
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
の
使
命

か
ら
、2
0
1
2
年
に
世
界
で
唯
一
、「
核
兵
器
廃

絶
」に
特
化
し
た
研
究
機
関「
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
」（
R
E
C
N
A
＝
レ
ク
ナ
）を
設
立
。核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、政
策
提
言
、平
和

軍
縮
に
関
す
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、長
崎
県
産
業
労
働
部
、公
益
財
団

法
人
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
通
じ
、

「
A
I・I
o
T・ロ
ボ
ッ
ト
」「
航
空
機
産
業
」「
医
工

連
携
」を
始
め
と
す
る
多
分
野
の
強
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、長
崎
県
、長
崎
総
合
科
学
大
学
、

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会
と

の
連
携
で
は
、海
洋
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
目

的
に
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て
、「
教
育
」と
と
も
に
重
要
な
も
う

一
つ
の
使
命
が「
研
究
」で
す
。科
学
研
究
は
、ヒ
ト
に

幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
経
験
を
も
つ
本
学
は
、こ
れ
を
最
も
理
解
し
て

い
る
大
学
で
す
。世
界
が
不
安
定
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、本
学
は
、人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
研
究
を
追

求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、長
年
に
わ
た
る
現
場
主
義
の
実
学
教

育
・
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
て
、い
く
つ
か
の
分
野
に
お

い
て
、日
本
を
リ
ー
ド
し
、世
界
に
貢
献
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、熱
帯
医
学・感
染
症
分
野
で
は
、人
類

が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
健
康
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」の
研
究
拠
点
と

し
て
、国
内
9
大
学（
北
海
道
大
学
、東
北
大
学
、東

京
大
学
、東
京
医
科
歯
科
大
学
、大
阪
大
学
、神
戸

大
学
、九
州
大
学
、長
崎
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
）を

国立大学法人 長崎大学Top Interview
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わ
が
国
を
含
む
全
世
界
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
も
、本
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
感
染
症
研
究
の
実
績
を
も
と
に
、全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。検
査
時
間
短

縮
や
検
査
機
器
の
小
型
化
を
実
現
す
る

L
A
M
P
法
に
よ
る
検
査
方
法
の
共
同
開

発
や
、検
体
採
取
と
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

P
C
R
検
査
の
拡
充
も
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
の
緊
急
研
究
事
業
に
参
画
し
、ア

ジ
ア
各
地
に
拠
点
を
置
く
東
京
大
学
、国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
6
大
学
・
研
究
機
関

と
、情
報
収
集
や
解
析
、抗
体
検
出
技
術
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、本
年
7
月
、本
学
を
主
幹
施

設
と
し
て
、抗
H
I
V
薬「
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ

ル
」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
す
る
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
を
探
索
す
る

た
め
の
治
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
験
は
医
師

研
究
を
通
し
て
ヒ
ト
の
幸
福
と
平
和
を
希
求
し
、

『
長
崎
の
未
来
を
創
る
大
学
』を
目
指
す

5
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多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

多
様
化
し
、相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、既
存
の
一
つ
の
知
の
専
門

領
域
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
導
く
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。大
学
は
今
、課

題
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、知
の
枠
組
み
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。複
数
の
専
門
領
域
の
融
合
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
皆
さ
ま
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、複
眼

的
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は
、地
球
規
模

の
課
題
へ
の
解
決
を
見
出
し
、地
球
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、有
機
的
な
知
の
連
鎖
を
誘
発
、活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。既
存
の
知
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、時
代
の
変
化
に
し
っ
か
り
並
走
す
る
た
め
の

長
崎
大
学
の
新
た
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
は
、こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現

を
基
軸
に
、学
生
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
変
革
へ

の
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
皆
さ
ま
、学
生
、教
職
員
の

学
び
の
場
の
創
造
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
通

し
て
長
崎
の
更
な
る
発
展
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
学
は
今
、新
た
な
挑
戦
と
し
て
、人
類
の
健
康
を

地
球
規
模
で
考
え
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」か
ら
地

球
の
健
康
を
考
え
る「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実

現
へ
と
そ
の
活
動
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
今
、気
候
変
動
、環
境
汚
染
、未
知
の
感

染
症
や
疾
患
と
の
闘
い
に
加
え
、人
口
問
題
、食
糧

問
題
、格
差
、宗
教
や
文
化
の
対
立
、紛
争
と
い
っ
た

主
導
治
験
で
、

世
界
で
初
め
て

ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル

の
効
果
を
臨
床

的
に
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、本
年

4
月
に
三
菱
重

工
業
長
崎
造
船

所
に
停
泊
中
の

ク
ル
ー
ズ
船「
コ

ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
号
」で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
際
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
は
6
0
0

名
以
上
の
乗
組
員
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
わ
ず
か
4

日
間
で
行
う
と
と
も
に
、本
学
が
企
業
共
同
開
発
し

た
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、船
外
か
ら
乗
組
員

の
健
康
管
理
を
行
い
迅
速
な
収
束
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

　
戦
後
ま
も
な
い
1
9
4
9
年
に
は
、新
制
長
崎
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。以
降
、工
学
部
、歯
学
部
、環

境
科
学
部
、多
文
化
社
会
学
部
な
ど
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
革
新
的
学
部
を
新
設
し
な
が
ら

進
化
を
続
け
、本
年
4
月
に
は
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「Society5.0

」の
到
来
に
向
け
て
、情
報
技
術
革

新
に
適
応
し
、迅
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

附
属
病
院
勤
務
を
経
て
、医
学
部
助
手
、講
師
、教

授
、医
学
部
長
、理
事
・
病
院
長
、理
事
・
副
学
長
を

務
め
、2
0
1
7
年
10
月
に
長
崎
大
学
第
15
代
学

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
以
来
、本
学
と
長
崎
の
輝
か
し
い
将
来

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
原
点
は
1
8
5
7
年
、オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ

ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
幕
府
医
官

に
対
し
て
医
学
講
義
を
開
始
し
た
、わ
が
国
初
の
西

洋
式
医
学
校
で
あ
る
医
学
伝
習
所
で
す
。そ
こ
か

ら
、教
育
学
部
の
起
源
と
な
る
官
立
長
崎
師
範
学
校

を
は
じ
め
、薬
学
部
の
起
源
と
な
る
第
五
高
等
中
学

校
医
学
部
薬
学
科
、経
済
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎

高
等
商
業
学
校
、水
産
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎
県

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
水
産
科
が
そ
れ
ぞ
れ

戦
前
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
1
9
4
5
年
8
月
9
日
に
は
、長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
は
学
生
、教
職
員
ら
8
9
8
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
世
界
で
唯
一
被
爆
し
た

医
科
大
学
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
本
学
の
歴
史
が

始
ま
り
、現
在
で
は
、被
爆
医
療
分
野
で
世
界
有
数

の
研
究
成
果
と
人
材
育
成
の
実
績
を
生
む
に
至
っ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
を
有
し
た
人
材
育
成
の

た
め
に
、情
報
デ
ー
タ
科
学
部
を
10
番
目
の
学
部
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　
私
が
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
の
は
、新
制
長
崎
大
学

発
足
の
翌
年
、1
9
5
0
年
で
す
。長
崎
大
学
医
学

部
、同
大
学
院
医
学
研
究
科
に
学
び
、そ
の
後
、長
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
同
大
学
院
に
籍
を
置
き
、

　
大
学
が
担
っ
て
い
る
の
は「
教
育
」と「
研
究
」で

す
が
、そ
の
先
に
は「
未
来
の
創
造
」が
待
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
」に
お
い
て
は
、大
学
に
学
ぶ
学
生
は
、今

後
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
や
社
会
を
支
え
る
財

産
で
あ
り
、社
会
を
変
え
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大
学
は
、学
生
が
社
会
に
踏
み
出
す
一
歩
目

か
ら
全
力
で
走
り
出
せ
る
よ
う
に
育
成
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
大
学
教
育
に
お
い
て
私
が
力
点
を
置
く
の
は
、

学
生
自
ら
が
考
え
、自
身
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

柄
に
向
き
合
い
、基
礎
か
ら
積
み
上
げ
て
結
果
を
出
し

て
い
く
意
思
決
定
の
力
、言
い
換
え
れ
ば「
自
立
」で

あ
り
、特
定
の
分
野
に
固
執
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
分
野
を
統
合
で
き
る「
柔
軟
性
」の
創
出
、そ
し
て

他
者
と
の「
合
意
形
成
能
力
」の
育
成
な
ど
、未
確
定

の
未
来
に
対
応
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
、人
口
減
少
や
、

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
ひ
と
つ
が
、新
し
い
価
値

創
造
に
挑
戦
し
、課
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
も
っ

た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
育
成
で
す
。昨
年
10
月

に
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
様
の
寄
附
講

座
と
し
て
開
設
し
た「
F
F
G
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー（
N
F
E
C
）」は
、本
学
す
べて
の
学
部
生・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、先
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

教
育
を
提
供
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
講
師
陣
は
多
彩
で
あ
り
、学
内
ば
か
り
で
な
く
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
県
外
企
業・他
大
学

か
ら
も
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
技
術
・
知
財
シ
ー
ズ
の
事

業
化
を
促
進
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
目
指
す
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま

す
。必
ず
し
も「
起
業
家
に
な
れ
」と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。受
講
す
る
学
生
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
予
期
せ
ぬ
変
化
、不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

も
、失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
向
け

て
行
動
で
き
、長
崎
と
日
本
を
支
え
る
人
材
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
停
滞
、税
収
の
減
少
な
ど
は
、想
定
さ
れ
て
い

る
未
来
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
よ
う
に

不
確
定
の
因
子
は
常
に
起
こ
り
う
る
未
来
で
す
。た

と
え
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
未
来
は

必
ず
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
に
長
崎
大
学
の
教
育
が
育
成

し
た
、意
思
決
定
力
、自
立
心
、多
様
な
意
見
を
調

整
し
て
折
り
合
い
を
付
け
る
柔
軟
性
、そ
し
て
そ
の

判
断
を
き
ち
ん
と
説
明・説
得
で
き
る
合
意
形
成
能

力
が
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

1.ロンドン大学衛生・熱帯医学大
学院との調印式／2.長崎大学
卓越大学院プログラムキックオ
フ シンポジウム／3.ロンドン大学
衛生・熱帯医学大学院 研究の
様子／4.ウィーンで開催された
核軍縮・不拡散問題の国際会
議に参加（ナガサキ・ユース代表
団第5期生）／5.2020年度版
『世界の核弾頭データ』ポスター

構
成
員
と
す
る「
感
染
症
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

主
宰
し
、「
長
崎
大
学
感
染
症
共
同
研
究
拠
点
」を

設
置
。さ
ら
に
は
、有
効
な
治
療・予
防
法
が
定
ま
ら

な
い
、新
興
ウ
イ
ル
ス
制
御
に
向
け
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
感
染
症
研
究・人
材
育
成
の
国
際
拠
点
と
な
る

感
染
症
研
究
施
設
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）4
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
ば
く
医
療
科
学
分
野
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、本

学
が
積
み
重
ね
て
き
た
知
見
や
経
験
を
役
立
て
る
活

動
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、被
爆
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
の
使
命

か
ら
、2
0
1
2
年
に
世
界
で
唯
一
、「
核
兵
器
廃

絶
」に
特
化
し
た
研
究
機
関「
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
」（
R
E
C
N
A
＝
レ
ク
ナ
）を
設
立
。核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、政
策
提
言
、平
和

軍
縮
に
関
す
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、長
崎
県
産
業
労
働
部
、公
益
財
団

法
人
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
通
じ
、

「
A
I・I
o
T・ロ
ボ
ッ
ト
」「
航
空
機
産
業
」「
医
工

連
携
」を
始
め
と
す
る
多
分
野
の
強
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、長
崎
県
、長
崎
総
合
科
学
大
学
、

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会
と

の
連
携
で
は
、海
洋
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
目

的
に
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て
、「
教
育
」と
と
も
に
重
要
な
も
う

一
つ
の
使
命
が「
研
究
」で
す
。科
学
研
究
は
、ヒ
ト
に

幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
経
験
を
も
つ
本
学
は
、こ
れ
を
最
も
理
解
し
て

い
る
大
学
で
す
。世
界
が
不
安
定
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、本
学
は
、人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
研
究
を
追

求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、長
年
に
わ
た
る
現
場
主
義
の
実
学
教

育
・
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
て
、い
く
つ
か
の
分
野
に
お

い
て
、日
本
を
リ
ー
ド
し
、世
界
に
貢
献
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、熱
帯
医
学・感
染
症
分
野
で
は
、人
類

が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
健
康
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」の
研
究
拠
点
と

し
て
、国
内
9
大
学（
北
海
道
大
学
、東
北
大
学
、東

京
大
学
、東
京
医
科
歯
科
大
学
、大
阪
大
学
、神
戸

大
学
、九
州
大
学
、長
崎
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
）を

国立大学法人 長崎大学Top Interview

12

3

4

2019年福島復興子ども教室河野学長

　
わ
が
国
を
含
む
全
世
界
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
も
、本
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
感
染
症
研
究
の
実
績
を
も
と
に
、全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。検
査
時
間
短

縮
や
検
査
機
器
の
小
型
化
を
実
現
す
る

L
A
M
P
法
に
よ
る
検
査
方
法
の
共
同
開

発
や
、検
体
採
取
と
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

P
C
R
検
査
の
拡
充
も
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
の
緊
急
研
究
事
業
に
参
画
し
、ア

ジ
ア
各
地
に
拠
点
を
置
く
東
京
大
学
、国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
6
大
学
・
研
究
機
関

と
、情
報
収
集
や
解
析
、抗
体
検
出
技
術
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、本
年
7
月
、本
学
を
主
幹
施

設
と
し
て
、抗
H
I
V
薬「
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ

ル
」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
す
る
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
を
探
索
す
る

た
め
の
治
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
験
は
医
師

研
究
を
通
し
て
ヒ
ト
の
幸
福
と
平
和
を
希
求
し
、

『
長
崎
の
未
来
を
創
る
大
学
』を
目
指
す

5

感染症研究施設「バイオセーフティレベル（BSL）4」 外観デザインイメージ
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多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

多
様
化
し
、相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、既
存
の
一
つ
の
知
の
専
門

領
域
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
導
く
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。大
学
は
今
、課

題
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、知
の
枠
組
み
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。複
数
の
専
門
領
域
の
融
合
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
皆
さ
ま
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、複
眼

的
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は
、地
球
規
模

の
課
題
へ
の
解
決
を
見
出
し
、地
球
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、有
機
的
な
知
の
連
鎖
を
誘
発
、活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。既
存
の
知
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、時
代
の
変
化
に
し
っ
か
り
並
走
す
る
た
め
の

長
崎
大
学
の
新
た
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
は
、こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現

を
基
軸
に
、学
生
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
変
革
へ

の
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
皆
さ
ま
、学
生
、教
職
員
の

学
び
の
場
の
創
造
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
通

し
て
長
崎
の
更
な
る
発
展
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
学
は
今
、新
た
な
挑
戦
と
し
て
、人
類
の
健
康
を

地
球
規
模
で
考
え
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」か
ら
地

球
の
健
康
を
考
え
る「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実

現
へ
と
そ
の
活
動
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
今
、気
候
変
動
、環
境
汚
染
、未
知
の
感

染
症
や
疾
患
と
の
闘
い
に
加
え
、人
口
問
題
、食
糧

問
題
、格
差
、宗
教
や
文
化
の
対
立
、紛
争
と
い
っ
た

主
導
治
験
で
、

世
界
で
初
め
て

ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル

の
効
果
を
臨
床

的
に
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、本
年

4
月
に
三
菱
重

工
業
長
崎
造
船

所
に
停
泊
中
の

ク
ル
ー
ズ
船「
コ

ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
号
」で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
際
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
は
6
0
0

名
以
上
の
乗
組
員
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
わ
ず
か
4

日
間
で
行
う
と
と
も
に
、本
学
が
企
業
共
同
開
発
し

た
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、船
外
か
ら
乗
組
員

の
健
康
管
理
を
行
い
迅
速
な
収
束
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

インタビューを終えて

　
戦
後
ま
も
な
い
1
9
4
9
年
に
は
、新
制
長
崎
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。以
降
、工
学
部
、歯
学
部
、環

境
科
学
部
、多
文
化
社
会
学
部
な
ど
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
革
新
的
学
部
を
新
設
し
な
が
ら

進
化
を
続
け
、本
年
4
月
に
は
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「Society5.0

」の
到
来
に
向
け
て
、情
報
技
術
革

新
に
適
応
し
、迅
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

附
属
病
院
勤
務
を
経
て
、医
学
部
助
手
、講
師
、教

授
、医
学
部
長
、理
事
・
病
院
長
、理
事
・
副
学
長
を

務
め
、2
0
1
7
年
10
月
に
長
崎
大
学
第
15
代
学

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
以
来
、本
学
と
長
崎
の
輝
か
し
い
将
来

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
原
点
は
1
8
5
7
年
、オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ

ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
幕
府
医
官

に
対
し
て
医
学
講
義
を
開
始
し
た
、わ
が
国
初
の
西

洋
式
医
学
校
で
あ
る
医
学
伝
習
所
で
す
。そ
こ
か

ら
、教
育
学
部
の
起
源
と
な
る
官
立
長
崎
師
範
学
校

を
は
じ
め
、薬
学
部
の
起
源
と
な
る
第
五
高
等
中
学

校
医
学
部
薬
学
科
、経
済
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎

高
等
商
業
学
校
、水
産
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎
県

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
水
産
科
が
そ
れ
ぞ
れ

戦
前
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
1
9
4
5
年
8
月
9
日
に
は
、長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
は
学
生
、教
職
員
ら
8
9
8
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
世
界
で
唯
一
被
爆
し
た

医
科
大
学
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
本
学
の
歴
史
が

始
ま
り
、現
在
で
は
、被
爆
医
療
分
野
で
世
界
有
数

の
研
究
成
果
と
人
材
育
成
の
実
績
を
生
む
に
至
っ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
を
有
し
た
人
材
育
成
の

た
め
に
、情
報
デ
ー
タ
科
学
部
を
10
番
目
の
学
部
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　
私
が
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
の
は
、新
制
長
崎
大
学

発
足
の
翌
年
、1
9
5
0
年
で
す
。長
崎
大
学
医
学

部
、同
大
学
院
医
学
研
究
科
に
学
び
、そ
の
後
、長
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
同
大
学
院
に
籍
を
置
き
、

　
大
学
が
担
っ
て
い
る
の
は「
教
育
」と「
研
究
」で

す
が
、そ
の
先
に
は「
未
来
の
創
造
」が
待
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
」に
お
い
て
は
、大
学
に
学
ぶ
学
生
は
、今

後
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
や
社
会
を
支
え
る
財

産
で
あ
り
、社
会
を
変
え
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大
学
は
、学
生
が
社
会
に
踏
み
出
す
一
歩
目

か
ら
全
力
で
走
り
出
せ
る
よ
う
に
育
成
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
大
学
教
育
に
お
い
て
私
が
力
点
を
置
く
の
は
、

学
生
自
ら
が
考
え
、自
身
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

柄
に
向
き
合
い
、基
礎
か
ら
積
み
上
げ
て
結
果
を
出
し

て
い
く
意
思
決
定
の
力
、言
い
換
え
れ
ば「
自
立
」で

あ
り
、特
定
の
分
野
に
固
執
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
分
野
を
統
合
で
き
る「
柔
軟
性
」の
創
出
、そ
し
て

他
者
と
の「
合
意
形
成
能
力
」の
育
成
な
ど
、未
確
定

の
未
来
に
対
応
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
、人
口
減
少
や
、

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
ひ
と
つ
が
、新
し
い
価
値

創
造
に
挑
戦
し
、課
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
も
っ

た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
育
成
で
す
。昨
年
10
月

に
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
様
の
寄
附
講

座
と
し
て
開
設
し
た「
F
F
G
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー（
N
F
E
C
）」は
、本
学
す
べて
の
学
部
生・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、先
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

教
育
を
提
供
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
講
師
陣
は
多
彩
で
あ
り
、学
内
ば
か
り
で
な
く
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
県
外
企
業・他
大
学

か
ら
も
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
技
術
・
知
財
シ
ー
ズ
の
事

業
化
を
促
進
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
目
指
す
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま

す
。必
ず
し
も「
起
業
家
に
な
れ
」と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。受
講
す
る
学
生
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
予
期
せ
ぬ
変
化
、不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

も
、失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
向
け

て
行
動
で
き
、長
崎
と
日
本
を
支
え
る
人
材
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
停
滞
、税
収
の
減
少
な
ど
は
、想
定
さ
れ
て
い

る
未
来
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
よ
う
に

不
確
定
の
因
子
は
常
に
起
こ
り
う
る
未
来
で
す
。た

と
え
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
未
来
は

必
ず
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
に
長
崎
大
学
の
教
育
が
育
成

し
た
、意
思
決
定
力
、自
立
心
、多
様
な
意
見
を
調

整
し
て
折
り
合
い
を
付
け
る
柔
軟
性
、そ
し
て
そ
の

判
断
を
き
ち
ん
と
説
明・説
得
で
き
る
合
意
形
成
能

力
が
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

「プラネタリーヘルス」の

実現に向け、長崎大学は

より進化した教育・研究・

社会貢献を目指します!

構
成
員
と
す
る「
感
染
症
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

主
宰
し
、「
長
崎
大
学
感
染
症
共
同
研
究
拠
点
」を

設
置
。さ
ら
に
は
、有
効
な
治
療・予
防
法
が
定
ま
ら

な
い
、新
興
ウ
イ
ル
ス
制
御
に
向
け
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
感
染
症
研
究・人
材
育
成
の
国
際
拠
点
と
な
る

感
染
症
研
究
施
設
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）4
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
ば
く
医
療
科
学
分
野
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、本

学
が
積
み
重
ね
て
き
た
知
見
や
経
験
を
役
立
て
る
活

動
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、被
爆
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
の
使
命

か
ら
、2
0
1
2
年
に
世
界
で
唯
一
、「
核
兵
器
廃

絶
」に
特
化
し
た
研
究
機
関「
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
」（
R
E
C
N
A
＝
レ
ク
ナ
）を
設
立
。核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、政
策
提
言
、平
和

軍
縮
に
関
す
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、長
崎
県
産
業
労
働
部
、公
益
財
団

法
人
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
通
じ
、

「
A
I・I
o
T・ロ
ボ
ッ
ト
」「
航
空
機
産
業
」「
医
工

連
携
」を
始
め
と
す
る
多
分
野
の
強
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、長
崎
県
、長
崎
総
合
科
学
大
学
、

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会
と

の
連
携
で
は
、海
洋
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
目

的
に
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て
、「
教
育
」と
と
も
に
重
要
な
も
う

一
つ
の
使
命
が「
研
究
」で
す
。科
学
研
究
は
、ヒ
ト
に

幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
経
験
を
も
つ
本
学
は
、こ
れ
を
最
も
理
解
し
て

い
る
大
学
で
す
。世
界
が
不
安
定
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、本
学
は
、人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
研
究
を
追

求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、長
年
に
わ
た
る
現
場
主
義
の
実
学
教

育
・
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
て
、い
く
つ
か
の
分
野
に
お

い
て
、日
本
を
リ
ー
ド
し
、世
界
に
貢
献
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、熱
帯
医
学・感
染
症
分
野
で
は
、人
類

が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
健
康
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」の
研
究
拠
点
と

し
て
、国
内
9
大
学（
北
海
道
大
学
、東
北
大
学
、東

京
大
学
、東
京
医
科
歯
科
大
学
、大
阪
大
学
、神
戸

大
学
、九
州
大
学
、長
崎
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
）を

国立大学法人 長崎大学Top Interview

十八親和銀行　取締役頭取　森 拓二郎

　長崎大学は、日本の最西端に位置する地方総合大学として、ここ長崎の
地域の核であり続けてこられました。そして、本年4月には情報データ科学部を
新設され、10学部、7研究科、3学域となり、その向かうべき方向として「プラ
ネタリーヘルス」を掲げられ、力強く生き残る人材の教育、多様性を活かした
世界トップレベルの研究に打ち込む方針を打ち出されています。
　当行も、本年10月より「株式会社十八親和銀行」として新たなスタートを
切ったところです。今後の長崎の発展のために、ともに持てる力を発揮して、
地域の発展に寄与することを願っています。

　
わ
が
国
を
含
む
全
世
界
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
も
、本
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
感
染
症
研
究
の
実
績
を
も
と
に
、全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。検
査
時
間
短

縮
や
検
査
機
器
の
小
型
化
を
実
現
す
る

L
A
M
P
法
に
よ
る
検
査
方
法
の
共
同
開

発
や
、検
体
採
取
と
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

P
C
R
検
査
の
拡
充
も
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
の
緊
急
研
究
事
業
に
参
画
し
、ア

ジ
ア
各
地
に
拠
点
を
置
く
東
京
大
学
、国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
6
大
学
・
研
究
機
関

と
、情
報
収
集
や
解
析
、抗
体
検
出
技
術
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、本
年
7
月
、本
学
を
主
幹
施

設
と
し
て
、抗
H
I
V
薬「
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ

ル
」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
す
る
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
を
探
索
す
る

た
め
の
治
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
験
は
医
師

地
球
の
健
康
の
た
め
に

貢
献
す
る
大
学
へ

文教キャンパス･環境科学部前（左から河野学長、森頭取）

感
染
症
研
究
の
豊
か
な
実
績
を
も
と
に

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
最
前
線
拠
点
に

大学メッセージ

蛍光LAMP装置
（キヤノンメディカルシステムズ株式会社提供）

診断用サンプル処理
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多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
は

多
様
化
し
、相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
い
、規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、既
存
の
一
つ
の
知
の
専
門

領
域
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
に
導
く
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。大
学
は
今
、課

題
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、知
の
枠
組
み
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。複
数
の
専
門
領
域
の
融
合
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
皆
さ
ま
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、複
眼

的
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
と
は
、地
球
規
模

の
課
題
へ
の
解
決
を
見
出
し
、地
球
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、有
機
的
な
知
の
連
鎖
を
誘
発
、活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。既
存
の
知
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、時
代
の
変
化
に
し
っ
か
り
並
走
す
る
た
め
の

長
崎
大
学
の
新
た
な
挑
戦
な
の
で
す
。

　
長
崎
大
学
は
、こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
の
実
現

を
基
軸
に
、学
生
、教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
変
革
へ

の
挑
戦
を
続
け
、地
域
の
皆
さ
ま
、学
生
、教
職
員
の

学
び
の
場
の
創
造
や
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
通

し
て
長
崎
の
更
な
る
発
展
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
学
は
今
、新
た
な
挑
戦
と
し
て
、人
類
の
健
康
を

地
球
規
模
で
考
え
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」か
ら
地

球
の
健
康
を
考
え
る「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実

現
へ
と
そ
の
活
動
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
は
今
、気
候
変
動
、環
境
汚
染
、未
知
の
感

染
症
や
疾
患
と
の
闘
い
に
加
え
、人
口
問
題
、食
糧

問
題
、格
差
、宗
教
や
文
化
の
対
立
、紛
争
と
い
っ
た

主
導
治
験
で
、

世
界
で
初
め
て

ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル

の
効
果
を
臨
床

的
に
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、本
年

4
月
に
三
菱
重

工
業
長
崎
造
船

所
に
停
泊
中
の

ク
ル
ー
ズ
船「
コ

ス
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
号
」で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
際
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
は
6
0
0

名
以
上
の
乗
組
員
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
わ
ず
か
4

日
間
で
行
う
と
と
も
に
、本
学
が
企
業
共
同
開
発
し

た
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、船
外
か
ら
乗
組
員

の
健
康
管
理
を
行
い
迅
速
な
収
束
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。

インタビューを終えて

　
戦
後
ま
も
な
い
1
9
4
9
年
に
は
、新
制
長
崎
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。以
降
、工
学
部
、歯
学
部
、環

境
科
学
部
、多
文
化
社
会
学
部
な
ど
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
革
新
的
学
部
を
新
設
し
な
が
ら

進
化
を
続
け
、本
年
4
月
に
は
超
ス
マ
ー
ト
社
会

「Society5.0

」の
到
来
に
向
け
て
、情
報
技
術
革

新
に
適
応
し
、迅
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

附
属
病
院
勤
務
を
経
て
、医
学
部
助
手
、講
師
、教

授
、医
学
部
長
、理
事
・
病
院
長
、理
事
・
副
学
長
を

務
め
、2
0
1
7
年
10
月
に
長
崎
大
学
第
15
代
学

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
学
長
就
任
以
来
、本
学
と
長
崎
の
輝
か
し
い
将
来

に
向
け
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、今
後
特

に
力
を
入
れ
た
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
の
原
点
は
1
8
5
7
年
、オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ

ン
ペ・フ
ァ
ン・メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
が
幕
府
医
官

に
対
し
て
医
学
講
義
を
開
始
し
た
、わ
が
国
初
の
西

洋
式
医
学
校
で
あ
る
医
学
伝
習
所
で
す
。そ
こ
か

ら
、教
育
学
部
の
起
源
と
な
る
官
立
長
崎
師
範
学
校

を
は
じ
め
、薬
学
部
の
起
源
と
な
る
第
五
高
等
中
学

校
医
学
部
薬
学
科
、経
済
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎

高
等
商
業
学
校
、水
産
学
部
の
起
源
と
な
る
長
崎
県

実
業
補
習
学
校
教
員
養
成
所
水
産
科
が
そ
れ
ぞ
れ

戦
前
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
1
9
4
5
年
8
月
9
日
に
は
、長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、当
時
の
長
崎
医
科
大

学
で
は
学
生
、教
職
員
ら
8
9
8
名
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
世
界
で
唯
一
被
爆
し
た

医
科
大
学
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
本
学
の
歴
史
が

始
ま
り
、現
在
で
は
、被
爆
医
療
分
野
で
世
界
有
数

の
研
究
成
果
と
人
材
育
成
の
実
績
を
生
む
に
至
っ
て

い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ス
キ
ル
を
有
し
た
人
材
育
成
の

た
め
に
、情
報
デ
ー
タ
科
学
部
を
10
番
目
の
学
部
と

し
て
新
設
し
ま
し
た
。

　
私
が
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
の
は
、新
制
長
崎
大
学

発
足
の
翌
年
、1
9
5
0
年
で
す
。長
崎
大
学
医
学

部
、同
大
学
院
医
学
研
究
科
に
学
び
、そ
の
後
、長
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
同
大
学
院
に
籍
を
置
き
、

　
大
学
が
担
っ
て
い
る
の
は「
教
育
」と「
研
究
」で

す
が
、そ
の
先
に
は「
未
来
の
創
造
」が
待
っ
て
い
ま

す
。「
教
育
」に
お
い
て
は
、大
学
に
学
ぶ
学
生
は
、今

後
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
や
社
会
を
支
え
る
財

産
で
あ
り
、社
会
を
変
え
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。大
学
は
、学
生
が
社
会
に
踏
み
出
す
一
歩
目

か
ら
全
力
で
走
り
出
せ
る
よ
う
に
育
成
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
大
学
教
育
に
お
い
て
私
が
力
点
を
置
く
の
は
、

学
生
自
ら
が
考
え
、自
身
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

柄
に
向
き
合
い
、基
礎
か
ら
積
み
上
げ
て
結
果
を
出
し

て
い
く
意
思
決
定
の
力
、言
い
換
え
れ
ば「
自
立
」で

あ
り
、特
定
の
分
野
に
固
執
す
る
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
分
野
を
統
合
で
き
る「
柔
軟
性
」の
創
出
、そ
し
て

他
者
と
の「
合
意
形
成
能
力
」の
育
成
な
ど
、未
確
定

の
未
来
に
対
応
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
長
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
、人
口
減
少
や
、

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
の
ひ
と
つ
が
、新
し
い
価
値

創
造
に
挑
戦
し
、課
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
も
っ

た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
の
育
成
で
す
。昨
年
10
月

に
、ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
様
の
寄
附
講

座
と
し
て
開
設
し
た「
F
F
G
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー（
N
F
E
C
）」は
、本
学
す
べて
の
学
部
生・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、先
進
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

教
育
を
提
供
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
講
師
陣
は
多
彩
で
あ
り
、学
内
ば
か
り
で
な
く
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
県
外
企
業・他
大
学

か
ら
も
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、大
学
に
お
け
る

研
究
開
発
の
成
果
で
あ
る
技
術
・
知
財
シ
ー
ズ
の
事

業
化
を
促
進
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
目
指
す
た
め
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま

す
。必
ず
し
も「
起
業
家
に
な
れ
」と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。受
講
す
る
学
生
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
や
予
期
せ
ぬ
変
化
、不
確
実
な
状
況
に
直
面
し
て

も
、失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
向
け

て
行
動
で
き
、長
崎
と
日
本
を
支
え
る
人
材
と
な
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
停
滞
、税
収
の
減
少
な
ど
は
、想
定
さ
れ
て
い

る
未
来
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
よ
う
に

不
確
定
の
因
子
は
常
に
起
こ
り
う
る
未
来
で
す
。た

と
え
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
よ
う
と
も
未
来
は

必
ず
や
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
に
長
崎
大
学
の
教
育
が
育
成

し
た
、意
思
決
定
力
、自
立
心
、多
様
な
意
見
を
調

整
し
て
折
り
合
い
を
付
け
る
柔
軟
性
、そ
し
て
そ
の

判
断
を
き
ち
ん
と
説
明・説
得
で
き
る
合
意
形
成
能

力
が
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

「プラネタリーヘルス」の

実現に向け、長崎大学は

より進化した教育・研究・

社会貢献を目指します!

構
成
員
と
す
る「
感
染
症
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を

主
宰
し
、「
長
崎
大
学
感
染
症
共
同
研
究
拠
点
」を

設
置
。さ
ら
に
は
、有
効
な
治
療・予
防
法
が
定
ま
ら

な
い
、新
興
ウ
イ
ル
ス
制
御
に
向
け
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
感
染
症
研
究・人
材
育
成
の
国
際
拠
点
と
な
る

感
染
症
研
究
施
設
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ベ
ル

（
B
S
L
）4
」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
ば
く
医
療
科
学
分
野
で
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、本

学
が
積
み
重
ね
て
き
た
知
見
や
経
験
を
役
立
て
る
活

動
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、被
爆
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
の
使
命

か
ら
、2
0
1
2
年
に
世
界
で
唯
一
、「
核
兵
器
廃

絶
」に
特
化
し
た
研
究
機
関「
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
」（
R
E
C
N
A
＝
レ
ク
ナ
）を
設
立
。核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、政
策
提
言
、平
和

軍
縮
に
関
す
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、長
崎
県
産
業
労
働
部
、公
益
財
団

法
人
長
崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
通
じ
、

「
A
I・I
o
T・ロ
ボ
ッ
ト
」「
航
空
機
産
業
」「
医
工

連
携
」を
始
め
と
す
る
多
分
野
の
強
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、長
崎
県
、長
崎
総
合
科
学
大
学
、

長
崎
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会
と

の
連
携
で
は
、海
洋
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
目

的
に
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
学
に
お
い
て
、「
教
育
」と
と
も
に
重
要
な
も
う

一
つ
の
使
命
が「
研
究
」で
す
。科
学
研
究
は
、ヒ
ト
に

幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
経
験
を
も
つ
本
学
は
、こ
れ
を
最
も
理
解
し
て

い
る
大
学
で
す
。世
界
が
不
安
定
化
し
て
い
る
今
こ

そ
、本
学
は
、人
類
の
平
和
に
貢
献
す
る
研
究
を
追

求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、長
年
に
わ
た
る
現
場
主
義
の
実
学
教

育
・
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
て
、い
く
つ
か
の
分
野
に
お

い
て
、日
本
を
リ
ー
ド
し
、世
界
に
貢
献
す
る
研
究

テ
ー
マ
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、熱
帯
医
学・感
染
症
分
野
で
は
、人
類

が
直
面
す
る
地
球
規
模
の
健
康
課
題
の
解
決
を

テ
ー
マ
と
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」の
研
究
拠
点
と

し
て
、国
内
9
大
学（
北
海
道
大
学
、東
北
大
学
、東

京
大
学
、東
京
医
科
歯
科
大
学
、大
阪
大
学
、神
戸

大
学
、九
州
大
学
、長
崎
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
）を

国立大学法人 長崎大学Top Interview

十八親和銀行　取締役頭取　森 拓二郎

　長崎大学は、日本の最西端に位置する地方総合大学として、ここ長崎の
地域の核であり続けてこられました。そして、本年4月には情報データ科学部を
新設され、10学部、7研究科、3学域となり、その向かうべき方向として「プラ
ネタリーヘルス」を掲げられ、力強く生き残る人材の教育、多様性を活かした
世界トップレベルの研究に打ち込む方針を打ち出されています。
　当行も、本年10月より「株式会社十八親和銀行」として新たなスタートを
切ったところです。今後の長崎の発展のために、ともに持てる力を発揮して、
地域の発展に寄与することを願っています。

　
わ
が
国
を
含
む
全
世
界
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
も
、本
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
感
染
症
研
究
の
実
績
を
も
と
に
、全
力
で

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。検
査
時
間
短

縮
や
検
査
機
器
の
小
型
化
を
実
現
す
る

L
A
M
P
法
に
よ
る
検
査
方
法
の
共
同
開

発
や
、検
体
採
取
と
工
程
の
自
動
化
に
よ
る

P
C
R
検
査
の
拡
充
も
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
国
の
緊
急
研
究
事
業
に
参
画
し
、ア

ジ
ア
各
地
に
拠
点
を
置
く
東
京
大
学
、国
立

感
染
症
研
究
所
な
ど
6
大
学
・
研
究
機
関

と
、情
報
収
集
や
解
析
、抗
体
検
出
技
術
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、本
年
7
月
、本
学
を
主
幹
施

設
と
し
て
、抗
H
I
V
薬「
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ

ル
」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
す
る
有
効
性
お
よ
び
安
全
性
を
探
索
す
る

た
め
の
治
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
治
験
は
医
師

地
球
の
健
康
の
た
め
に

貢
献
す
る
大
学
へ

文教キャンパス･環境科学部前（左から河野学長、森頭取）

感
染
症
研
究
の
豊
か
な
実
績
を
も
と
に

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
最
前
線
拠
点
に

大学メッセージ

蛍光LAMP装置
（キヤノンメディカルシステムズ株式会社提供）

診断用サンプル処理
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当
社
は
、2
0
1
7
年
に
西
海
市
、

親
和
銀
行（
現：十
八
親
和
銀
行
）、民
間

の
共
同
出
資
で
設
立
し
た
地
域
商
社
で

す
。長
崎
県
西
海
市
を
拠
点
に
、産
品

の
掘
り
起
し
か
ら
商
品
開
発
、デ
ザ
イ

ン
、販
売
促
進
、情
報
発
信
ま
で
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。地
域
商

社
と
し
て
市
民
か
ら
の
期
待
値
の
高
い

こ
う
し
た
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
と
同
時

に
、地
域
内
新
電
力
事
業
を
展
開
し
、

収
益
源
を
確
保
し
た
自
走
で
き
る
自
立

し
た
法
人
と
し
て
の
成
長
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
設
立
当
時
、政
府
が
掲
げ
た「
ま
ち
・

ひ
と・し
ご
と
創
生
基
本
方
針 

2
0
1

6
」 

に
お
い
て
地
域
資
源
の
市
場
開
拓

の
司
令
塔
を
担
う
地
域
商
社
の
設
立
・

支
援
が
重
要
施
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
当
時
は
、地
域
商
社

の
概
念
や
具
体
例
に
よ
る
検
討
を
行
っ

た
調
査
は
、皆
無
に
近
い
状
況
。そ
の
た

め
、設
立
前
の
半
年
間
は
法
人
格
を
持

た
ず
、地
元
の
方
へ
の
取
材
や
情
報
提

供
、デ
ザ
イ
ン
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
直
接
地
元
の
方
の
声
を
お
聞
き
す
る

こ
と
で
、自
然
に
地
域
の
実
情
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。定
型
的
な

地
域
商
社
の
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
当

て
は
め
る
の
で
は
な
く
、実
態
と
し
て
自

分
た
ち
は
こ
の
地
域
で
何
が
で
き
る
の
か

を
常
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　
昨
今
は
モ
ノ
だ
け
で
な
く
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
構
想
や
市
民
生
活
の
快
適
性

を
見
据
え
た
コ
ト
づ
く
り
、域
内
経
済

循
環
と
し
て
の
ヒ
ト
づ
く
り（
シ
ゴ
ト
づ

く
り
）も
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
ヒ
ト
モ
ノ
コ
ト
と
い
っ
た
地
域
資
源

に
対
し
て
新
た
な
視
点
で
事
業
性
の
あ

る
付
加
価
値
を
見
出
し
、地
域
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
地
域
発
の
主
体
ま
た
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
当
社
は
地
域
商
社
の
定
義

と
し
て
い
ま
す
。　

　
キ
ャ
リ
ア
も
出
身
地
も
異
な
る
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
て
、ヒ
ト
と
感
性
を
軸
に

事
業
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
、創
造

的
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
事
業
に
育
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　　　
2
0
1
7
年
当
時
は
、地
域
商
社
と

い
え
ば
地
域
産
品
の
開
発
や
販
路
開
拓

が
中
心
で
し
た
。し
か
し
、そ
れ
ら
の
収

益
性
は
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
ず
、多

く
の
地
域
商
社
は
助
成
金
や
行
政
に
依

存
し
た
経
営
体
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
課
題
で
し
た
。

　
設
立
に
際
し
て
、親
和
銀
行
か
ら
、自

立
し
た
経
営
を
目
指
し
、安
定
し
た
収

益
源
を
確
保
す
る
べ
く
地
域
内
新
電
力

事
業（
電
力
小
売
り
事
業
）を
軸
に
据
え

て
は
ど
う
か
と
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
事
業
を
基
盤
に
経
営
を
始
め
た

と
こ
ろ
、地
域
商
社
初
の
電
力
小
売
り

事
業
参
入
が
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
業
界
各

所
か
ら
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、注
目

さ
れ
る
こ
と
に
。

　
銀
行
、市
と
の
設
立
に
よ
り
社
会
的

な
信
用
や
信
頼
を
得
る
だ
け
で
な
く
、地

域
商
社
を
運
営
す
る
為
の
情
報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
銀
行
か
ら
の
事
業
と
地
域
性
の
バ
ラ

ン
ス
、攻
め
と
守
り
の
事
業
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
、客
観
的
な
視
点
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
今
の
事
業
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆

　
　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業 

　
地
域
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、事
業
者
だ
け
で
は

手
の
回
ら
な
い
販
売
先
へ
の
営
業
、商
品

開
発
、物
流
網
の
構
築
な
ど
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
先
は
農
家
や
漁
協
、食
品
加

工
業
者
な
ど
多
岐
に
渡
り
、当
社
ス
タ
ッ

フ
が
毎
週
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の
も
と

へ
出
向
し
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。出
向
先
の
あ
る
農
家
で
は
収
穫
し

た
農
産
物
を
加
工
し
新
商
品
の
開

発
、さ
ら
に
新
規
販
路
を
開
拓
す
る
な

ど
の
支
援
を
行
い
、半
年
間
で
売
上
を

3
0
0
万
円
以
上
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

　
　メデ
ィ
ア
事
業

　
立
ち
上
げ
期
か
ら
順
調
に
成
長
し
、

今
で
は
月
間
閲
覧
者
1
万
人
以
上
を

有
す
る
西
海
市
の
ロ
ー
カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ

デ
ィ
ア「
ば
り
ぐ
っ
ど
」を
運
営
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、「
ば
り
ぐ
っ
ど
」に
所
属
し

て
い
た
人
材
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
動
画
ク

リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
起
業
す
る
な
ど
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
や
人
材
育
成
の

分
野
で
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　　
　

　
　

　
　エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業 

　
当
社
は
、卸
電
力
市
場
か
ら
調
達
し

た
安
価
な
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
利
益
が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
卸
電
力
の
仕
入
コ
ス
ト
や
送

電
網
の
利
用
料
金
な
ど
を
差
し
引
い
た

本
事
業
単
体
の
営
業
利
益
が
約
1
千
万

円
に
上
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
公
共
施
設
は
大
手
電
力
会
社

か
ら
当
社
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よって
、

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。昨
年
度
は
既

存
契
約
と
比
べ
電
気
代
を
年
間
8
0
0

万
円
以
上
低
減
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。現
在
は
民
間
施
設
への
展
開
も
開
始

し
、当
社
へ
の
切
替
前
と
比
較
し
て
毎
月

の
電
気
代
が
30
〜
50
%
削
減
で
き
た
と

い
う
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。

　
　
将
来
に
向
か
っ
て

　コ
ロ
ナ
禍
の
市
場
環
境
と
し
て
、あ
ら

ゆ
る
活
動
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
お
り
、

A
I
、I
o
T
、I
T
ツ
ー
ル
な
ど
の
開

発
や
、そ
れ
ら
に
携
わ
る
人
材
の
需
要

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、昨
年
度
よ
り
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
事
業
を
新
設
し
、 

市
民
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
の
ほ
か
、新
た
な
ま
ち

づ
く
り
構
想
や
市
民
生
活
の
快
適
性
を

見
据
え
た
A
I
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
な
ど
、人
材
育
成
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
場
環
境
や
生
活
様
式

が
移
り
変
わ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
会

社
を
成
長
さ
せ
、創
業
期
よ
り
注
力
し

て
い
る
事
業
を
土
台
と
し
、A
I
や
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
・
展
開
を
目
指
す
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
も
行
政
と
連
携

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
や
、自
社
プ
ロ

ダ
ク
ト
の
開
発
・
展
開
を
推
し
進
め
て

参
り
ま
す
。

　 地
域
商
社

西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ンパニ
ー

地
元
の
声
を
事
業
につ
な
げ
る

型
に
は
ま
ら
な
い
地
域
商
社
を
目
指
し
て

地
域
商
社
初
の
電
力
事
業
で

大
き
く
展
開

▲販路拡大に取り組む生産者の皆さま

▲西海市を空中散歩することのできるVRを開発。
　高齢者施設で体験会を開催

▲総務省主催2019年度「異能ジェネレーションアワード」時間が変わる賞を受賞
　全国応募総数13,187件のアイデアから7件が受賞

長崎県
西海市

▲設立記者会見（西海市役所提供）

株式会社　西海クリエイティブカンパニー　住所：長崎県西海市西彼町喰場郷1686-3　TEL：050-5213-7816

西海市の魅力を再発掘する地域商社

西海クリエイティブカンパニー
「西海クリエイティブカンパニー」は西海市の活性化をはかるため、西海市、親和銀行（現：十八親和銀行）、
民間の三者によって設立されました。代表取締役社長 浪方勇希氏に設立の経緯と事業内容を伺いました。
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当
社
は
、2
0
1
7
年
に
西
海
市
、

親
和
銀
行（
現：十
八
親
和
銀
行
）、民
間

の
共
同
出
資
で
設
立
し
た
地
域
商
社
で

す
。長
崎
県
西
海
市
を
拠
点
に
、産
品

の
掘
り
起
し
か
ら
商
品
開
発
、デ
ザ
イ

ン
、販
売
促
進
、情
報
発
信
ま
で
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。地
域
商

社
と
し
て
市
民
か
ら
の
期
待
値
の
高
い

こ
う
し
た
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
と
同
時

に
、地
域
内
新
電
力
事
業
を
展
開
し
、

収
益
源
を
確
保
し
た
自
走
で
き
る
自
立

し
た
法
人
と
し
て
の
成
長
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
設
立
当
時
、政
府
が
掲
げ
た「
ま
ち
・

ひ
と・し
ご
と
創
生
基
本
方
針 

2
0
1

6
」 

に
お
い
て
地
域
資
源
の
市
場
開
拓

の
司
令
塔
を
担
う
地
域
商
社
の
設
立
・

支
援
が
重
要
施
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
当
時
は
、地
域
商
社

の
概
念
や
具
体
例
に
よ
る
検
討
を
行
っ

た
調
査
は
、皆
無
に
近
い
状
況
。そ
の
た

め
、設
立
前
の
半
年
間
は
法
人
格
を
持

た
ず
、地
元
の
方
へ
の
取
材
や
情
報
提

供
、デ
ザ
イ
ン
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
直
接
地
元
の
方
の
声
を
お
聞
き
す
る

こ
と
で
、自
然
に
地
域
の
実
情
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。定
型
的
な

地
域
商
社
の
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
当

て
は
め
る
の
で
は
な
く
、実
態
と
し
て
自

分
た
ち
は
こ
の
地
域
で
何
が
で
き
る
の
か

を
常
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　
昨
今
は
モ
ノ
だ
け
で
な
く
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
構
想
や
市
民
生
活
の
快
適
性

を
見
据
え
た
コ
ト
づ
く
り
、域
内
経
済

循
環
と
し
て
の
ヒ
ト
づ
く
り（
シ
ゴ
ト
づ

く
り
）も
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
ヒ
ト
モ
ノ
コ
ト
と
い
っ
た
地
域
資
源

に
対
し
て
新
た
な
視
点
で
事
業
性
の
あ

る
付
加
価
値
を
見
出
し
、地
域
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
地
域
発
の
主
体
ま
た
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
当
社
は
地
域
商
社
の
定
義

と
し
て
い
ま
す
。　

　
キ
ャ
リ
ア
も
出
身
地
も
異
な
る
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
て
、ヒ
ト
と
感
性
を
軸
に

事
業
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
、創
造

的
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
事
業
に
育
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　　　
2
0
1
7
年
当
時
は
、地
域
商
社
と

い
え
ば
地
域
産
品
の
開
発
や
販
路
開
拓

が
中
心
で
し
た
。し
か
し
、そ
れ
ら
の
収

益
性
は
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
ず
、多

く
の
地
域
商
社
は
助
成
金
や
行
政
に
依

存
し
た
経
営
体
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
課
題
で
し
た
。

　
設
立
に
際
し
て
、親
和
銀
行
か
ら
、自

立
し
た
経
営
を
目
指
し
、安
定
し
た
収

益
源
を
確
保
す
る
べ
く
地
域
内
新
電
力

事
業（
電
力
小
売
り
事
業
）を
軸
に
据
え

て
は
ど
う
か
と
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
事
業
を
基
盤
に
経
営
を
始
め
た

と
こ
ろ
、地
域
商
社
初
の
電
力
小
売
り

事
業
参
入
が
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
業
界
各

所
か
ら
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、注
目

さ
れ
る
こ
と
に
。

　
銀
行
、市
と
の
設
立
に
よ
り
社
会
的

な
信
用
や
信
頼
を
得
る
だ
け
で
な
く
、地

域
商
社
を
運
営
す
る
為
の
情
報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
銀
行
か
ら
の
事
業
と
地
域
性
の
バ
ラ

ン
ス
、攻
め
と
守
り
の
事
業
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
、客
観
的
な
視
点
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
今
の
事
業
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆

　
　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業 

　
地
域
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、事
業
者
だ
け
で
は

手
の
回
ら
な
い
販
売
先
へ
の
営
業
、商
品

開
発
、物
流
網
の
構
築
な
ど
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
先
は
農
家
や
漁
協
、食
品
加

工
業
者
な
ど
多
岐
に
渡
り
、当
社
ス
タ
ッ

フ
が
毎
週
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の
も
と

へ
出
向
し
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。出
向
先
の
あ
る
農
家
で
は
収
穫
し

た
農
産
物
を
加
工
し
新
商
品
の
開

発
、さ
ら
に
新
規
販
路
を
開
拓
す
る
な

ど
の
支
援
を
行
い
、半
年
間
で
売
上
を

3
0
0
万
円
以
上
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

　
　メデ
ィ
ア
事
業

　
立
ち
上
げ
期
か
ら
順
調
に
成
長
し
、

今
で
は
月
間
閲
覧
者
1
万
人
以
上
を

有
す
る
西
海
市
の
ロ
ー
カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ

デ
ィ
ア「
ば
り
ぐ
っ
ど
」を
運
営
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、「
ば
り
ぐ
っ
ど
」に
所
属
し

て
い
た
人
材
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
動
画
ク

リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
起
業
す
る
な
ど
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
や
人
材
育
成
の

分
野
で
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　　
　

　
　

　
　エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業 

　
当
社
は
、卸
電
力
市
場
か
ら
調
達
し

た
安
価
な
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
利
益
が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
卸
電
力
の
仕
入
コ
ス
ト
や
送

電
網
の
利
用
料
金
な
ど
を
差
し
引
い
た

本
事
業
単
体
の
営
業
利
益
が
約
1
千
万

円
に
上
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
公
共
施
設
は
大
手
電
力
会
社

か
ら
当
社
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よって
、

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。昨
年
度
は
既

存
契
約
と
比
べ
電
気
代
を
年
間
8
0
0

万
円
以
上
低
減
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。現
在
は
民
間
施
設
への
展
開
も
開
始

し
、当
社
へ
の
切
替
前
と
比
較
し
て
毎
月

の
電
気
代
が
30
〜
50
%
削
減
で
き
た
と

い
う
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。

　
　
将
来
に
向
か
っ
て

　コ
ロ
ナ
禍
の
市
場
環
境
と
し
て
、あ
ら

ゆ
る
活
動
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
お
り
、

A
I
、I
o
T
、I
T
ツ
ー
ル
な
ど
の
開

発
や
、そ
れ
ら
に
携
わ
る
人
材
の
需
要

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、昨
年
度
よ
り
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
事
業
を
新
設
し
、 

市
民
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
の
ほ
か
、新
た
な
ま
ち

づ
く
り
構
想
や
市
民
生
活
の
快
適
性
を

見
据
え
た
A
I
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
な
ど
、人
材
育
成
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
場
環
境
や
生
活
様
式

が
移
り
変
わ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
会

社
を
成
長
さ
せ
、創
業
期
よ
り
注
力
し

て
い
る
事
業
を
土
台
と
し
、A
I
や
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
・
展
開
を
目
指
す
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
も
行
政
と
連
携

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
や
、自
社
プ
ロ

ダ
ク
ト
の
開
発
・
展
開
を
推
し
進
め
て

参
り
ま
す
。

　 地
域
商
社

西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ンパニ
ー

地
元
の
声
を
事
業
につ
な
げ
る

型
に
は
ま
ら
な
い
地
域
商
社
を
目
指
し
て

地
域
商
社
初
の
電
力
事
業
で

大
き
く
展
開

▲販路拡大に取り組む生産者の皆さま

▲西海市を空中散歩することのできるVRを開発。
　高齢者施設で体験会を開催

▲総務省主催2019年度「異能ジェネレーションアワード」時間が変わる賞を受賞
　全国応募総数13,187件のアイデアから7件が受賞

長崎県
西海市

▲設立記者会見（西海市役所提供）

株式会社　西海クリエイティブカンパニー　住所：長崎県西海市西彼町喰場郷1686-3　TEL：050-5213-7816

西海市の魅力を再発掘する地域商社

西海クリエイティブカンパニー
「西海クリエイティブカンパニー」は西海市の活性化をはかるため、西海市、親和銀行（現：十八親和銀行）、
民間の三者によって設立されました。代表取締役社長 浪方勇希氏に設立の経緯と事業内容を伺いました。
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電力小売り事業

株式会社西海クリエイティブカンパニー

メディア
事業

スマートシティ
事業

ブランディング&
マーケティング

事業

契 約 施 設

顧 客

収 益

支 払

サ ー ビ ス

電 力 供 給

・ローカルメディア
ばりぐっど運営

・SNS運用代行

・ブログ執筆代行 等

・アプリケーション開発

・ウェブサイト制作

・LINE Bot制作 等

・新商品開発

・営業コンサルティング

・プロモーション /
マーケティング 等

市内経済活性化に向けて再投資

　　　
当
社
は
、2
0
1
7
年
に
西
海
市
、

親
和
銀
行（
現：十
八
親
和
銀
行
）、民
間

の
共
同
出
資
で
設
立
し
た
地
域
商
社
で

す
。長
崎
県
西
海
市
を
拠
点
に
、産
品

の
掘
り
起
し
か
ら
商
品
開
発
、デ
ザ
イ

ン
、販
売
促
進
、情
報
発
信
ま
で
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。地
域
商

社
と
し
て
市
民
か
ら
の
期
待
値
の
高
い

こ
う
し
た
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
と
同
時

に
、地
域
内
新
電
力
事
業
を
展
開
し
、

収
益
源
を
確
保
し
た
自
走
で
き
る
自
立

し
た
法
人
と
し
て
の
成
長
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
設
立
当
時
、政
府
が
掲
げ
た「
ま
ち
・

ひ
と・し
ご
と
創
生
基
本
方
針 

2
0
1

6
」 

に
お
い
て
地
域
資
源
の
市
場
開
拓

の
司
令
塔
を
担
う
地
域
商
社
の
設
立
・

支
援
が
重
要
施
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
当
時
は
、地
域
商
社

の
概
念
や
具
体
例
に
よ
る
検
討
を
行
っ

た
調
査
は
、皆
無
に
近
い
状
況
。そ
の
た

め
、設
立
前
の
半
年
間
は
法
人
格
を
持

た
ず
、地
元
の
方
へ
の
取
材
や
情
報
提

供
、デ
ザ
イ
ン
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
直
接
地
元
の
方
の
声
を
お
聞
き
す
る

こ
と
で
、自
然
に
地
域
の
実
情
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。定
型
的
な

地
域
商
社
の
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
当

て
は
め
る
の
で
は
な
く
、実
態
と
し
て
自

分
た
ち
は
こ
の
地
域
で
何
が
で
き
る
の
か

を
常
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　
昨
今
は
モ
ノ
だ
け
で
な
く
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
構
想
や
市
民
生
活
の
快
適
性

を
見
据
え
た
コ
ト
づ
く
り
、域
内
経
済

循
環
と
し
て
の
ヒ
ト
づ
く
り（
シ
ゴ
ト
づ

く
り
）も
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
ヒ
ト
モ
ノ
コ
ト
と
い
っ
た
地
域
資
源

に
対
し
て
新
た
な
視
点
で
事
業
性
の
あ

る
付
加
価
値
を
見
出
し
、地
域
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
地
域
発
の
主
体
ま
た
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
当
社
は
地
域
商
社
の
定
義

と
し
て
い
ま
す
。　

　
キ
ャ
リ
ア
も
出
身
地
も
異
な
る
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
て
、ヒ
ト
と
感
性
を
軸
に

事
業
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
、創
造

的
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
事
業
に
育
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　　　
2
0
1
7
年
当
時
は
、地
域
商
社
と

い
え
ば
地
域
産
品
の
開
発
や
販
路
開
拓

が
中
心
で
し
た
。し
か
し
、そ
れ
ら
の
収

益
性
は
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
ず
、多

く
の
地
域
商
社
は
助
成
金
や
行
政
に
依

存
し
た
経
営
体
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
課
題
で
し
た
。

　
設
立
に
際
し
て
、親
和
銀
行
か
ら
、自

立
し
た
経
営
を
目
指
し
、安
定
し
た
収

益
源
を
確
保
す
る
べ
く
地
域
内
新
電
力

事
業（
電
力
小
売
り
事
業
）を
軸
に
据
え

て
は
ど
う
か
と
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
事
業
を
基
盤
に
経
営
を
始
め
た

と
こ
ろ
、地
域
商
社
初
の
電
力
小
売
り

事
業
参
入
が
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
業
界
各

所
か
ら
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、注
目

さ
れ
る
こ
と
に
。

　
銀
行
、市
と
の
設
立
に
よ
り
社
会
的

な
信
用
や
信
頼
を
得
る
だ
け
で
な
く
、地

域
商
社
を
運
営
す
る
為
の
情
報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
銀
行
か
ら
の
事
業
と
地
域
性
の
バ
ラ

ン
ス
、攻
め
と
守
り
の
事
業
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
、客
観
的
な
視
点
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
今
の
事
業
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆

　
　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業 

　
地
域
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、事
業
者
だ
け
で
は

手
の
回
ら
な
い
販
売
先
へ
の
営
業
、商
品

開
発
、物
流
網
の
構
築
な
ど
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
先
は
農
家
や
漁
協
、食
品
加

工
業
者
な
ど
多
岐
に
渡
り
、当
社
ス
タ
ッ

フ
が
毎
週
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の
も
と

へ
出
向
し
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。出
向
先
の
あ
る
農
家
で
は
収
穫
し

た
農
産
物
を
加
工
し
新
商
品
の
開

発
、さ
ら
に
新
規
販
路
を
開
拓
す
る
な

ど
の
支
援
を
行
い
、半
年
間
で
売
上
を

3
0
0
万
円
以
上
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

　
　メデ
ィ
ア
事
業

　
立
ち
上
げ
期
か
ら
順
調
に
成
長
し
、

今
で
は
月
間
閲
覧
者
1
万
人
以
上
を

有
す
る
西
海
市
の
ロ
ー
カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ

デ
ィ
ア「
ば
り
ぐ
っ
ど
」を
運
営
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、「
ば
り
ぐ
っ
ど
」に
所
属
し

て
い
た
人
材
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
動
画
ク

リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
起
業
す
る
な
ど
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
や
人
材
育
成
の

分
野
で
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　　
　

　
　

　
　エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業 

　
当
社
は
、卸
電
力
市
場
か
ら
調
達
し

た
安
価
な
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
利
益
が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
卸
電
力
の
仕
入
コ
ス
ト
や
送

電
網
の
利
用
料
金
な
ど
を
差
し
引
い
た

本
事
業
単
体
の
営
業
利
益
が
約
1
千
万

円
に
上
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
公
共
施
設
は
大
手
電
力
会
社

か
ら
当
社
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よって
、

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。昨
年
度
は
既

存
契
約
と
比
べ
電
気
代
を
年
間
8
0
0

万
円
以
上
低
減
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。現
在
は
民
間
施
設
への
展
開
も
開
始

し
、当
社
へ
の
切
替
前
と
比
較
し
て
毎
月

の
電
気
代
が
30
〜
50
%
削
減
で
き
た
と

い
う
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。

　
　
将
来
に
向
か
っ
て

　コ
ロ
ナ
禍
の
市
場
環
境
と
し
て
、あ
ら

ゆ
る
活
動
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
お
り
、

A
I
、I
o
T
、I
T
ツ
ー
ル
な
ど
の
開

発
や
、そ
れ
ら
に
携
わ
る
人
材
の
需
要

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、昨
年
度
よ
り
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
事
業
を
新
設
し
、 
市
民
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
の
ほ
か
、新
た
な
ま
ち

づ
く
り
構
想
や
市
民
生
活
の
快
適
性
を

見
据
え
た
A
I
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
な
ど
、人
材
育
成
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
場
環
境
や
生
活
様
式

が
移
り
変
わ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
会

社
を
成
長
さ
せ
、創
業
期
よ
り
注
力
し

て
い
る
事
業
を
土
台
と
し
、A
I
や
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
・
展
開
を
目
指
す
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
も
行
政
と
連
携

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
や
、自
社
プ
ロ

ダ
ク
ト
の
開
発
・
展
開
を
推
し
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
、こ
れ
ま
で
の
成
果

1

2

34
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代表取締役社長　浪方 勇希 氏

地域商社や自治体新電力会社の
設立を支援している 

十八親和銀行
地域振興部の取り組み

　　　　　　　
西
海
市
は
、長
崎
市
と
佐
世
保
市

の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、美
し
い
景

観
と
豊
富
な
地
域
資
源
を
有
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、地
域
の
知
名
度
の
向

上
や
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
進
ん

で
お
ら
ず
、名
前
だ
け
で
地
域
の
特
性

や
ス
ト
ー
リ
ー
を
誰
も
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
、付
加
価
値
が
提
供
で
き
る
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
当
行
は
西
海
市
の
総
合
戦
略
を
具

現
化
す
る
た
め
、西
海
市
と「
地
方
創

生
に
関
す
る
連
携
協
定（
2
0
1
6

年
１2
月
締
結
）」を
結
び
、そ
れ
に
基

づ
き
地
域
商
社
設
立
の
支
援
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　　　
当
行
が
持
っ
て
い
る
地
域
内
外
の

情
報
や
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、企
業
と
企
業
を
結
び
付
け
て
、

新
た
な
可
能
性
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
自
治
体
新
電
力
事

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
を
結
び

付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
益
源
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
の
企

画
立
案
や
監
査
役
の
派
遣
を
行
う
と

同
時
に
継
続
的
な
伴
走
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
西
海
市
と
当
行
が
共
同
で
出
資
す

る
こ
と
で
、地
域
住
民
、取
引
先
企
業

の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
点
も

強
み
で
す
。

　
長
崎
県
の
課
題
は
、日
本
が
抱
え

る
課
題
の
縮
図
で
す
。長
崎
県
の
総

人
口
は
2
0
1
5
年
の
1,
3
7
7

千
人
に
対
し
、2
0
4
0
年
に
は

1,
0
5
3
千
人（
▲
3
2
4
千
人
）

ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
人
口
減
少
抑
制
や
関

係
人
口
増
加
を
促
し
、持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
I
T
を
活
用
し
た
物
流
管

理
シ
ス
テ
ム
や
E
C
で
の
販
路
拡
大

な
ど
、省
人
化
や
地
域
内
外
への
情
報

発
信
に
は
注
力
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
当
行
は
、す
で
に
長
崎
県
内
2１
の

自
治
体
の
う
ち
２
つ
の
自
治
体
で
地

域
商
社
を
、２
つ
の
自
治
体
で
自
治
体

新
電
力
会
社（
自
治
体
P
P
S
）を
設

立
し
、共
同
運
営
を
行
って
い
ま
す
。

　
中
で
も
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン

パ
ニ
ー
は
、ス
タ
ー
ト
時
点
で
売
電
に

よ
る
収
益
源
が
あ
る
点
で
十
八
親
和

型
地
域
商
社
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
言

え
ま
す
。

　
今
後
こ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
礎
と
し

て
、各
地
域
の
課
題
解
決
を
す
る
地

域
商
社
を
さ
ら
に
横
展
開
す
る
こ
と

で
地
方
創
生
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

十
八
親
和
銀
行
が
地
域
商
社
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

今
後
の
課
題

地
域
商
社
設
立
に
お
け
る

当
行
の
強
み

十八親和銀行
地域振興部

副部長　長尾 和弘
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電力小売り事業

株式会社西海クリエイティブカンパニー

メディア
事業

スマートシティ
事業

ブランディング&
マーケティング

事業

契 約 施 設

顧 客

収 益

支 払

サ ー ビ ス

電 力 供 給

・ローカルメディア
ばりぐっど運営

・SNS運用代行

・ブログ執筆代行 等

・アプリケーション開発

・ウェブサイト制作

・LINE Bot制作 等

・新商品開発

・営業コンサルティング

・プロモーション /
マーケティング 等

市内経済活性化に向けて再投資

　　　
当
社
は
、2
0
1
7
年
に
西
海
市
、

親
和
銀
行（
現：十
八
親
和
銀
行
）、民
間

の
共
同
出
資
で
設
立
し
た
地
域
商
社
で

す
。長
崎
県
西
海
市
を
拠
点
に
、産
品

の
掘
り
起
し
か
ら
商
品
開
発
、デ
ザ
イ

ン
、販
売
促
進
、情
報
発
信
ま
で
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。地
域
商

社
と
し
て
市
民
か
ら
の
期
待
値
の
高
い

こ
う
し
た
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
と
同
時

に
、地
域
内
新
電
力
事
業
を
展
開
し
、

収
益
源
を
確
保
し
た
自
走
で
き
る
自
立

し
た
法
人
と
し
て
の
成
長
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
設
立
当
時
、政
府
が
掲
げ
た「
ま
ち
・

ひ
と・し
ご
と
創
生
基
本
方
針 

2
0
1

6
」 

に
お
い
て
地
域
資
源
の
市
場
開
拓

の
司
令
塔
を
担
う
地
域
商
社
の
設
立
・

支
援
が
重
要
施
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
当
時
は
、地
域
商
社

の
概
念
や
具
体
例
に
よ
る
検
討
を
行
っ

た
調
査
は
、皆
無
に
近
い
状
況
。そ
の
た

め
、設
立
前
の
半
年
間
は
法
人
格
を
持

た
ず
、地
元
の
方
へ
の
取
材
や
情
報
提

供
、デ
ザ
イ
ン
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
直
接
地
元
の
方
の
声
を
お
聞
き
す
る

こ
と
で
、自
然
に
地
域
の
実
情
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。定
型
的
な

地
域
商
社
の
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
当

て
は
め
る
の
で
は
な
く
、実
態
と
し
て
自

分
た
ち
は
こ
の
地
域
で
何
が
で
き
る
の
か

を
常
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　
昨
今
は
モ
ノ
だ
け
で
な
く
、新
た
な
ま

ち
づ
く
り
構
想
や
市
民
生
活
の
快
適
性

を
見
据
え
た
コ
ト
づ
く
り
、域
内
経
済

循
環
と
し
て
の
ヒ
ト
づ
く
り（
シ
ゴ
ト
づ

く
り
）も
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
ヒ
ト
モ
ノ
コ
ト
と
い
っ
た
地
域
資
源

に
対
し
て
新
た
な
視
点
で
事
業
性
の
あ

る
付
加
価
値
を
見
出
し
、地
域
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
地
域
発
の
主
体
ま
た
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
当
社
は
地
域
商
社
の
定
義

と
し
て
い
ま
す
。　

　
キ
ャ
リ
ア
も
出
身
地
も
異
な
る
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
て
、ヒ
ト
と
感
性
を
軸
に

事
業
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
、創
造

的
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
事
業
に
育
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　　　
2
0
1
7
年
当
時
は
、地
域
商
社
と

い
え
ば
地
域
産
品
の
開
発
や
販
路
開
拓

が
中
心
で
し
た
。し
か
し
、そ
れ
ら
の
収

益
性
は
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
ず
、多

く
の
地
域
商
社
は
助
成
金
や
行
政
に
依

存
し
た
経
営
体
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
課
題
で
し
た
。

　
設
立
に
際
し
て
、親
和
銀
行
か
ら
、自

立
し
た
経
営
を
目
指
し
、安
定
し
た
収

益
源
を
確
保
す
る
べ
く
地
域
内
新
電
力

事
業（
電
力
小
売
り
事
業
）を
軸
に
据
え

て
は
ど
う
か
と
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
事
業
を
基
盤
に
経
営
を
始
め
た

と
こ
ろ
、地
域
商
社
初
の
電
力
小
売
り

事
業
参
入
が
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
業
界
各

所
か
ら
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、注
目

さ
れ
る
こ
と
に
。

　
銀
行
、市
と
の
設
立
に
よ
り
社
会
的

な
信
用
や
信
頼
を
得
る
だ
け
で
な
く
、地

域
商
社
を
運
営
す
る
為
の
情
報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
銀
行
か
ら
の
事
業
と
地
域
性
の
バ
ラ

ン
ス
、攻
め
と
守
り
の
事
業
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
、客
観
的
な
視
点
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
今
の
事
業
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆

　
　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業 

　
地
域
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、事
業
者
だ
け
で
は

手
の
回
ら
な
い
販
売
先
へ
の
営
業
、商
品

開
発
、物
流
網
の
構
築
な
ど
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
先
は
農
家
や
漁
協
、食
品
加

工
業
者
な
ど
多
岐
に
渡
り
、当
社
ス
タ
ッ

フ
が
毎
週
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の
も
と

へ
出
向
し
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。出
向
先
の
あ
る
農
家
で
は
収
穫
し

た
農
産
物
を
加
工
し
新
商
品
の
開

発
、さ
ら
に
新
規
販
路
を
開
拓
す
る
な

ど
の
支
援
を
行
い
、半
年
間
で
売
上
を

3
0
0
万
円
以
上
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

　
　メデ
ィ
ア
事
業

　
立
ち
上
げ
期
か
ら
順
調
に
成
長
し
、

今
で
は
月
間
閲
覧
者
1
万
人
以
上
を

有
す
る
西
海
市
の
ロ
ー
カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ

デ
ィ
ア「
ば
り
ぐ
っ
ど
」を
運
営
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、「
ば
り
ぐ
っ
ど
」に
所
属
し

て
い
た
人
材
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
動
画
ク

リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
起
業
す
る
な
ど
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
や
人
材
育
成
の

分
野
で
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　　
　

　
　

　
　エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業 

　
当
社
は
、卸
電
力
市
場
か
ら
調
達
し

た
安
価
な
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
利
益
が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
卸
電
力
の
仕
入
コ
ス
ト
や
送

電
網
の
利
用
料
金
な
ど
を
差
し
引
い
た

本
事
業
単
体
の
営
業
利
益
が
約
1
千
万

円
に
上
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
公
共
施
設
は
大
手
電
力
会
社

か
ら
当
社
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よって
、

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。昨
年
度
は
既

存
契
約
と
比
べ
電
気
代
を
年
間
8
0
0

万
円
以
上
低
減
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。現
在
は
民
間
施
設
への
展
開
も
開
始

し
、当
社
へ
の
切
替
前
と
比
較
し
て
毎
月

の
電
気
代
が
30
〜
50
%
削
減
で
き
た
と

い
う
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。

　
　
将
来
に
向
か
っ
て

　コ
ロ
ナ
禍
の
市
場
環
境
と
し
て
、あ
ら

ゆ
る
活
動
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
お
り
、

A
I
、I
o
T
、I
T
ツ
ー
ル
な
ど
の
開

発
や
、そ
れ
ら
に
携
わ
る
人
材
の
需
要

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、昨
年
度
よ
り
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
事
業
を
新
設
し
、 

市
民
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
の
ほ
か
、新
た
な
ま
ち

づ
く
り
構
想
や
市
民
生
活
の
快
適
性
を

見
据
え
た
A
I
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
な
ど
、人
材
育
成
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
場
環
境
や
生
活
様
式

が
移
り
変
わ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
会

社
を
成
長
さ
せ
、創
業
期
よ
り
注
力
し

て
い
る
事
業
を
土
台
と
し
、A
I
や
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
・
展
開
を
目
指
す
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
も
行
政
と
連
携

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
や
、自
社
プ
ロ

ダ
ク
ト
の
開
発
・
展
開
を
推
し
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
、こ
れ
ま
で
の
成
果

1

2

34

株式会社西海クリエイティブカンパニー

代表取締役社長　浪方 勇希 氏

地域商社や自治体新電力会社の
設立を支援している 

十八親和銀行
地域振興部の取り組み

　　　　　　　
西
海
市
は
、長
崎
市
と
佐
世
保
市

の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、美
し
い
景

観
と
豊
富
な
地
域
資
源
を
有
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、地
域
の
知
名
度
の
向

上
や
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
進
ん

で
お
ら
ず
、名
前
だ
け
で
地
域
の
特
性

や
ス
ト
ー
リ
ー
を
誰
も
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
、付
加
価
値
が
提
供
で
き
る
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
当
行
は
西
海
市
の
総
合
戦
略
を
具

現
化
す
る
た
め
、西
海
市
と「
地
方
創

生
に
関
す
る
連
携
協
定（
2
0
1
6

年
１2
月
締
結
）」を
結
び
、そ
れ
に
基

づ
き
地
域
商
社
設
立
の
支
援
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　　　
当
行
が
持
っ
て
い
る
地
域
内
外
の

情
報
や
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、企
業
と
企
業
を
結
び
付
け
て
、

新
た
な
可
能
性
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
自
治
体
新
電
力
事

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
を
結
び

付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
益
源
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
の
企

画
立
案
や
監
査
役
の
派
遣
を
行
う
と

同
時
に
継
続
的
な
伴
走
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
西
海
市
と
当
行
が
共
同
で
出
資
す

る
こ
と
で
、地
域
住
民
、取
引
先
企
業

の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
点
も

強
み
で
す
。

　
長
崎
県
の
課
題
は
、日
本
が
抱
え

る
課
題
の
縮
図
で
す
。長
崎
県
の
総

人
口
は
2
0
1
5
年
の
1,
3
7
7

千
人
に
対
し
、2
0
4
0
年
に
は

1,
0
5
3
千
人（
▲
3
2
4
千
人
）

ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
人
口
減
少
抑
制
や
関

係
人
口
増
加
を
促
し
、持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
I
T
を
活
用
し
た
物
流
管

理
シ
ス
テ
ム
や
E
C
で
の
販
路
拡
大

な
ど
、省
人
化
や
地
域
内
外
への
情
報

発
信
に
は
注
力
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
当
行
は
、す
で
に
長
崎
県
内
2１
の

自
治
体
の
う
ち
２
つ
の
自
治
体
で
地

域
商
社
を
、２
つ
の
自
治
体
で
自
治
体

新
電
力
会
社（
自
治
体
P
P
S
）を
設

立
し
、共
同
運
営
を
行
って
い
ま
す
。

　
中
で
も
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン

パ
ニ
ー
は
、ス
タ
ー
ト
時
点
で
売
電
に

よ
る
収
益
源
が
あ
る
点
で
十
八
親
和

型
地
域
商
社
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
言

え
ま
す
。

　
今
後
こ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
礎
と
し

て
、各
地
域
の
課
題
解
決
を
す
る
地

域
商
社
を
さ
ら
に
横
展
開
す
る
こ
と

で
地
方
創
生
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

十
八
親
和
銀
行
が
地
域
商
社
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

今
後
の
課
題

地
域
商
社
設
立
に
お
け
る

当
行
の
強
み

十八親和銀行
地域振興部

副部長　長尾 和弘
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観光振興型
ワーケーション

魅力的な労働条件
で人財確保

（企業の事業継続性確保）

地元志向

3密対策
東京一極集中是正

ワークライフ
バランス志向

観
光
振
興

新
た
な
流
れ

＋

働き方改革

バケーション
（遊ぶ）

トライアル
ワーケーション
お試し

サテライトオフィス
の設置

ワーク
（働く）

交流人口増加
関係人口増加

地域活性化

地域の雇用創出
移住定住促進

※「関係人口」とは
『 地域に関わってくれる人口』のこと
お気に入りの地域に週末ごとに通って
くれたり、頻繁に通わなくても何らか
の形でその地域を応援してくれるよう
な人たち

コロナ禍

壱岐の美しい自然、豊かな食べ物、暮らす人々、歴史。
たくさんの宝に溢れる壱岐の日常は、来訪者にとっては非日常。

それらを「結び」、「えん」となった時に感じる何か。あたたかさ、楽しさ、美味しさ、静かさ。そして、気づき。
壱岐滞在中のそうした時間や体験が、

来訪者とその大切な人達の成長（実り）につながっていくこと。壱岐の人にとっても実りとなること。
それが、『壱岐なワーケーション』の提供価値です。
壱岐は、そうした「えん」と「結び」を育みます。

テレワークセンター（フリーウィルスタジオ）

木漏れ日の下、自然から生まれる
音をBGMに、テントの中で会議

働きやすい設備の整ったコワーキングスペース
ワーケーションのビジターセンターの役割も兼ねる

遺跡の中にある平屋施設
好きな場所でどこでも。
イスなどは無料貸し出し

・島のどこでも仕事ができるように「mobile outdoor office」サービスを展開
・「モバイルWIFI」「モバイルバッテリー」「椅子」「テーブル」「タープ」等をレンタル
・好きな場所で仕事ができるので効率も上がり、ユニークな発想も生まれるかも

島中どこでもワーク

働く（ワーク）

リゾート型テレワークセンター
「フリーウィルスタジオ」ネッ
ト環境はもちろん、短期滞在
型シェアハウスも完備

　　
私
た
ち
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、「
地
域
と
共
に
未

来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、観
光・農
業・雇
用・産
業・健
康・教

育
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
地
方
創
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。地
方
創
生
を
進
め

る
上
で
、地
域
の
課
題
や
資
源
な
ど
地
域

特
性
を
把
握
し
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
戦

略
で
企
画
立
案
し
実
践
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
壱
岐
市
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、主
に
交
流
人
口
増

加
を
目
的
と
し
た
観
光
振
興
事
業
で
あ

り
、地
方
創
生
の
重
要
な
取
り
組
み
と
し

て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、オ
フ
ィ
ス
の

大
都
市
一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散
へ
の

流
れ
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は

こ
れ
を
機
に
、地
方
都
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
よ
る
地
域
の
雇
用
創
出

や
移
住
定
住
に
繋
げ
て
い
く
、都
市
型
の 

“

ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン”

に
つ
い

て
も
今
後
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
壱
岐
市
は
、２
０
１
５
年
度
よ
り
、

住
民
自
ら
が
地
域
社
会
発
展
と
自
分

た
ち
の
未
来
を
自
分
た
ち
で
創
る「
壱

岐
な
み
ら
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
官

民
協
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環

と
し
て
、国
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る「
原
の
　
遺
跡
」内
に
あ
る「
遺
跡
発

掘
用
の
収
納
倉
庫
」を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ーＦ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｗ

Ｉ
Ｌ
Ｌ

 Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

」を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。東
京
や
大
阪
、福
岡
等
の
企
業

7
社
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
置
き
、

年
間
3,
5
0
0
人
が
利
用
し
て
お
り
、

着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、美
し
い
自
然・豊
か
な
食
べ
物・

様
々
な
観
光
資
源
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、ワ―

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
こ
い

の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。交
流
人
口
増

加
や
関
係
人
口
増
加
等
地
域
活
性
化
の

手
段
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入

れ
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
事
業
実
現
に
向
け
て
Ｆ
Ｆ
Ｇ
営

業
統
括
部
地
方
創
生
推
進
グ
ル
ー
プ

（
福
岡
銀
行
地
域
共
創
部
）と
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
全
面
的
に
伴

走
支
援
を
行
って
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
を
通
じ
て
地

方
創
生
を
行
っ
て
い
る
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
社

と
連
携
し
て
、壱
岐
な
ら
で
は
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、在
京

企
業
や
福
岡
の
企
業
に
対
し
て
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
行
い
、

今
後
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策

定
に
繋
げ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、自
身
の

成
長
や
気
付
き
に
繋
が
る
社
会
活
動
や

体
験
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
、壱
岐
な
ら
で
は
の「
学
び
」を
付
加

価
値
と
し
て
付
け
足
す
こ
と
で
コ
ン
テ
ン

ツ
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
今
年
度
は「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、地
域
と
共
に
未
来
を
創
る

金
融
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、地
域
課
題
に
対

す
る
最
適
解
を
探
す
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。そ
の
一
つ
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
で
あ
り
、事
業
を
成
功
さ
せ
る
た

め
、テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ト
ラ
イ
ア

ル
は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
働
く（
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施・域
内
ど

こ
で
も
ワ
ー
ク
等
）」「
遊
ぶ（
域
内
観
光

ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り・動
物
等
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験・キ
ャ
ン
プ
体
験
）」、「
学
ぶ（
お

子
様
の
短
期
留
学
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
教

育
コ
ン
テ
ン
ツ
）」な
ど
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を

伴
走
支
援
し
て
、ゆ
く
ゆ
く
は
移
住

定
住
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
魅
力
と
そ
れ
を
支

え
る
人
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、銀
行

系
地
方
創
生
メ
デ
ィ
ア“

ｂａｎ
ｋ

ｂ
ａｔ
ｏｎ”

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

壱
岐
市
の
ワ
ー
ケ
ー
ション

事
業
に
つ
い
て

事
例
紹
介

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

地域とつながるFFG連携プロジェクト
FFGの幅広いネットワークを活かした地域創生の具体的な実例をご紹介いたします。

Fu

kuoka Financial Group　
FukuokaFinancia

lG
ro

up

“

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン”

事
業

地域とつながるFFG連携プロジェクト
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観光振興型
ワーケーション

魅力的な労働条件
で人財確保

（企業の事業継続性確保）

地元志向

3密対策
東京一極集中是正

ワークライフ
バランス志向

観
光
振
興

新
た
な
流
れ

＋

働き方改革

バケーション
（遊ぶ）

トライアル
ワーケーション
お試し

サテライトオフィス
の設置

ワーク
（働く）

交流人口増加
関係人口増加

地域活性化

地域の雇用創出
移住定住促進

※「関係人口」とは
『 地域に関わってくれる人口』のこと
お気に入りの地域に週末ごとに通って
くれたり、頻繁に通わなくても何らか
の形でその地域を応援してくれるよう
な人たち

コロナ禍

壱岐の美しい自然、豊かな食べ物、暮らす人々、歴史。
たくさんの宝に溢れる壱岐の日常は、来訪者にとっては非日常。

それらを「結び」、「えん」となった時に感じる何か。あたたかさ、楽しさ、美味しさ、静かさ。そして、気づき。
壱岐滞在中のそうした時間や体験が、

来訪者とその大切な人達の成長（実り）につながっていくこと。壱岐の人にとっても実りとなること。
それが、『壱岐なワーケーション』の提供価値です。
壱岐は、そうした「えん」と「結び」を育みます。

テレワークセンター（フリーウィルスタジオ）

木漏れ日の下、自然から生まれる
音をBGMに、テントの中で会議

働きやすい設備の整ったコワーキングスペース
ワーケーションのビジターセンターの役割も兼ねる

遺跡の中にある平屋施設
好きな場所でどこでも。
イスなどは無料貸し出し

・島のどこでも仕事ができるように「mobile outdoor office」サービスを展開
・「モバイルWIFI」「モバイルバッテリー」「椅子」「テーブル」「タープ」等をレンタル
・好きな場所で仕事ができるので効率も上がり、ユニークな発想も生まれるかも

島中どこでもワーク

働く（ワーク）

リゾート型テレワークセンター
「フリーウィルスタジオ」ネッ
ト環境はもちろん、短期滞在
型シェアハウスも完備

　　
私
た
ち
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、「
地
域
と
共
に
未

来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、観
光・農
業・雇
用・産
業・健
康・教

育
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
地
方
創
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。地
方
創
生
を
進
め

る
上
で
、地
域
の
課
題
や
資
源
な
ど
地
域

特
性
を
把
握
し
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
戦

略
で
企
画
立
案
し
実
践
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
壱
岐
市
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、主
に
交
流
人
口
増

加
を
目
的
と
し
た
観
光
振
興
事
業
で
あ

り
、地
方
創
生
の
重
要
な
取
り
組
み
と
し

て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、オ
フ
ィ
ス
の

大
都
市
一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散
へ
の

流
れ
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は

こ
れ
を
機
に
、地
方
都
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
よ
る
地
域
の
雇
用
創
出

や
移
住
定
住
に
繋
げ
て
い
く
、都
市
型
の 

“

ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン”

に
つ
い

て
も
今
後
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
壱
岐
市
は
、２
０
１
５
年
度
よ
り
、

住
民
自
ら
が
地
域
社
会
発
展
と
自
分

た
ち
の
未
来
を
自
分
た
ち
で
創
る「
壱

岐
な
み
ら
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
官

民
協
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環

と
し
て
、国
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る「
原
の
　
遺
跡
」内
に
あ
る「
遺
跡
発

掘
用
の
収
納
倉
庫
」を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ーＦ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｗ

Ｉ
Ｌ
Ｌ

 Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

」を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。東
京
や
大
阪
、福
岡
等
の
企
業

7
社
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
置
き
、

年
間
3,
5
0
0
人
が
利
用
し
て
お
り
、

着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、美
し
い
自
然・豊
か
な
食
べ
物・

様
々
な
観
光
資
源
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、ワ―

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
こ
い

の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。交
流
人
口
増

加
や
関
係
人
口
増
加
等
地
域
活
性
化
の

手
段
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入

れ
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
事
業
実
現
に
向
け
て
Ｆ
Ｆ
Ｇ
営

業
統
括
部
地
方
創
生
推
進
グ
ル
ー
プ

（
福
岡
銀
行
地
域
共
創
部
）と
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
全
面
的
に
伴

走
支
援
を
行
って
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
を
通
じ
て
地

方
創
生
を
行
っ
て
い
る
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
社

と
連
携
し
て
、壱
岐
な
ら
で
は
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、在
京

企
業
や
福
岡
の
企
業
に
対
し
て
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
行
い
、

今
後
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策

定
に
繋
げ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、自
身
の

成
長
や
気
付
き
に
繋
が
る
社
会
活
動
や

体
験
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
、壱
岐
な
ら
で
は
の「
学
び
」を
付
加

価
値
と
し
て
付
け
足
す
こ
と
で
コ
ン
テ
ン

ツ
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
今
年
度
は「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、地
域
と
共
に
未
来
を
創
る

金
融
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、地
域
課
題
に
対

す
る
最
適
解
を
探
す
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。そ
の
一
つ
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
で
あ
り
、事
業
を
成
功
さ
せ
る
た

め
、テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ト
ラ
イ
ア

ル
は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
働
く（
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施・域
内
ど

こ
で
も
ワ
ー
ク
等
）」「
遊
ぶ（
域
内
観
光

ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り・動
物
等
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験・キ
ャ
ン
プ
体
験
）」、「
学
ぶ（
お

子
様
の
短
期
留
学
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
教

育
コ
ン
テ
ン
ツ
）」な
ど
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を

伴
走
支
援
し
て
、ゆ
く
ゆ
く
は
移
住

定
住
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
魅
力
と
そ
れ
を
支

え
る
人
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、銀
行

系
地
方
創
生
メ
デ
ィ
ア“

ｂａｎ
ｋ

ｂ
ａｔ
ｏｎ”

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

壱
岐
市
の
ワ
ー
ケ
ー
ション

事
業
に
つ
い
て

事
例
紹
介

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

地域とつながるFFG連携プロジェクト
FFGの幅広いネットワークを活かした地域創生の具体的な実例をご紹介いたします。

Fu

kuoka Financial Group　
FukuokaFinancia

lG
ro

up

“

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン”

事
業

地域とつながるFFG連携プロジェクト
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焚き火トーク
（テレワークセンター側で焚き火トーク）

焚き火を囲みながらコーヒーを飲んだり、
様々なコミュニケーションを図る場に

年にリニューアル

壱岐イルカパーク＆リゾート アウトドア体験

学ぶ（ラーニング・ソーシャル）

短期留学
体験版

市民対話会

遊ぶ（バケーション）

家族で気軽に壱岐の自然を満喫し
たい！そんな方にお勧めなのが「壱
岐イルカパーク＆リゾート」のプログ
ラム
イルカと触れ合う・泳ぐことからトレ
ーナー体験まで、イルカのことを学
べてイルカのことが好きになる各種
体験プログラムを準備

言葉を発しなくても、同じ炎を囲ん
でいるだけで何だか通じ合えるよ
うなそんな「焚き火」が壱岐版ワー
ケーションのキーワードである“え
ん＝円・縁”の象徴　定期的に「焚
き火時間」を設け、リラックスしな
がら家族同士、ワーカー同士、地元
の皆さんと同じ時間を過ごすこと
でお互いを知り、共感を得たり認め
合うことで、精神的な充足感を得る

島に訪れると、一番に目に入るのが
美しい自然
お勧めは船釣り！壱岐の船釣りの凄
いところはなにも準備が必要なく、「釣
りを楽しみたい」という気持ちだけ
持っていけばOK　海のプロとの船
釣りなんてめったにできない体験
船上での釣り体験は、非日常感はもち
ろん、新しい価値観を見出せるかも！

は銀行系地方創生メディアとして、
地域と人と企業を結ぶ銀行ならではの視点で、
地域の魅力とそれを支える人々のストーリーを紹介
していきます。

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部　地方創生推進グループ
　左からFFGビジネスコンサルティング　瓦林副部長　
福岡銀行 地域共創部 地方創生推進室　今泉室長、藤永副調査役

地方創生なら私たちに
ご相談ください！

自然豊かな壱岐島で、新たな自分を発見！
を体感 壱岐なみらい研究所 歩行ラリー（テレワークセンターで1日版体験）

・多感な小・中学生の時期に、豊かな自然の中でのびのびと過ごすことによって感性を磨き、
子どもの自立心を養い、考えて行動する自制心や、島の子どもたちとの関わりの中で、周りと
の協調性を育てる
・里親との日々のコミュニケーションで優しさや思いやりの心も育まれる

･壱岐の未来はこうあって欲しい！など、様々な
ことを話し合う場
･参加者自由、出入りも自由。高校生、社会人、
様々な人が交流

壱岐の自然を生かした、気づきを得られるコンテンツ
九州地区から全国で最初にSDGs未来都市に選定された
壱岐市で、SDGsについて学ぶセミナーを受講できる
また、現在、東京大学とSDGsを学ぶコンテンツも開発中

2019年、壱岐市と慶應義塾大学SFC研
究所が『地域創生に関する研究開発の
連携協力協定』を締結

壱岐市いきっこ留学（短期留学体験版）

　　
私
た
ち
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、「
地
域
と
共
に
未

来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、観
光・農
業・雇
用・産
業・健
康・教

育
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
地
方
創
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。地
方
創
生
を
進
め

る
上
で
、地
域
の
課
題
や
資
源
な
ど
地
域

特
性
を
把
握
し
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
戦

略
で
企
画
立
案
し
実
践
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
壱
岐
市
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、主
に
交
流
人
口
増

加
を
目
的
と
し
た
観
光
振
興
事
業
で
あ

り
、地
方
創
生
の
重
要
な
取
り
組
み
と
し

て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、オ
フ
ィ
ス
の

大
都
市
一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散
へ
の

流
れ
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は

こ
れ
を
機
に
、地
方
都
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
よ
る
地
域
の
雇
用
創
出

や
移
住
定
住
に
繋
げ
て
い
く
、都
市
型
の 

“

ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン”

に
つ
い

て
も
今
後
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
壱
岐
市
は
、２
０
１
５
年
度
よ
り
、

住
民
自
ら
が
地
域
社
会
発
展
と
自
分

た
ち
の
未
来
を
自
分
た
ち
で
創
る「
壱

岐
な
み
ら
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
官

民
協
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環

と
し
て
、国
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る「
原
の
　
遺
跡
」内
に
あ
る「
遺
跡
発

掘
用
の
収
納
倉
庫
」を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ーＦ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｗ

Ｉ
Ｌ
Ｌ

 Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

」を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。東
京
や
大
阪
、福
岡
等
の
企
業

7
社
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
置
き
、

年
間
3,
5
0
0
人
が
利
用
し
て
お
り
、

着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、美
し
い
自
然・豊
か
な
食
べ
物・

様
々
な
観
光
資
源
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、ワ―

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
こ
い

の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。交
流
人
口
増

加
や
関
係
人
口
増
加
等
地
域
活
性
化
の

手
段
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入

れ
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
事
業
実
現
に
向
け
て
Ｆ
Ｆ
Ｇ
営

業
統
括
部
地
方
創
生
推
進
グ
ル
ー
プ

（
福
岡
銀
行
地
域
共
創
部
）と
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
全
面
的
に
伴

走
支
援
を
行
って
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
を
通
じ
て
地

方
創
生
を
行
っ
て
い
る
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
社

と
連
携
し
て
、壱
岐
な
ら
で
は
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、在
京

企
業
や
福
岡
の
企
業
に
対
し
て
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
行
い
、

今
後
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策

定
に
繋
げ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、自
身
の

成
長
や
気
付
き
に
繋
が
る
社
会
活
動
や

体
験
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
、壱
岐
な
ら
で
は
の「
学
び
」を
付
加

価
値
と
し
て
付
け
足
す
こ
と
で
コ
ン
テ
ン

ツ
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
今
年
度
は「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、地
域
と
共
に
未
来
を
創
る

金
融
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、地
域
課
題
に
対

す
る
最
適
解
を
探
す
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。そ
の
一
つ
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
で
あ
り
、事
業
を
成
功
さ
せ
る
た

め
、テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ト
ラ
イ
ア

ル
は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
働
く（
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施・域
内
ど

こ
で
も
ワ
ー
ク
等
）」「
遊
ぶ（
域
内
観
光

ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り・動
物
等
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験・キ
ャ
ン
プ
体
験
）」、「
学
ぶ（
お

子
様
の
短
期
留
学
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
教

育
コ
ン
テ
ン
ツ
）」な
ど
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を

伴
走
支
援
し
て
、ゆ
く
ゆ
く
は
移
住

定
住
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
魅
力
と
そ
れ
を
支

え
る
人
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、銀
行

系
地
方
創
生
メ
デ
ィ
ア“

ｂａｎ
ｋ

ｂ
ａｔ
ｏｎ”

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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焚き火トーク
（テレワークセンター側で焚き火トーク）

焚き火を囲みながらコーヒーを飲んだり、
様々なコミュニケーションを図る場に

年にリニューアル

壱岐イルカパーク＆リゾート アウトドア体験

学ぶ（ラーニング・ソーシャル）

短期留学
体験版

市民対話会

遊ぶ（バケーション）

家族で気軽に壱岐の自然を満喫し
たい！そんな方にお勧めなのが「壱
岐イルカパーク＆リゾート」のプログ
ラム
イルカと触れ合う・泳ぐことからトレ
ーナー体験まで、イルカのことを学
べてイルカのことが好きになる各種
体験プログラムを準備

言葉を発しなくても、同じ炎を囲ん
でいるだけで何だか通じ合えるよ
うなそんな「焚き火」が壱岐版ワー
ケーションのキーワードである“え
ん＝円・縁”の象徴　定期的に「焚
き火時間」を設け、リラックスしな
がら家族同士、ワーカー同士、地元
の皆さんと同じ時間を過ごすこと
でお互いを知り、共感を得たり認め
合うことで、精神的な充足感を得る

島に訪れると、一番に目に入るのが
美しい自然
お勧めは船釣り！壱岐の船釣りの凄
いところはなにも準備が必要なく、「釣
りを楽しみたい」という気持ちだけ
持っていけばOK　海のプロとの船
釣りなんてめったにできない体験
船上での釣り体験は、非日常感はもち
ろん、新しい価値観を見出せるかも！

は銀行系地方創生メディアとして、
地域と人と企業を結ぶ銀行ならではの視点で、
地域の魅力とそれを支える人々のストーリーを紹介
していきます。

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部　地方創生推進グループ
　左からFFGビジネスコンサルティング　瓦林副部長　
福岡銀行 地域共創部 地方創生推進室　今泉室長、藤永副調査役

地方創生なら私たちに
ご相談ください！

自然豊かな壱岐島で、新たな自分を発見！
を体感 壱岐なみらい研究所 歩行ラリー（テレワークセンターで1日版体験）

・多感な小・中学生の時期に、豊かな自然の中でのびのびと過ごすことによって感性を磨き、
子どもの自立心を養い、考えて行動する自制心や、島の子どもたちとの関わりの中で、周りと
の協調性を育てる
・里親との日々のコミュニケーションで優しさや思いやりの心も育まれる

･壱岐の未来はこうあって欲しい！など、様々な
ことを話し合う場
･参加者自由、出入りも自由。高校生、社会人、
様々な人が交流

壱岐の自然を生かした、気づきを得られるコンテンツ
九州地区から全国で最初にSDGs未来都市に選定された
壱岐市で、SDGsについて学ぶセミナーを受講できる
また、現在、東京大学とSDGsを学ぶコンテンツも開発中

2019年、壱岐市と慶應義塾大学SFC研
究所が『地域創生に関する研究開発の
連携協力協定』を締結

壱岐市いきっこ留学（短期留学体験版）

　　
私
た
ち
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、「
地
域
と
共
に
未

来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、観
光・農
業・雇
用・産
業・健
康・教

育
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
地
方
創
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。地
方
創
生
を
進
め

る
上
で
、地
域
の
課
題
や
資
源
な
ど
地
域

特
性
を
把
握
し
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
戦

略
で
企
画
立
案
し
実
践
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
壱
岐
市
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、主
に
交
流
人
口
増

加
を
目
的
と
し
た
観
光
振
興
事
業
で
あ

り
、地
方
創
生
の
重
要
な
取
り
組
み
と
し

て
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
、今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、オ
フ
ィ
ス
の

大
都
市
一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散
へ
の

流
れ
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は

こ
れ
を
機
に
、地
方
都
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
よ
る
地
域
の
雇
用
創
出

や
移
住
定
住
に
繋
げ
て
い
く
、都
市
型
の 

“

ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン”

に
つ
い

て
も
今
後
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
壱
岐
市
は
、２
０
１
５
年
度
よ
り
、

住
民
自
ら
が
地
域
社
会
発
展
と
自
分

た
ち
の
未
来
を
自
分
た
ち
で
創
る「
壱

岐
な
み
ら
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
官

民
協
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環

と
し
て
、国
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る「
原
の
　
遺
跡
」内
に
あ
る「
遺
跡
発

掘
用
の
収
納
倉
庫
」を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ーＦ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｗ

Ｉ
Ｌ
Ｌ

 Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

」を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。東
京
や
大
阪
、福
岡
等
の
企
業

7
社
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
置
き
、

年
間
3,
5
0
0
人
が
利
用
し
て
お
り
、

着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、美
し
い
自
然・豊
か
な
食
べ
物・

様
々
な
観
光
資
源
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、ワ―

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
こ
い

の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。交
流
人
口
増

加
や
関
係
人
口
増
加
等
地
域
活
性
化
の

手
段
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入

れ
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
事
業
実
現
に
向
け
て
Ｆ
Ｆ
Ｇ
営

業
統
括
部
地
方
創
生
推
進
グ
ル
ー
プ

（
福
岡
銀
行
地
域
共
創
部
）と
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
全
面
的
に
伴

走
支
援
を
行
って
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
を
通
じ
て
地

方
創
生
を
行
っ
て
い
る
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
社

と
連
携
し
て
、壱
岐
な
ら
で
は
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、在
京

企
業
や
福
岡
の
企
業
に
対
し
て
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
行
い
、

今
後
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策

定
に
繋
げ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、自
身
の

成
長
や
気
付
き
に
繋
が
る
社
会
活
動
や

体
験
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
、壱
岐
な
ら
で
は
の「
学
び
」を
付
加

価
値
と
し
て
付
け
足
す
こ
と
で
コ
ン
テ
ン

ツ
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
今
年
度
は「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、地
域
と
共
に
未
来
を
創
る

金
融
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、地
域
課
題
に
対

す
る
最
適
解
を
探
す
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。そ
の
一
つ
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
で
あ
り
、事
業
を
成
功
さ
せ
る
た

め
、テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ト
ラ
イ
ア

ル
は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
働
く（
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施・域
内
ど

こ
で
も
ワ
ー
ク
等
）」「
遊
ぶ（
域
内
観
光

ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り・動
物
等
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験・キ
ャ
ン
プ
体
験
）」、「
学
ぶ（
お

子
様
の
短
期
留
学
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
教

育
コ
ン
テ
ン
ツ
）」な
ど
、ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を

伴
走
支
援
し
て
、ゆ
く
ゆ
く
は
移
住

定
住
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
魅
力
と
そ
れ
を
支

え
る
人
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、銀
行

系
地
方
創
生
メ
デ
ィ
ア“

ｂａｎ
ｋ

ｂ
ａｔ
ｏｎ”

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

地域とつながるFFG連携プロジェクト
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会員様限定
無 料

インターネットセミナーは、多彩なセミナーを視聴できるサービスです。
会員様であれば無制限にご利用いただけます。

https://www.ffgbc.com/

FFGビジネスコンサルティング
トップ画面 FFG経営者クラブトップ画面 ID・パスワードを

入力してください。
視聴したいセミナーを
選択してください。

FFGビジネスコンサルティング

こんな方に最適です。
セミナーは受けたいけど
時間がとれない！

勉強会（社内研修）
などにご活用ください。

継続的に社員研修を
行いたい！

豊富なラインナップ
からご希望のセミナーを

選べます。

受講したいと思えるセミナーが
開催されていない！

インターネット
セミナーは

●毎月新しいコンテンツが続々更新されます。
●1社1組のアカウント（ID・パスワード）で何人でも視聴できます。
●WindowsPCであれば、ほとんどの場合視聴可能です。

ジャンルは 経営、人材育成、著名人の講演、法律、税務・財務・経理
…多種・多様です！

24時間いつでも
ご利用いただけます。

ログイン方法

検 索

FFG経営者クラブインターネットセミナーのご利用には「FFG経営者クラブ（年会費26,000円）」へのご入会が必要です。

クリック
クリック

インターネットセミナー
FFG経営者クラブ

TEL092-723-2241  FAX092-721-9258
〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店ビル5階

受付時間／平日9：00～17：45 （但し、銀行休業日は除きます。）

FFG経営者クラブの
お申込み・お問合せは

FFG経営者クラブ事務局  株式会社 FFGビジネスコンサルティング内

ふくおかフィナンシャルグループ
取引信用保険制度
取引先の不測の倒産・入金遅延などの
代金未回収リスクを保険でカバーできます。

ふくおかフィナンシャルグループ取引信用保険制度に関するお問い合わせは、お取引店までご相談ください。

もしも、
取引先から債権を
回収できなかったら...。

（買主・与信設定先）

取引先
（加入者・銀行取引先）

貴　社

売買契約

制度の概要

代金未回収
発生！！ 保険金

保険契約

保険会社
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株式会社 出雲総業

創 業
設 立
所 在 地
資 本 金
従 業 員
事業内容
事業拠点

：
：
：
：
：
：
：

1951年
1972年
熊本県八代市松江町290-1
2,000万円
160名
冠婚葬祭業
熊本県八代市・熊本市中央区・
南区・菊陽町

合掌殿 島田斎場ザスタイルオブエクセレント

コロナ禍での子どもランチ、
豪雨水害被災地での炊き出しで地域を応援。

紹介
するコーナーです 

お取
引先の

社会貢献活動を

われら 
社会貢献
企業

株式会社出雲総業
企業概要

八代市内での炊き出しの様子

熊本銀行　八代支店
取引店

子どもランチ応援プランで提供された料理

　熊
本
県
八
代
市
を
中
心
に
結
婚
式
場
3
会
場
、

貸
衣
装
1
店
舗
、葬
儀
場
4
会
場
を
運
営
す
る
株

式
会
社
出
雲
総
業
は
、1
9
5
1
年
の
創
業
以
来
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
問
わ
ず
、お
客
様
と
想
い
を
等

し
く
し
、真
心
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
供
を
徹
底
さ
れ

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　今
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
て
臨
時
休
校
が
続
い
て
い
た
3
月
か
ら

4
月
に
か
け
て
、八
代
市
の
当
社
が
運
営
す
る
結

婚
式
場「
八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
」で
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
た
ち
に
1
人
1
0
0
円
で
料
理
を

振
る
舞
う「
子
ど
も
ラ
ン
チ
応
援
プ
ラ
ン
」を
実

施
し
、口
コ
ミ
や
S
N
S
で
情
報
は
広
が
っ
て
大

好
評
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
7
月
の
豪
雨
水
害
で
は
、八
代
市
内
で
豚

汁
の
炊
き
出
し
を
実
施
さ
れ
、避
難
所
生
活
を
送

ら
ざ
る
を
得
な
い
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
応
援

を
被
災
直
後
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　地
域
密
着
の
事
業

を
展
開
さ
れ
る
当
社

は「
人
生
の
感
動
を

真
心
で
お
く
る
」を

社
是
に
掲
げ
て
お

り
、当
社
自
身
も
被

災
す
る
中
で
も
地
域

を
応
援
さ
れ
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

会社ホームページは
こちらからどうぞ！

島原市の花「梅」+島原手延べそうめんの即席めん

FILE.02

　島原城の梅園は長崎県下では有数の梅の名所。築城の名手と
讃えられた島原藩の初代藩主である松倉豊後守重政が1624年に
城内に梅園を作らせたことが始まりと言われています。
　島原農業高校の生徒が市花である梅と特産である手延べ素麺を
使用し、島原をPRできる新しい特産品を作りたいという思いで開発
しました。別添のねり梅スティックは【島原そうめん】【長崎近海産
あご】との相性が抜群です。ほっと安心できる味になっています。
　ほかにもスープ生姜めん、スープほうれん草めん、薬草麺のスープ
カレーなどの共同開発商品をお取り寄せいただけます。

長崎県立
島原農業高等学校
長崎県島原市
下折橋町4520番地

島原農業高校とめんの山一の産学連携そうめん

あごだし手延べそうめん梅茶漬け

母校の逸品

めんの山一直売店「麺匠の里」、長崎県内・島原市内の
観光地売店（グラバー園・島原城・清流亭 など※）

通販はこちら

購入可能店舗

総重量81g
即席手延べめん60g、粉末スープ11g
ねり梅スティック10g

※常時販売していない場合もございます
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設 立
所 在 地
資 本 金
従 業 員
事業内容
事業拠点
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：
：
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1951年
1972年
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南区・菊陽町
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豪雨水害被災地での炊き出しで地域を応援。

紹介
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引先の
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社会貢献
企業

株式会社出雲総業
企業概要

八代市内での炊き出しの様子

熊本銀行　八代支店
取引店

子どもランチ応援プランで提供された料理
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本
県
八
代
市
を
中
心
に
結
婚
式
場
3
会
場
、

貸
衣
装
1
店
舗
、葬
儀
場
4
会
場
を
運
営
す
る
株

式
会
社
出
雲
総
業
は
、1
9
5
1
年
の
創
業
以
来
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
問
わ
ず
、お
客
様
と
想
い
を
等

し
く
し
、真
心
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
供
を
徹
底
さ
れ

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　今
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
て
臨
時
休
校
が
続
い
て
い
た
3
月
か
ら

4
月
に
か
け
て
、八
代
市
の
当
社
が
運
営
す
る
結

婚
式
場「
八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
」で
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
た
ち
に
1
人
1
0
0
円
で
料
理
を

振
る
舞
う「
子
ど
も
ラ
ン
チ
応
援
プ
ラ
ン
」を
実

施
し
、口
コ
ミ
や
S
N
S
で
情
報
は
広
が
っ
て
大

好
評
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
7
月
の
豪
雨
水
害
で
は
、八
代
市
内
で
豚

汁
の
炊
き
出
し
を
実
施
さ
れ
、避
難
所
生
活
を
送

ら
ざ
る
を
得
な
い
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
応
援

を
被
災
直
後
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　地
域
密
着
の
事
業

を
展
開
さ
れ
る
当
社

は「
人
生
の
感
動
を

真
心
で
お
く
る
」を

社
是
に
掲
げ
て
お

り
、当
社
自
身
も
被

災
す
る
中
で
も
地
域

を
応
援
さ
れ
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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めんの山一直売店「麺匠の里」、長崎県内・島原市内の
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壱
岐
は
南
北
17
㎞
、東
西
14

㎞
の
島
で
す
。博
多
港（
福
岡

市
）、唐
津
港（
唐
津
市
）か
ら
船

で
、も
し
く
は
長
崎
空
港
か
ら
飛

行
機
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
鮮
な
魚
介
類
や
壱
岐
牛
な

ど
の
グ
ル
メ
、パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
も
有
名
な
絶
景
の
数
々
。

今
回
は
離
島
好
き
、釣
り
好
き
の

間
で
も
注
目
を
集
め
る
壱
岐
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

詳細のMAPは
こちらから

健
康
目
線
で
地
域
を
ご
紹
介

楽
し
く
歩
い
て
健
康
づ
く
り

株式会社なかはら（とらふぐ養殖）
芦辺町箱崎中山触828-1　☎0920-45-2300

1

壱岐の蔵酒造株式会社
芦辺町湯岳本村触520　☎0920-45-2111

3

壱岐テレワーク
センター

（愛称 ： FREE WILL STUDIO）

芦辺町深江鶴亀触1092-5
☎0920-40-0231

7

株式会社
若宮水産

芦辺町箱崎中山触２６０４
☎0920-45-3875 

2

【壱岐焼酎】1995年、世界貿易機関
の協定で、地理的表示の産地指定を
受け、国際的にも認められました。酒
造所在地をマークで表示しています。

壱岐の蔵酒造
株式会社 株式会社

壱岐の華

株式会社
猿川伊豆酒造

4 小島神社
　普段は海に浮かぶ島にある神社
ですが、干潮時に参道が現れて参
拝することができます。「壱岐のモ
ンサンミッシェル」と呼ばれる注目
のパワースポットです。

ウォーキング
マップ

Aコース
壱岐市

5 はらほげ地蔵
　満潮時には体の半分以上が水
没してしまう６体の地蔵です。胸の
ところに丸い穴があるので、はらほ
げ地蔵と呼ばれています。

6 壱岐市立
一支国博物館

　「魏志倭人伝」の中で、一支国
の王都跡とされている原の辻遺
跡などに関する資料や出土品を
収蔵しています。

9 松永記念館　　
　明治から昭和にかけて、日
本の電力普及と振興に努め
た松永安左エ門の功績を伝
えるため、生家内に建てられ
た記念館です。

10 マリンパル壱岐　　
　1階には海産物をはじ
め、地域産品の直売所が
あります。観光客がお土産
品を購入する他、地元の
人々 にも人気です。

玄海酒造株式会社
郷ノ浦町志原西触550-1　☎0920-47-0160

8

　壱岐の島は、五百年の焼酎造りの伝統を持つ
麦焼酎発祥の地です。
　大麦２、米麹１の割合で仕込む本来の製法を守
りながら、減圧蒸留、花酵母仕込みなどの新しい試
みと組み合わせることにより、特徴のある焼酎が生
まれます。
　「壱岐っ娘」「壱岐の島」をはじめ
とした、様々な麦焼酎の製造工程が
見られる蔵見学や、試飲を楽しむこ
とができます。

　明治33年に岳の辻（壱岐で一番高い
山）の伏流水を使って焼酎造りを始めまし
た。
　酒名は、「むぎ焼酎壱岐」。その特徴は、米
麹の持つ甘みと大麦の香りです。
　焼酎資料館も併設され、壱岐が「麦焼酎
発祥の地」といわれる由来や、
その伝統的な製法などを紹介
しています。焼酎の試飲や販
売も行っています。

　ワーケーションオフィスや島外企業
のサテライトオフィスとしての利用のほ
か、スタートアップ拠点としても利用さ
れています。
　そのほか、移住・定住
者の増加を目的とした壱
岐の魅力発信も行ってい
ます。

　さざえやうに、あわびを中心とした生
鮮貝類の水産加工・卸売の企業です。
　特にさざえは長崎県が漁獲量全国
一位であり、「若宮ブランド」として評価
を得ています。
　また、あわび、さざえ、うに、壱岐牛、柚
子など地元の幸を「壱膳
ブランド」として商品化
し、直営のお土産ショッ
プで販売しています。

　土木・建設業を母体に、ホテル業、風力発電事業、とらふぐの陸上養殖事業
に取り組んでいます。
　中でもとらふぐの養殖では、水質にこ
だわり、地下の海水層と淡水層を同じ
場所でくみ上げた低塩分濃度の地下
水を使っています。それにより雑菌も少
なくなり、とらふぐの成長
も早く身質も上質になり
ます。
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株式会社なかはら（とらふぐ養殖）
芦辺町箱崎中山触828-1　☎0920-45-2300

1

壱岐の蔵酒造株式会社
芦辺町湯岳本村触520　☎0920-45-2111

3

壱岐テレワーク
センター

（愛称 ： FREE WILL STUDIO）

芦辺町深江鶴亀触1092-5
☎0920-40-0231
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株式会社
若宮水産

芦辺町箱崎中山触２６０４
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2

【壱岐焼酎】1995年、世界貿易機関
の協定で、地理的表示の産地指定を
受け、国際的にも認められました。酒
造所在地をマークで表示しています。

壱岐の蔵酒造
株式会社 株式会社
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猿川伊豆酒造

4 小島神社
　普段は海に浮かぶ島にある神社
ですが、干潮時に参道が現れて参
拝することができます。「壱岐のモ
ンサンミッシェル」と呼ばれる注目
のパワースポットです。
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5 はらほげ地蔵
　満潮時には体の半分以上が水
没してしまう６体の地蔵です。胸の
ところに丸い穴があるので、はらほ
げ地蔵と呼ばれています。

6 壱岐市立
一支国博物館

　「魏志倭人伝」の中で、一支国
の王都跡とされている原の辻遺
跡などに関する資料や出土品を
収蔵しています。

9 松永記念館　　
　明治から昭和にかけて、日
本の電力普及と振興に努め
た松永安左エ門の功績を伝
えるため、生家内に建てられ
た記念館です。

10 マリンパル壱岐　　
　1階には海産物をはじ
め、地域産品の直売所が
あります。観光客がお土産
品を購入する他、地元の
人々 にも人気です。

玄海酒造株式会社
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　壱岐の島は、五百年の焼酎造りの伝統を持つ
麦焼酎発祥の地です。
　大麦２、米麹１の割合で仕込む本来の製法を守
りながら、減圧蒸留、花酵母仕込みなどの新しい試
みと組み合わせることにより、特徴のある焼酎が生
まれます。
　「壱岐っ娘」「壱岐の島」をはじめ
とした、様々な麦焼酎の製造工程が
見られる蔵見学や、試飲を楽しむこ
とができます。

　明治33年に岳の辻（壱岐で一番高い
山）の伏流水を使って焼酎造りを始めまし
た。
　酒名は、「むぎ焼酎壱岐」。その特徴は、米
麹の持つ甘みと大麦の香りです。
　焼酎資料館も併設され、壱岐が「麦焼酎
発祥の地」といわれる由来や、
その伝統的な製法などを紹介
しています。焼酎の試飲や販
売も行っています。

　ワーケーションオフィスや島外企業
のサテライトオフィスとしての利用のほ
か、スタートアップ拠点としても利用さ
れています。
　そのほか、移住・定住
者の増加を目的とした壱
岐の魅力発信も行ってい
ます。

　さざえやうに、あわびを中心とした生
鮮貝類の水産加工・卸売の企業です。
　特にさざえは長崎県が漁獲量全国
一位であり、「若宮ブランド」として評価
を得ています。
　また、あわび、さざえ、うに、壱岐牛、柚
子など地元の幸を「壱膳
ブランド」として商品化
し、直営のお土産ショッ
プで販売しています。

　土木・建設業を母体に、ホテル業、風力発電事業、とらふぐの陸上養殖事業
に取り組んでいます。
　中でもとらふぐの養殖では、水質にこ
だわり、地下の海水層と淡水層を同じ
場所でくみ上げた低塩分濃度の地下
水を使っています。それにより雑菌も少
なくなり、とらふぐの成長
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こちらから

【壱岐焼酎】1995年、世界貿易機関の協定で、
地理的表示の産地指定を受け、国際的にも認
められました。酒造所在地をマークで表示して
います。

【壱岐焼酎 七蔵】
左から、天の川酒造・
山の守酒造場・玄海酒
造・重家酒造・猿川伊
豆酒造・壱岐の華・壱
岐の蔵酒造

3 岳の辻展望台
　島内最高峰の展望台から島
の大部分を見渡せる絶景ス
ポットです。
　大和朝廷時代には、岳の辻
山頂に狼煙台が置かれていた
そうです。

2 春一番の塔
　春先の強い南風を示す「春一番」。この
言葉の発祥地が壱岐です。
　江戸時代、この風を受け地元漁師が遭
難したため、自然の怖さを忘れないよう
にとの思いを込めて建てられました。

6 鬼の足跡
　周囲１１０メートルの大穴は、「大鬼
のデイが鯨をすくい捕るために踏ん
張ってできた足跡」とされており、2013
年には、日本百名洞に選ばれています。

10 壱岐イルカパーク　
　天然の入り江を仕切って造られ
た海浜公園です。イルカを見るだ
けでなく、触ったり餌をあげたりで
きる「ふれあい体験」が人気です。
また、カフェスペースもオープンし
ました。

ウォーキング
マップ

Bコース
壱岐市

有限会社
山の守酒造場

ビューホテル壱岐
郷ノ浦町郷ノ浦401番地　☎0920-47-0567

1

あまごころ本舗
株式会社 うに養殖場

郷ノ浦町有安触１３８５
☎092-281-6224（本社代表）

5

株式会社上村真珠
壱岐本場養殖場

郷ノ浦町半城本村触1347　☎0920-47-0468

4

壱岐リトリート
海里村上

勝本町立石西触119-2　
☎0920-43-0770

8

奥壱岐の千年湯 平山旅館
勝本町立石西触77番地　☎0920-43-0016

9 10

7 猿岩　
　高さ45メートルの巨大な猿の形の岩そ
のものはもちろん、岩越に見える夕日もイン
スタ映えすると観光客に人気です。近くに
アンテナショップ「お猿のかご屋」があり、
お土産を買うこともできます。

　壱岐の玄関口郷ノ浦港の岬先端に位置し、
全室海と港が見えるオーシャンビューの宿です。
　釣り具のレンタルサービスがあり、ホテルの目
前で魚釣りを楽しむことができます。また、漁協の
せり市場を見学するのもおすすめ。
　高性能水槽で管理された鮮度
抜群の魚介類を使った会席料理
や囲炉裏焼きコースが人気です。

　昭和28年創業。うに専門店として壱岐
特産品のうにの養殖場を展開。福岡・東
京を拠点に全国の百貨店・量販店・生協
でうにや海産物を販売しています。
　物販や試食・イベント等
は行っていませんが、養殖
場の見学は可能です。

　昭和２５年創業。半城湾を中心にあ
こや真珠の養殖を行っています。
　稚貝の研究から養殖、さらには真珠
の加工まで一貫して自社で完結。産
地・生産者の顔がしっかり見える真珠
です。
　多くの老舗ジュエリーブランドで採用
されており、数々の賞を獲得するなど、
名実ともに日本を代表
する養殖場の一つです。
　養殖場を見学するこ
とも可能です。

　島を代表する温泉、湯本温泉の老舗
旅館の中で数々の受賞歴を持つ、総部
屋数８部屋のくつろぎの旅館です。
  子宝の湯として知られる、鉄分を含ん
だ赤い塩湯の源泉かけ流しが特徴で
す。宿泊者以外でも昼食での利用や入
浴ができます。
 　「ミシュランガイド福
岡・佐賀・長崎２０１９特
別版」で紹介されました。

　「ミシュランガイド福岡・佐賀・長崎２０
１９特別版」に日本の離島で唯一の５パ
ビリオンの旅館として紹介されました。
　2020年全室オーシャンビューの源泉
露天風呂付に改装され、開放感のなか、
湯本湾を眺めることができます。全部屋
設置の露天風呂は、敷地内にある源泉
から引いた高濃度の天然温泉で、お好き
なときに楽しめます。
　宿泊者以外でも、ランチや
入浴ができます。

天の川酒造
株式会社
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詳細のMAPは
こちらから

【壱岐焼酎】1995年、世界貿易機関の協定で、
地理的表示の産地指定を受け、国際的にも認
められました。酒造所在地をマークで表示して
います。

【壱岐焼酎 七蔵】
左から、天の川酒造・
山の守酒造場・玄海酒
造・重家酒造・猿川伊
豆酒造・壱岐の華・壱
岐の蔵酒造

3 岳の辻展望台
　島内最高峰の展望台から島
の大部分を見渡せる絶景ス
ポットです。
　大和朝廷時代には、岳の辻
山頂に狼煙台が置かれていた
そうです。

2 春一番の塔
　春先の強い南風を示す「春一番」。この
言葉の発祥地が壱岐です。
　江戸時代、この風を受け地元漁師が遭
難したため、自然の怖さを忘れないよう
にとの思いを込めて建てられました。

6 鬼の足跡
　周囲１１０メートルの大穴は、「大鬼
のデイが鯨をすくい捕るために踏ん
張ってできた足跡」とされており、2013
年には、日本百名洞に選ばれています。

10 壱岐イルカパーク　
　天然の入り江を仕切って造られ
た海浜公園です。イルカを見るだ
けでなく、触ったり餌をあげたりで
きる「ふれあい体験」が人気です。
また、カフェスペースもオープンし
ました。

ウォーキング
マップ

Bコース
壱岐市

有限会社
山の守酒造場

ビューホテル壱岐
郷ノ浦町郷ノ浦401番地　☎0920-47-0567

1

あまごころ本舗
株式会社 うに養殖場

郷ノ浦町有安触１３８５
☎092-281-6224（本社代表）

5

株式会社上村真珠
壱岐本場養殖場

郷ノ浦町半城本村触1347　☎0920-47-0468

4

壱岐リトリート
海里村上

勝本町立石西触119-2　
☎0920-43-0770

8

奥壱岐の千年湯 平山旅館
勝本町立石西触77番地　☎0920-43-0016

9 10

7 猿岩　
　高さ45メートルの巨大な猿の形の岩そ
のものはもちろん、岩越に見える夕日もイン
スタ映えすると観光客に人気です。近くに
アンテナショップ「お猿のかご屋」があり、
お土産を買うこともできます。

　壱岐の玄関口郷ノ浦港の岬先端に位置し、
全室海と港が見えるオーシャンビューの宿です。
　釣り具のレンタルサービスがあり、ホテルの目
前で魚釣りを楽しむことができます。また、漁協の
せり市場を見学するのもおすすめ。
　高性能水槽で管理された鮮度
抜群の魚介類を使った会席料理
や囲炉裏焼きコースが人気です。

　昭和28年創業。うに専門店として壱岐
特産品のうにの養殖場を展開。福岡・東
京を拠点に全国の百貨店・量販店・生協
でうにや海産物を販売しています。
　物販や試食・イベント等
は行っていませんが、養殖
場の見学は可能です。

　昭和２５年創業。半城湾を中心にあ
こや真珠の養殖を行っています。
　稚貝の研究から養殖、さらには真珠
の加工まで一貫して自社で完結。産
地・生産者の顔がしっかり見える真珠
です。
　多くの老舗ジュエリーブランドで採用
されており、数々の賞を獲得するなど、
名実ともに日本を代表
する養殖場の一つです。
　養殖場を見学するこ
とも可能です。

　島を代表する温泉、湯本温泉の老舗
旅館の中で数々の受賞歴を持つ、総部
屋数８部屋のくつろぎの旅館です。
  子宝の湯として知られる、鉄分を含ん
だ赤い塩湯の源泉かけ流しが特徴で
す。宿泊者以外でも昼食での利用や入
浴ができます。
 　「ミシュランガイド福
岡・佐賀・長崎２０１９特
別版」で紹介されました。

　「ミシュランガイド福岡・佐賀・長崎２０
１９特別版」に日本の離島で唯一の５パ
ビリオンの旅館として紹介されました。
　2020年全室オーシャンビューの源泉
露天風呂付に改装され、開放感のなか、
湯本湾を眺めることができます。全部屋
設置の露天風呂は、敷地内にある源泉
から引いた高濃度の天然温泉で、お好き
なときに楽しめます。
　宿泊者以外でも、ランチや
入浴ができます。

天の川酒造
株式会社
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株式会社悪の秘密結社  福岡市博多区博多駅前3-9-1大賀ビル6階  TEL.092（292）0700株式会社悪の秘密結社  福岡市博多区博多駅前3-9-1大賀ビル6階  TEL.092（292）0700

特殊詐欺とは

　親族等を名乗り、「鞄を置き忘れた。小切手が入っ
ていた。お金が必要だ」などと言って、現金をだまし取
る（脅し取る）手口です。

　警察官、銀行協会職員等を名乗り、「あなたの口座
が犯罪に利用されています。キャッシュカードの交換手
続きが必要です」と言ったり、役所の職員等を名乗り、
「医療費などの過払い金があります。こちらで手続きを
するのでカードを取りに行きます」などと言って、暗証番
号を聞き出しキャッシュカード等をだまし取る（脅し取
る）手口です。

　有料サイトや消費料金等について、「未払いの料金
があります。今日中に払わなければ裁判になります」な
どとメールやハガキ（封書）で知らせ、金銭等をだまし
取る（脅し取る）手口です。

　医療費、税金、保険料等について、「還付金がある
ので手続きしてください」などと言って、被害者に
ATMを操作させ、被害者の口座から指定した口座に
送金させる手口です。

　実際には融資しないのに、簡単に融資が受けられる
と信じ込ませ、融資を申し込んできた人に対し、「保証
金が必要です」などと言って金銭等をだまし取る（脅し
取る）手口です。

　架空または価値の乏しい未公開株や高価な物品
等について嘘の情報を教えて、購入すればもうかると信
じ込ませ、その購入代金として金銭等をだまし取る（脅し
取る）手口です。

　「パチンコ打ち子募集」等と雑誌に掲載したり、メールを
送りつけ、会員登録等を申し込んできた人に、登録料や情
報料として支払わせて金銭等をだまし取る（脅し取る）手
口です。

　「女性紹介」等と雑誌に掲載したり、メールを送りつけ、
女性の紹介を申し込んできた人に、会員登録料金や保証
金として金銭等をだまし取る（脅し取る）手口です。

　上記の類型に該当しない特殊詐欺のことをいいます。

　警察官や銀行協会、大手百貨店等の職員を名乗り、
「キャッシュカードが不正に利用されているので使えないよ
うにする」などと言って、隙を見てキャッシュカード等をすり
替えて盗み取る手口です。

　令和2年1月1日から、特殊詐欺の手口について以下の10種類に分類されました。
　特殊詐欺とは、犯人が電話やハガキ（封書）等で親族や公共機関の職員等を名乗って被害者を信じ込ませ、現金や
キャッシュカードをだまし取ったり、医療費の還付金が受け取れるなどと言ってATMを操作させ、犯人の口座に送金させる
犯罪（現金等を脅し取る恐喝や隙を見てキャッシュカード等をすり替えて盗み取る詐欺盗（窃盗）を含む。）のことです。

オレオレ詐欺 金融商品詐欺

預貯金詐欺
ギャンブル詐欺

架空料金請求詐欺

還付金詐欺

融資保証金詐欺

交際あっせん詐欺

その他の特殊詐欺

キャッシュカード詐欺盗（窃盗）

TV番組「ドゲンジャーズ」を始めとした特撮映像・キャラクター運営に特化した総合コン
テンツ企業「株式会社悪の秘密結社」の代表取締役社長。これまでに多くの他社IP・地
方自治体IPと契約実績を重ね、全国の構成員と共にサービスを提供している。

PR協力：ヤバイ仮面
FFG vs ヤバイ仮面

㈱悪の秘密結社

特殊詐欺 被害防止の戦い

金
融
犯
罪
と
の
決
戦

金
融
犯
罪
と
の
決
戦
。

福岡県警察本部 生活安全総務課福岡県警察本部 生活安全総務課

金
融
犯
罪
で
お
金
を
さ
っ
さ
と
集
め
る
よ

お
客
様
の
預
金
は
守
り
抜
く
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特殊詐欺とは

　親族等を名乗り、「鞄を置き忘れた。小切手が入っ
ていた。お金が必要だ」などと言って、現金をだまし取
る（脅し取る）手口です。

　警察官、銀行協会職員等を名乗り、「あなたの口座
が犯罪に利用されています。キャッシュカードの交換手
続きが必要です」と言ったり、役所の職員等を名乗り、
「医療費などの過払い金があります。こちらで手続きを
するのでカードを取りに行きます」などと言って、暗証番
号を聞き出しキャッシュカード等をだまし取る（脅し取
る）手口です。

　有料サイトや消費料金等について、「未払いの料金
があります。今日中に払わなければ裁判になります」な
どとメールやハガキ（封書）で知らせ、金銭等をだまし
取る（脅し取る）手口です。

　医療費、税金、保険料等について、「還付金がある
ので手続きしてください」などと言って、被害者に
ATMを操作させ、被害者の口座から指定した口座に
送金させる手口です。

　実際には融資しないのに、簡単に融資が受けられる
と信じ込ませ、融資を申し込んできた人に対し、「保証
金が必要です」などと言って金銭等をだまし取る（脅し
取る）手口です。

　架空または価値の乏しい未公開株や高価な物品
等について嘘の情報を教えて、購入すればもうかると信
じ込ませ、その購入代金として金銭等をだまし取る（脅し
取る）手口です。

　「パチンコ打ち子募集」等と雑誌に掲載したり、メールを
送りつけ、会員登録等を申し込んできた人に、登録料や情
報料として支払わせて金銭等をだまし取る（脅し取る）手
口です。

　「女性紹介」等と雑誌に掲載したり、メールを送りつけ、
女性の紹介を申し込んできた人に、会員登録料金や保証
金として金銭等をだまし取る（脅し取る）手口です。

　上記の類型に該当しない特殊詐欺のことをいいます。

　警察官や銀行協会、大手百貨店等の職員を名乗り、
「キャッシュカードが不正に利用されているので使えないよ
うにする」などと言って、隙を見てキャッシュカード等をすり
替えて盗み取る手口です。

　令和2年1月1日から、特殊詐欺の手口について以下の10種類に分類されました。
　特殊詐欺とは、犯人が電話やハガキ（封書）等で親族や公共機関の職員等を名乗って被害者を信じ込ませ、現金や
キャッシュカードをだまし取ったり、医療費の還付金が受け取れるなどと言ってATMを操作させ、犯人の口座に送金させる
犯罪（現金等を脅し取る恐喝や隙を見てキャッシュカード等をすり替えて盗み取る詐欺盗（窃盗）を含む。）のことです。
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預貯金詐欺
ギャンブル詐欺

架空料金請求詐欺

還付金詐欺

融資保証金詐欺

交際あっせん詐欺

その他の特殊詐欺

キャッシュカード詐欺盗（窃盗）

TV番組「ドゲンジャーズ」を始めとした特撮映像・キャラクター運営に特化した総合コン
テンツ企業「株式会社悪の秘密結社」の代表取締役社長。これまでに多くの他社IP・地
方自治体IPと契約実績を重ね、全国の構成員と共にサービスを提供している。

PR協力：ヤバイ仮面
FFG vs ヤバイ仮面

㈱悪の秘密結社
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FFG BMS 登録情報のご紹介 
提供企業・商品・サービスについてのお問い合せは、近隣のお取引のある銀行窓口を通じてお願いします。 

当
社
製
品（
ゆ
ず
す
こ
・
の
り
ク
ロ
・
有
明
漬
）の
販
売
店
募
集
！

業
務
用
で
の
提
供
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
も
可
能
で
す
。

株
式
会
社
高
橋
商
店

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹介支店】

福岡県柳川市三橋町垂見1897-1
食品製造業
福岡銀行　柳川支店

　
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る
当
社
の
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
商
品「
有
明
漬
」は
造
り
酒
屋

を
営
ん
で
い
た
過
程
で
生
ま
れ
た
郷
土
料

理
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
ま
た
、お
客
様
の
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い

う
声
を
も
と
に
生
ま
れ
た
液
体
ゆ
ず
こ

し
ょ
う「
ゆ
ず
す
こ
」や
有
明
海
産
の
一
番・

二
番
海
苔
を
贅
沢
に
使
用
し
た
海
苔
ペ
ー

ス
ト「
の
り
ク
ロ
」は
メ
デ
ィ
ア
で
も
多
数

紹
介
さ
れ
る
人
気
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
柳
川
市
を
拠
点
と
す
る
食
品
製
造

業
で
す
。

　
自
社
工
場
で
は
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
ラ
イ

ン
に
準
じ
る
H
A
C
C
P
認
証
を
取
得

し
た
製
品
等
を
製
造
し
て
お
り
、百
貨

店
、量
販
店
、駅
・
空
港
等
の
お
土
産
店

や
直
営
店
で
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、海
外
に
は
29
ヶ
国
に
輸
出
し

て
い
ま
す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

地
元
で
愛
さ
れ
る
伝
統
の「
味
噌
」「
醤
油
」の
販
売
店
募
集
！

業
務
用
を
始
め
、各
種
用
途
に
合
わ
せ
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
喜
代
屋

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹介支店】

長崎県南島原市有家町山川1122
味噌製造業
十八親和銀行　南島原支店

　
喜
代
屋
の
一
番
人
気
は
”島
原
納
豆

み
そ
“。
”し
ょ
う
ゆ
の
実
“を
ア
レ
ン

ジ
し
た
も
ろ
み
に
属
す
る
郷
土
食
で
、

現
在
全
国
に
発
送
し
て
い
ま
す
。ご
飯

の
お
友
は
も
と
よ
り
、冷
奴
や
焼
き
魚

の
お
醬
油
の
代
わ
り
や
、果
て
は
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
伴
に
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と

和
え
た
り
と
様
々
。　

　
他
に
も
”あ
ご
だ
し
味
噌
“
や
”う

ま
い
ん
で
酢
“も
人
気
で
す
。

　
当
社
は
雲
仙
岳
の
麓
、長
崎
県
南
島

原
市
に
あ
り
、創
業
以
来
１
０
０
有
余

年
、味
噌
・
醤
油
・
も
ろ
み
な
ど
を
作
り

続
け
る
醸
造
元
で
す
。こ
の
島
原
半
島

の
地
は
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
、雲
仙
か

ら
の
清
ら
か
な
伏
流
水
も
相
ま
っ
て
発

酵
に
適
し
た
環
境
と
言
わ
れ
、様
々
な

蔵
元
が
点
在
し
、そ
の
雄
姿
を
今
も
残

し
て
い
ま
す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

産
学
官
連
携
に
よ
る
特
許
製
法
で
生
ま
れ
た

高
純
度
で
肌
に
優
し
い
馬
油
の
販
売
店
募
集
！

社
会
福
祉
法
人 

や
ま
な
み
会 

阿
蘇
く
ん
わ
の
里

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹介支店】

熊本県阿蘇市黒川431
他福祉事業
熊本銀行　阿蘇支店

　
馬
油
は
ヒ
ト
の
皮
膚
に
良
く
似
た
性

質
を
持
ち
、浸
透
性
が
高
く
、保
湿
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
鳥
取
大
学
の
特
許
製
法
で
あ
る
真
空

釜
を
用
い
、超
低
温
で
抽
出
し
て
お
り
、

肌
に
優
し
く
な
じ
む
の
が
特
徴
で
す
。

　「
第
4
回
モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞
」

特
別
賞
、「
至
福
の
お
届
け
」厚
生
労

働
大
臣
賞
等
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
当
法
人
は「
共
に
支
え
、共
に
生
き

る
」を
理
念
と
し
て
、障
が
い
者（
児
）

と
高
齢
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
中
で
、阿
蘇
く
ん
わ
の
里
で
は
馬

油
工
房
に
て
馬
油
化
粧
品
を
製
造
し
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
働
く
喜
び
や
自
立

を
目
指
し
、地
域
貢
献
を
行
っ
て
い
ま

す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

 FFG BMS

〒810-0001 福岡市中央区天神２丁目13番1号
☎092-723-2244　https://www.ffgbc.com/
【営業時間】9：00～17：00（但し、銀行休業日は除く）

FFGビジネスコンサルティング

　新
た
な
取
引
先
を
開

拓
し
た
い
と
き
、Ｂ
Ｍ
Ｓ

に
情
報
登
録
す
る
と

F
F
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
で
、簡
単
か
つ
効

率
的
に
自
社
の
製
品
や

技
術
を
発
信
で
き
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
実

際
に
ご
登
録
さ
れ
て
い

る
マ
ッ
チ
ン
グ
可
能
な
企

業
様
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

システムの
お問い合わせ先

FFGが提供するビジネスマッチング
ビジネス マッチング システム

FFG BMS
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FFG BMS 登録情報のご紹介 
提供企業・商品・サービスについてのお問い合せは、近隣のお取引のある銀行窓口を通じてお願いします。 

当
社
製
品（
ゆ
ず
す
こ
・
の
り
ク
ロ
・
有
明
漬
）の
販
売
店
募
集
！

業
務
用
で
の
提
供
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
も
可
能
で
す
。

株
式
会
社
高
橋
商
店

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹介支店】

福岡県柳川市三橋町垂見1897-1
食品製造業
福岡銀行　柳川支店

　
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る
当
社
の
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
商
品「
有
明
漬
」は
造
り
酒
屋

を
営
ん
で
い
た
過
程
で
生
ま
れ
た
郷
土
料

理
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
ま
た
、お
客
様
の
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い

う
声
を
も
と
に
生
ま
れ
た
液
体
ゆ
ず
こ

し
ょ
う「
ゆ
ず
す
こ
」や
有
明
海
産
の
一
番・

二
番
海
苔
を
贅
沢
に
使
用
し
た
海
苔
ペ
ー

ス
ト「
の
り
ク
ロ
」は
メ
デ
ィ
ア
で
も
多
数

紹
介
さ
れ
る
人
気
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
柳
川
市
を
拠
点
と
す
る
食
品
製
造

業
で
す
。

　
自
社
工
場
で
は
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
ラ
イ

ン
に
準
じ
る
H
A
C
C
P
認
証
を
取
得

し
た
製
品
等
を
製
造
し
て
お
り
、百
貨

店
、量
販
店
、駅
・
空
港
等
の
お
土
産
店

や
直
営
店
で
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、海
外
に
は
29
ヶ
国
に
輸
出
し

て
い
ま
す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

地
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で
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れ
る
伝
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の「
味
噌
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醤
油
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販
売
店
募
集
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。

株
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会
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喜
代
屋
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【業　　　種】
【紹介支店】
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味噌製造業
十八親和銀行　南島原支店

　
喜
代
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納
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ま
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で
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島
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に
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で
す
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半
島

の
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は
気
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に
恵
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れ
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仙
か

ら
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清
ら
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伏
流
水
も
相
ま
っ
て
発

酵
に
適
し
た
環
境
と
言
わ
れ
、様
々
な

蔵
元
が
点
在
し
、そ
の
雄
姿
を
今
も
残

し
て
い
ま
す
。

お
勧
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の
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ト
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業
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で
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馬
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！
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み
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熊本県阿蘇市黒川431
他福祉事業
熊本銀行　阿蘇支店

　
馬
油
は
ヒ
ト
の
皮
膚
に
良
く
似
た
性

質
を
持
ち
、浸
透
性
が
高
く
、保
湿
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
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鳥
取
大
学
の
特
許
製
法
で
あ
る
真
空

釜
を
用
い
、超
低
温
で
抽
出
し
て
お
り
、

肌
に
優
し
く
な
じ
む
の
が
特
徴
で
す
。

　「
第
4
回
モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞
」

特
別
賞
、「
至
福
の
お
届
け
」厚
生
労

働
大
臣
賞
等
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
当
法
人
は「
共
に
支
え
、共
に
生
き

る
」を
理
念
と
し
て
、障
が
い
者（
児
）

と
高
齢
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
中
で
、阿
蘇
く
ん
わ
の
里
で
は
馬

油
工
房
に
て
馬
油
化
粧
品
を
製
造
し
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
働
く
喜
び
や
自
立

を
目
指
し
、地
域
貢
献
を
行
っ
て
い
ま

す
。

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

 FFG BMS

〒810-0001 福岡市中央区天神２丁目13番1号
☎092-723-2244　https://www.ffgbc.com/
【営業時間】9：00～17：00（但し、銀行休業日は除く）

FFGビジネスコンサルティング

　新
た
な
取
引
先
を
開

拓
し
た
い
と
き
、Ｂ
Ｍ
Ｓ

に
情
報
登
録
す
る
と

F
F
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
で
、簡
単
か
つ
効

率
的
に
自
社
の
製
品
や

技
術
を
発
信
で
き
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
実

際
に
ご
登
録
さ
れ
て
い

る
マ
ッ
チ
ン
グ
可
能
な
企

業
様
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

システムの
お問い合わせ先

FFGが提供するビジネスマッチング
ビジネス マッチング システム

FFG BMS
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ここでは日々変化する働き方について皆様のお役に立てる情報をお届けいたします。今回は、ＦＦＧとビジネス
マッチング業務提携先である株式会社エフアンドエム様からテレワークに関する寄稿をいただきました。

　コロナ禍で、日本でも急速に進んでいるテレ
ワークですが、導入するためには、具体的な運用
ルールの策定が必要です。
　本記事では、テレワーク導入までの準備手順と
対応事項をお伝えします。

働き方改革
インフォメーション
～ニューノーマルな働き方の実現～

vol.1
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ここでは日々変化する働き方について皆様のお役に立てる情報をお届けいたします。今回は、ＦＦＧとビジネス
マッチング業務提携先である株式会社エフアンドエム様からテレワークに関する寄稿をいただきました。

　コロナ禍で、日本でも急速に進んでいるテレ
ワークですが、導入するためには、具体的な運用
ルールの策定が必要です。
　本記事では、テレワーク導入までの準備手順と
対応事項をお伝えします。

働き方改革
インフォメーション
～ニューノーマルな働き方の実現～

vol.1
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香りと匂いを見える化する嗅覚技術のインフラを構築し、 
社会課題の解決と人々の生活を豊かにするテクノロジーカンパニー

vol.3

START UP
Company今月の注目スタートア

ップ

STA
RT

U
P

Com
pany

会社概要

株式会社レボーン
松岡 広明
〒150-0013
東京都渋谷区恵比寿1-33-8
M・Hビル2階
TEL 03-6455-2850
　info@revorn.co.jp

代表取締役
　所 在 地 

お問合せ先

　私
た
ち「
株
式
会
社
レ
ボ
ー
ン
」は
セ
ン
サ
ー
と
A
I

を
駆
使
す
る
こ
と
で
、人
間
と
同
じ
嗅
覚
の
機
能
を
再

現
し
、匂
い
を
使
っ
た
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

  

　五
感
の
中
で
も
構
造
が
非
常
に
複
雑
で
そ
の
機
能
再

現
が
難
し
い
と
思
わ
れ
て
き
た
嗅
覚
で
す
が
、大
脳
に
直

接
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感
情
や
食

欲
な
ど
の
本
能
、嗅
覚
の
危
険
・
異
常
察
知
の
能
力
と
も

結
び
つ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
いっ
た
特
性

を
活
用
す
る
こ
と
で
様
々
な
分
野
の
社
会
課
題
を
解
決

し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば・・・ 

【
品
質
】
　現
状
は
人
が
個
別
に
行
っ
て
い
る
野
菜
や
果

物
と
い
っ
た
食
品
の
鮮
度
管
理
や
品
質
管
理
が
匂
い
を

使
っ
て
自
動
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、業
務
効
率

化
、作
業
者
の
負
担
減
が
実
現
し
ま
す
。 

【
嗜
好
】
　風
邪
を
ひ
い
て
鼻
が
詰
ま
っ
た
時
に
味
が
わ

か
ら
な
く
な
る
と
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は

多
い
と
思
い
ま
す
。実
は
匂
い
と
味
が
深
い
関
係
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
最
近
徐
々
に
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
匂
い
と
い
う
観
点
か
ら
人
間

の
嗜
好
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。 

【
医
療
】
　人
間
の
体
か
ら
発
せ
ら
れ
る
匂
い（
生
体
ガ

ス
）に
は
様
々
な
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。病
気
の
早
期
発
見
へ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
、長

崎
大
学
と
も
実
現
に
向
け
た
最
先
端
の
共
同
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。 

  

　匂
い
の
情
報
取
得
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、そ
の
特
徴
を
捉
え
る
取
組
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。弊
社
は
独
自
に
開
発
し
た
匂
い
解
析

A
I
を
使
う
こ
と
で
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
セ
ン
サ
ー
か

ら
取
得
し
た
情
報
の
解
析
に
も
成
功
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

人
間
の
鼻
が
感
じ
る
匂
い
を
デ
ー
タ
と
し
て
捉
え
る
こ

と
で
、こ
れ
ま
で
は
何
と
な
く
、感
覚
的
に
、経
験
の
み
で

し
か
判
断
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
客
観
的
な
事
実
と
し

て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

　 匂
い
は
様
々
な
場
面
で
我
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。レ
ボ
ー
ン
は
自
社
デ
バ
イ
ス
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
他
社
様
と
も
オ
ー
プ
ン
な
協
力
関
係
を
通
じ
て
嗅

覚
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
社
会
実
装
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。世
界
の
全
て
の
匂
い
を
デ
ー
タ
と
し
て
取

り
込
む
こ
と
で
、匂
い
同
士
の
相
対
的
な
位
置
関
係
の

把
握
や
、個
人
個
人
の
嗜
好
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
レ
コ

メ
ン
ド
、こ
れ
ま
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
匂
い
が
持

つ
行
動
へ
の
影
響
な
ど
を
解
き
明
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

今
後
の
展
望
・
目
標

匂
い
の
特
徴
を
最
高
レ
ベ
ル
で

と
ら
え
る
独
自
の
A
I
技
術 

嗅
覚
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
持
つ

様
々
な
可
能
性 

ここで紹介するスタートアップ企業は、ふくおかフィナンシャルグループの投資会社
FFGベンチャービジネスパートナーズが運営するベンチャーファンドが投資しています。

＃世界中の匂いをDB化し、
匂いのGoogleになる
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香りと匂いを見える化する嗅覚技術のインフラを構築し、 
社会課題の解決と人々の生活を豊かにするテクノロジーカンパニー

vol.3

START UP
Company今月の注目スタートア

ップ

STA
RT

U
P

Com
pany

会社概要

株式会社レボーン
松岡 広明
〒150-0013
東京都渋谷区恵比寿1-33-8
M・Hビル2階
TEL 03-6455-2850
　info@revorn.co.jp

代表取締役
　所 在 地 

お問合せ先

　私
た
ち「
株
式
会
社
レ
ボ
ー
ン
」は
セ
ン
サ
ー
と
A
I

を
駆
使
す
る
こ
と
で
、人
間
と
同
じ
嗅
覚
の
機
能
を
再

現
し
、匂
い
を
使
っ
た
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

  

　五
感
の
中
で
も
構
造
が
非
常
に
複
雑
で
そ
の
機
能
再

現
が
難
し
い
と
思
わ
れ
て
き
た
嗅
覚
で
す
が
、大
脳
に
直

接
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感
情
や
食

欲
な
ど
の
本
能
、嗅
覚
の
危
険
・
異
常
察
知
の
能
力
と
も

結
び
つ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
いっ
た
特
性

を
活
用
す
る
こ
と
で
様
々
な
分
野
の
社
会
課
題
を
解
決

し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば・・・ 

【
品
質
】
　現
状
は
人
が
個
別
に
行
っ
て
い
る
野
菜
や
果

物
と
い
っ
た
食
品
の
鮮
度
管
理
や
品
質
管
理
が
匂
い
を

使
っ
て
自
動
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、業
務
効
率

化
、作
業
者
の
負
担
減
が
実
現
し
ま
す
。 

【
嗜
好
】
　風
邪
を
ひ
い
て
鼻
が
詰
ま
っ
た
時
に
味
が
わ

か
ら
な
く
な
る
と
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は

多
い
と
思
い
ま
す
。実
は
匂
い
と
味
が
深
い
関
係
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
最
近
徐
々
に
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
匂
い
と
い
う
観
点
か
ら
人
間

の
嗜
好
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。 

【
医
療
】
　人
間
の
体
か
ら
発
せ
ら
れ
る
匂
い（
生
体
ガ

ス
）に
は
様
々
な
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。病
気
の
早
期
発
見
へ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
、長

崎
大
学
と
も
実
現
に
向
け
た
最
先
端
の
共
同
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。 

  

　匂
い
の
情
報
取
得
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、そ
の
特
徴
を
捉
え
る
取
組
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。弊
社
は
独
自
に
開
発
し
た
匂
い
解
析

A
I
を
使
う
こ
と
で
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
セ
ン
サ
ー
か

ら
取
得
し
た
情
報
の
解
析
に
も
成
功
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

人
間
の
鼻
が
感
じ
る
匂
い
を
デ
ー
タ
と
し
て
捉
え
る
こ

と
で
、こ
れ
ま
で
は
何
と
な
く
、感
覚
的
に
、経
験
の
み
で

し
か
判
断
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
客
観
的
な
事
実
と
し

て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

　 匂
い
は
様
々
な
場
面
で
我
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。レ
ボ
ー
ン
は
自
社
デ
バ
イ
ス
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
他
社
様
と
も
オ
ー
プ
ン
な
協
力
関
係
を
通
じ
て
嗅

覚
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
社
会
実
装
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。世
界
の
全
て
の
匂
い
を
デ
ー
タ
と
し
て
取

り
込
む
こ
と
で
、匂
い
同
士
の
相
対
的
な
位
置
関
係
の

把
握
や
、個
人
個
人
の
嗜
好
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
レ
コ

メ
ン
ド
、こ
れ
ま
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
匂
い
が
持

つ
行
動
へ
の
影
響
な
ど
を
解
き
明
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

今
後
の
展
望
・
目
標

匂
い
の
特
徴
を
最
高
レ
ベ
ル
で

と
ら
え
る
独
自
の
A
I
技
術 

嗅
覚
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
持
つ

様
々
な
可
能
性 

ここで紹介するスタートアップ企業は、ふくおかフィナンシャルグループの投資会社
FFGベンチャービジネスパートナーズが運営するベンチャーファンドが投資しています。

＃世界中の匂いをDB化し、
匂いのGoogleになる
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岡
銀
行
と
沖
縄
銀
行
は
、

2
0
1
9
年
12
月
20
日
に
、

お
客
様
の
事
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
通

し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
た
め
、「
地
域
経
済
活
性
化
に
関
す

る
連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。 

　そ
の
連
携
協
定
の
第
一
弾
と
し

て
、「
沖
縄
・
福
岡
み
ら
い
元
気
応
援

商
談
会
」と
銘
打
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

今
年
の 
8
月
27
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
商

談
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。沖
縄

の
観
光
業
が
多
大
な
る
影
響
を
受
け

て
い
る
な
か
、売
上
が
減
少
し
て
い
る

食
品
関
連
事
業
者
を
支
え
た
い
と
い

う
沖
縄
銀
行
の
熱
い
思
い
を
受
け
、

両
行
が
手
を
取
り
合
い
沖
縄
県
内
の

事
業
者
様
を
対
象
に
販
路
拡
大
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
福
岡
銀
行
側
の
企
画
運
営
は

F
F
G
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

が
担
当
）。

　足
元
で
は
、各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
・
延
期
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
が
、こ
の
厳
し
い
環
境
下
で
も

事
業
継
続
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
メ
ー

カ
ー
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
一
方
で
、バ
イ

ヤ
ー
は
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
化
し
続

け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
な
か
、「
新
商
品

の
調
達
が
で
き
て
い
な
い
」や「
旅
行

す
る
こ
と
が
難
し
い
方
々
に
対
し
て

観
光
地
の
食
品
を
お
届
け
し
た
い
」

な
ど
の
熱
い
思
い
を
持
た
れ
て
い
ま

す
。そ
ん
な
メ
ー
カ
ー
と
バ
イ
ヤ
ー
の

た
め
に
銀
行
が
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割

を
担
い
、熱
い
思
い
を
お
持
ち
の
バ
イ

ヤ
ー
へ
素
敵
な
商
品
を
届
け
る
こ
と

で
、「
両
社
の
思
い
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て

欲
し
い
」、「
地
域
経
済
に
貢
献
し
た

い
」と
い
う
両
行
の
思
い
の
実
現
に
繋

が
り
ま
し
た
。 

　商
談
会
当
日
は
、沖
縄
・
福
岡
・
東

京
の
各
拠
点
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、

沖
縄
の
食
品
を
中
心
と
し
た
メ
ー

カ
ー
18
社
と
福
岡
・
東
京
の
百
貨
店

な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
6
社
が
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
越
し
に
集
結
。商
談
に
て
必
須

で
あ
る「
試
食
」は
沖
縄
か
ら
福
岡
・

東
京
の
各
拠
点
に
試
食
品
を
事
前

に
お
送
り
い
た
だ
き
、「
沖
縄
そ
ば
」・

「
島
豆
腐
」・「
タ
コ
ラ
イ
ス
」・「
泡

盛
」な
ど
の
自
慢
の
商
品
を
商
談
の

場
で
直
接
バ
イ
ヤ
ー
に
手
に
と
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。極
力
リ
ア
ル
な

商
談
会
に
近
づ
け
る
た
め
に
画
面

越
し
で
試
食
し
て
い
た
だ
く
形
式

を
と
り
、距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
商

談
会
と
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。 

　今
回
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、

試
食
や
食
品
の
説
明
・
質
疑
応
答
な

ど
も
リ
ア
ル
の
商
談
会
と
変
わ
ら
ず
、

「
違
和
感
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」と

の
感
想
を
い
た
だ
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
負
け
な
い
商
談
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

F
F
G
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
で
は
、今
後
も“

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ”

を

意
識
し
な
が
ら
、お
取
引
先
の
皆
様

の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
販
路
拡
大
の

機
会
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

福

FFGビジネスコンサルティングの取り組み

［沖縄銀行共催］オンライン商談会を開催！！

Topics of the month

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

▲開会式記念写真

FFGビジネスコンサルティングは、FFG4行におけるビジネスマッチング
サービスで培ってきたネットワークを活かし、お取引先の販路拡大サポート
を積極的に行っています。

▲モニター越しの商談風景▲福岡会場のバイヤー商談風景

▲福岡会場の開会式風景▲東京会場のバイヤー商談風景

サポート

サポート

オンラインでの
商談を実施 連携

商談会イメージ（沖縄・福岡・東京の3拠点を繋いだ商談を実施）

バイヤー（通信販売・百貨店 等）

福 岡 東 京

メーカー（沖縄）

沖縄からWebで参加

沖縄銀行

商談会の運営
メーカーのサポート・各拠点との連携

福岡銀行 （福岡・東京）

FFGビジネスコンサルティングにて、
バイヤーをサポート 
※沖縄現地にいるメーカーに代わり、商品・試食品などを、
　福岡・東京での商談の場でバイヤーに提供

サンプル試食品
事前送付
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行
と
沖
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0
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9
年
12
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20
日
に
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通
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の
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ビ
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で
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延
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が
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ん
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ま

す
。そ
し
て
、そ
の
一
方
で
、バ
イ

ヤ
ー
は
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
化
し
続

け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
な
か
、「
新
商
品

の
調
達
が
で
き
て
い
な
い
」や「
旅
行

す
る
こ
と
が
難
し
い
方
々
に
対
し
て

観
光
地
の
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東
京
の
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な
ど
の
バ
イ
ヤ
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が
パ
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コ
ン
の

画
面
越
し
に
集
結
。商
談
に
て
必
須

で
あ
る「
試
食
」は
沖
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ら
福
岡
・

東
京
の
各
拠
点
に
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食
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を
事
前

に
お
送
り
い
た
だ
き
、「
沖
縄
そ
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「
島
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」・「
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ス
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ど
の
自
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の
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で
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接
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に
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に
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に
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に
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で
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た
だ
く
形
式

を
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り
、距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
商

談
会
と
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。 

　今
回
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、

試
食
や
食
品
の
説
明
・
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疑
応
答
な

ど
も
リ
ア
ル
の
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会
と
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で
は
、今
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を
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が
ら
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引
先
の
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の
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力
に
な
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る
よ
う
販
路
拡
大
の

機
会
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

福

FFGビジネスコンサルティングの取り組み

［沖縄銀行共催］オンライン商談会を開催！！

Topics of the month

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

▲開会式記念写真

FFGビジネスコンサルティングは、FFG4行におけるビジネスマッチング
サービスで培ってきたネットワークを活かし、お取引先の販路拡大サポート
を積極的に行っています。

▲モニター越しの商談風景▲福岡会場のバイヤー商談風景

▲福岡会場の開会式風景▲東京会場のバイヤー商談風景

サポート

サポート

オンラインでの
商談を実施 連携

商談会イメージ（沖縄・福岡・東京の3拠点を繋いだ商談を実施）

バイヤー（通信販売・百貨店 等）

福 岡 東 京

メーカー（沖縄）

沖縄からWebで参加

沖縄銀行

商談会の運営
メーカーのサポート・各拠点との連携

福岡銀行 （福岡・東京）

FFGビジネスコンサルティングにて、
バイヤーをサポート 
※沖縄現地にいるメーカーに代わり、商品・試食品などを、
　福岡・東京での商談の場でバイヤーに提供

サンプル試食品
事前送付
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今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

◆弊社がアピールしている点を求めているバイヤー様と上手くお会いすることができました。
　アピールできていない部分も多く力不足を感じましたが、マッチングは大満足でした。

◆商談先のバイヤー様の顧客ニーズが弊社商品とマッチすると感じました。

◆2名のバイヤー様と商談しましたが、別々の着眼点から的確なアドバイスを頂きましたので、
   今後はアドバイスを参考に商品開発やブランディングを行っていけると思います。

参加メーカーの商談会に対するコメント（一部抜粋） 

参加バイヤーのアンケート結果 

■商談先のマッチングについて
   

■どのような商談会に参加したいか
   (複数回答可)

■商材の希望
   (複数回答可)

満足 
33% 

不満
0%

少し不満
0%

やや満足 
67% 

大手メーカー
との商談
9%  その他 

0%

やや満足 
67% 

共同商品開発
のマッチング
18% 

OEM/ODM
マッチング
27％

地方メーカー
との商談
46%  

海外メーカー
との商談
0%  

飲料
 (お酒以外)
8% 

肉類 
13% 

野菜
17% 

果物 
13% 原材料 

4% 

賞味期限が
長い商品 
8% 

お酒
8% 

工芸品
4% 高付加価値

な商品 
13% 

お菓子
12% 

参加メーカーのアンケート結果 

■商談状況
    

■商談先の希望
   

■今後の取り組み
     

成約見込み 
41% 

成約
0%

不成立 
4%

継続交渉 
55% 

希望しない 
4%  その他 

4%

専門店 
24% 

スーパー・
コンビニ
36％

百貨店・
デパート 
32%  

商品の改良
47% 

生産量の
増強
5% 

パッケージ
の改良 
16% 

特になし
11% 

その他 
21% 

衣類 0％ 　化粧品 0％ 
大量生産可能な商品 0％　その他 0％ 

参加メーカー18社 

株式会社アミューズメントドリーム

沖縄南風堂株式会社

株式会社沖縄ホーメル

株式会社オキネシア

株式会社Grancell

株式会社ジェイシーシー

瑞泉酒造株式会社

有限会社ダイユウ産業

農業生産法人株式会社仲善

株式会社南都

株式会社ナンポー

ひろし屋食品株式会社

株式会社ファッションキャンディ

ブルーテック株式会社

有限会社真南風

株式会社三倉食品

株式会社みやぎ農園

琉球黒糖株式会社

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

参加バイヤー6社 

エフアンドエフシステム株式会社

株式会社紀ノ國屋

九州旅客鉄道株式会社

株式会社JTB商事

株式会社東急ハンズ（博多店）

株式会社博多大丸

1

2

3

4

5

6

No. 企   業   名 No. 企   業   名 

▲商談で実際に提供された商品（一部抜粋）

▲画面上で商品の資料を共有

（50音順） （50音順）

(n=6)

(n=18)

(複数回答可)
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ズーラシアン
ブラス
つる

弦うさぎ

〈出演〉

&

音楽の絵本の演奏をYouTubeで動画配信！！

ふくおかフィナンシャルグループPRESENTS

♪お問い合わせ/ふくおかフィナンシャルグループ 文化芸術財団 Tel 092-723-2805 または最寄りの支店にお問い合わせください。

親和銀行・十八銀行合併「十八親和銀行」スタート記念

2020年10月1日（木）9：00～19日（月）10：00

♪主催 ♪共催

ふくおか
フィナンシャルグループ
PRESENTSだけの
サービス映像も

収録！

動画視聴者の中から
抽選で50名様に
どうぶつさんの
ぬいぐるみを
プレゼント！
※当選者の発表は賞品の発送をもって

代えさせていただきます。

親子で楽しむクラシックコンサート

ＱＲコードから
ＦＦＧ文化芸術財団ＷＥＢサイトの
トップ画面へお入りください。

FFG文化芸術財団 検 索

動画の視聴、プレゼントの応募方法

〈 動 画 配 信 期 間 〉
〈プレゼント応募期間〉

2020年10月1日 9：00～10月19日 10：00
2020年10月1日 9：00～10月19日 20：00

まじめでしっかり者のオカピが、大好きな音楽で生き
ていこう、と決めたのは今から少し昔のことです。北
極での演奏に限界を感じていたホッキョクグマと一
緒に、世界のいろんな国をまわって、孤高のトランぺ
ッターのインドライオン、お調子者のスマトラトラを
見つけ出しメンバーに誘います。噂を聞きつけたドゥ
クラングールが、ぼんやり眠ってばかりのマレーバク
を誘ってオカピに会いに来ました。そうして結成され
たのが金管五重奏ズーラシアンブラスなのです。

ズーラシアンブラス
【金管五重奏】

うさぎの四姉妹の弦楽四重奏団それが弦うさぎです。左から、ベス、メ
グ、ジョー、エイミー。作曲家の父とバイオリニストをめざしていた母。そ
の影響で小さい頃からクラシック音楽を聴いて育った四姉妹でしたが、
父親が作曲の旅に出てしまい、母も一緒に世界各国をまわっているた
め、一年のほとんどは姉妹のみで生活しています。寂しさをまぎらわそ
うと姉妹で始めた演奏会が街中で大評判。その息のあった演奏と幻想
的な世界をつむぎだす音楽性にひかれ、遠方から聴きに来る人々も絶え
なくなったとか。かくして「弦うさぎ」弦楽四重奏団がうまれたのでした。

つ る

弦うさぎ  【弦楽四重奏】

三女のベスはやさし
い女の子。とっても内
気で外に出るのが苦
手です。

四姉妹の弦楽四重奏
団の長女メグは、しっ
かり者のまじめなお姉
さんです。

次女ジョーは威勢がよ
くって元気いっぱい。少
しがんこでもあります。

末っ子のエイミーは、
おしゃべりで、おませ
で、ちょっとわがままな
愛すべき女の子です。

Viola  Beth
（左から）

（左から）

ビオラ：
ベス（三女）

1st.Violin  Meg

第1バイオリン：
メグ（長女）

Cello  Jo

チェロ：
ジョー（次女）

2nd.Violin  Amy

第2バイオリン：
エイミー（四女）

いつもよけいなことは
しゃべらず、どっしりと
かまえています。クー
ル＆無表情で「冷静」
にみえますが、意外と
何も考えていなかった
りします。

素直な明るい性格で、
メンバーからも弟のよ
うにかわいがられてい
ます。でも、お兄ちゃん
ぶりたいので、小さな
子が入ってこないかな
と思っています。

プライドが高く練習す
る姿をみんなにみせな
い努力家。女の子に
はとても、とても甘い
です。

未来を信じるズーラシ
アンブラスのリーダ
ー。頭の回転が早く、
いつも新しいことを考
えています。

元王族のおぼっちゃま
育ちですが、なぜかが
さつで口が悪いです。
おだてられるとすぐ調
子に乗るけど、憎めな
いかわいいところもあ
るのです。

とにかく、いつも眠っ
ている印象のあるマイ
ペースなマレーバクで
す。眠っているとたい
ていのことは忘れてし
まいます。

TUBA
POLAR  BEAR

チューバ：
ホッキョクグマ

TRUMPET
DOUC  LANGUR

トランペット：
ドゥクラングール

TRUMPET
 INDIAN  LION

トランペット：
インドライオン

CONDUCTOR
OKAPI

指揮：
オカピ

TROMBONE 
SUMATRA  TIGER

トロンボーン：
スマトラトラ

HORN 
MALAYAN  TAPIR

ホルン：
マレーバク

音楽の絵本に
出演する

愉快な
仲間たち

ふくおかフィナンシャルグループ

文化芸術財団は、

教育・文化活動を通して

幅広く地域社会に貢献します。

助成金（ふるさと振興基金） 3県交流コンサートビルの谷間のコンサート

さまざまなイベントニューイヤーコンサート

●ハンガリー舞曲第五番

●ドンスカパンパンおうえんだん

●トランペットラブレター

●弦うさぎの１日

●トロイカ

●おおスザンナ

（作曲：ブラームス）

（作曲：西脇辰弥／編曲：高橋宏樹）

（作曲：石川亮太）

（編曲：石川亮太）

（作曲：ロシア民謡／編曲：大塚子龍）

（作曲：フォスター／編曲：石川亮太）ほか

演奏予定曲目

※曲目は変更になる場合がございます。
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頑張るあなたを
応援するコーナーです

長
崎
電
気
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道
株
式
会
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整
備
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キ
ラ
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ラ
し
た
笑
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が
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ぶ
し
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と
み

さ
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は
、今
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4
月
、長
崎
電
気
軌
道
株
式
会

社
に
入
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し
た
整
備
士
だ
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検
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わ
り
な
が
ら
、一
つ
ず
つ
や
り
方
を
覚

え
て
い
ま
す
」 

　
毎
日
の
仕
事
の
積
み
重
ね
が
、電
車
の
安
全

走
行
を
支
え
て
い
る
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検
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国立大学法人 長崎大学　第15代学長　河野 茂 氏

Top Interview

澤田正太郎：1916～1996年。新国劇創設者澤田正二郎の長男として東京に生まれる。川端画学校、東京美術学校（現東京藝術大学）油画科
卒業。兵役後に濱田庄司の紹介で日本民藝館に勤務。第一回一陽展より一陽会で発表を続け、1957年に第一回安井賞候補新人展に出品。
全国各地の風景画を多数描き、企業カレンダーや池波正太郎の随筆「日曜日の万年筆」挿絵を担当。個展歴多数。一陽会会員。

十八親和
アートギャラリー

鑑賞無料開館時間：10：00～16：00（入館は15：30まで）
休 館 日：日・月・祝日、年末年始（12/31～1/3）
　　　　　　※土曜日が祝日の場合は開館
長崎県佐世保市島瀬町4-24 十八親和銀行島瀬ビル１F

西肥バス島瀬バス停から徒歩3分
ＪＲ佐世保駅から徒歩約20分

TEL0956-23-4856

　銀行が合併し、弊館も「親和アートギャラリー」から「十八親和アートギャラリー」に名称が変わりました。これを
記念して、現在、長崎をテーマにした絵画展を開催しています。
　古くから日本の玄関口として中国やヨーロッパの文化を受け入れてきた長崎は、独自の文化や風俗を育み、
異国情緒溢れる港街として栄えてきました。港を望む丘の上の教会堂、威風堂々とした唐寺の佇まい、斜面地に
建つ家々と迷路のような坂道など、その街並や文化は多くの画家たちを魅了し作品の題材となってきました。
　本展では、山本森之助、鈴木信太郎、田川憲、清水崑、澤田正太郎等による、長崎を主題とした油彩画など20点
をご紹介しています。
　このほか、近代洋画、日本画、陶磁器、ロシアイコンなど約140点の常設展示も行っております。

澤田正太郎「長崎聚落図（ながさきしゅうらくず）」 　1970年／油彩画 M120号

長崎逍遥
～昭和の街を歩く

2020年10月1日（木）～11月28日（土）

秋季企画展

十八親和アートギャラリーJu hach i - Sh i nwa Ar t  G a l ler y




